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第 1分科会

覇究主題

兵奪暴姫躍市立野量小学校 久盤好驚

豊ち嵯義式鐘等と鐘

墓校で鐘葬奪 11露 、「権畿式指導 ミょる授業救進 Jと し、争テ ―ヽマで事指定鋳研究

費義会 [藝藝、算畿 Jを 行っぬ ,

子どもたちまま、一 .へ ひ≧等、鐘盤も難ヵも異なってい轟も侍である.そ の子どもな

ち者菱:こ 彗て.覇 …鋳な…欝指導ぎままで:ま 、全て蒔子どもたち鐘 釘海かったJと ぃぅ

喜ぎを義轟轟せる基とはで摯讐をヽ4難嘉、遷素と中逮鍮子ども鐘舞‡ナ亀ォlて 猥鍮推轟

琶寿重業を上鐘蓄 ,丁鐘量毅亀薫霧鋳鐘羹けょうとす轟象ので轟轟.

宣.三雇韓垂まこぅし1で

重垂条籍テス ト、事蔑テスト等 :こ よって学裁√》握量の箋達度をA層 (上鐘泰 )酵 驀

:幸 鐘者 }彗 薯 イ丁鐘者 }彙三層 (撞装舞こ俸ます、発導者鐘そf■ それギ》購毅鐘じな推

導義を考二を:琵tig｀そ与者詮ち.

醇、菫藝糞指華鋳方塗

〔]ド ]菱毒暴た轟グル 許誓ザプを考ぇ轟

≧<:ミ C署の握量 :こ 1ょ 、ゃさLち 轟ヽ讐L譲 轟馨、物‡こ例えて羹明する等の_I光が

必要で轟轟豪

ifi学雪撃馨鋳五光

学琴錢容義ょ寺て、鐘騨学習、プ
:、轟轟学習等を通宣と拳群れ纂争

{争 i毒墨解羹鋳な学奮蝿竃

(二 }教育貪菫壽!露理  
べ"轟  …

…  藤ぬ暮 ……拳 まとめる

とくまこ、準かむ毅贈、まと路る幾躍響錦こおぃて活理独てしヽる。

算数

学習具を二夫し、311作活動を遷 Lで数学的な考え方を、どのよう:こ

高めるか ルーー 篠線式指導による授業改造をめざして 一一



4、

5、

(オ )教具、操作活動の重視

(力 )指導案の工夫

A層、B層 、〔〕層‡
=対

する三通りの指導菫を二夫する。

キ)学習幾律を轟めるを

本校のすすめてい碁算数権華

ア}ね らい

イ)教材内容の分析

ぉ霧籠の新竃・
:筵 、翼鋒・f粗

,単元全体および本時券藝濃分析

中}撻量鋳実態難鍾

4欝提条件、事欝テストの鍵轟をs。 針畿、連驚轟等:こ曇す。

ニシ学響震舞

つ か む 一 蒻 べ る 一 澤 轟 轟 ……尋 麟と襲
l    i    i    l

一斉学習     鍾麗学奮     春藁藝学警    一欝学奮

オ}詳鐵

`畿菫幸、魏難巡境をなながら塵席表:こ チニック

さ事後テストによる評1画

援業の実難

単元  分数 (5撃 )

雪手量ib=圭難
}:こ つ等・:て 鸞らせる。また分数をだヽ数で表すこと二:

児童の実態
これまで分数‡こついてどの程度覚えてい碁か、簡単なテストを実施れた。そ幸鍵
轟:よ次鋤ベージ鈴表のようである。

電

黛



帯分数を仮分数に

直したり、親分数

を帯分数:こ菫す問

議:ま計算めまちが

いが多かつた。ま

た等尋い分数 :こつ

しヽ電鐵春と春
こ彗■:よ

|:|と
しヽう分とが覇譲で轟轟≧讐

｀ヽ
うことがわからな慧l撼量が4っ鐙◆

彙:こ な轟ことがわからなか嘩鐙鍮轟寸轟暮′

i4:裏轟

C,つ浄Lむ

・
‘
　
一　
フ轟一

―
プ

一
ベ

…
二
調《

）

う舎菫量を覇影ょう|‡ 擦寺:こ分け轟と、1準勢は簿ぽ毅なる(導 ょ多

て )

2え を3つに分iす るのだ
から 2÷ 3 わり切れ
ないから、分数で表して

≦二重

(指   導

`式 を一:れイ数する

墓÷覆専ξ譜
`みんな毅鑽鴫できるよ

う毅導せる l

j鐘習群饉なす轟争

重でを3準 :こ分まi拳

賃÷3=幸 奎粂暴条

鋳 奉.集 Ψ丈

の   で   だ

守Y
Ⅲ…マーー ≪
ま  1  :  |
多   1   :   :

≧I監豊～二止上選

齢=攀 ″轟拳暴 ?

分数の第一識

青数尋大手

簿分母母真分数鋳鐙じ算、ひき算

帯分数を彙分類 i慮直す

i等 しをヽ分離

内 客 誤答率 %
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ф難しかめる,

.そオ■ぞれの考えを発表する。

,鼻んな勢考えを甍いて自分の考えを蓬かめる。

.鐵畿闘畿をする。

(小糞国で話し合い )

(A種の児量がリーダーとなる)

参轟とめ轟

,等 .霊 ,ン を鍵守て議壌する。

も、援聾後蒔考察

○事蒻テスト;=つ しヽて

本時‡こ義しヽ幕欝|こ
F露 難翁テープを参つ:こわけまし′た。1つ分はいくら毅なるでし′

ょぅ。」という轟轟をやらせて鼻な。下はその座席表の一部である。

фム番鐘1毒 ② C
2キ 轟二癬キ恙

0,建 稚

1町
~轟

IIT 毎
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響T~~硬

6δ   〕彦
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参子ども鋳つまずきめ鋼

:3
L_

i

1碁五盛鶯暮

1え

を見せる起ごちらも
l運

で]。ま毛Fむ LfJlゝ としヽう。

そ通常
獲磁髪褒

と者観魏笏笏形鶴
鋳大きさを比ベ
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毎
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む
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どちらも
春

ム では締 も しで はない力)と 気づかせていつた多主は 14幸 参、な磁

宣虞÷参ダ}慧轟で轟る通≧参指導して与1つ 走ゃこれ議で命学警で‡よ1裁 とんど、全体が

1と な基ような場・さが多捨tっ た難でとまごっためだ≧思う。

轟轟子ども:よ 、答えが 一:}賢 Ψ轟暮≧

な轟:量 ど斜轟鋳黙:島
.:重 ―

手 盤で轟轟.

守もいいではな静かと壽争.

子ども参:憩輩よ≧́《…
警  

糧壽拳磯

義、1キ 婁X重 ≧諄叫 よう:=解駿蓼、雪+3Xlと いうよ拳:婁‡重毒え‡喜くし・l牛 (掛 、

4等で、俸難暴集一轟、ま難き豊≧しな≧魯ダ鶴運よf琴分のをヽく皐≧準う学習をしで黍

て壽暑ので、そ鍛通なメ確く襲義残って壽る.,そ こで・豊律が漉然とし鍮量で1重 なく

量遅≧か、鼻難亀が、4菫 餞とをヽうよう義具鋒鋳な数量で轟す録奮鑑準 Ъゝで推攀した静

ダ》轟蒔饉議ゝ鐘準ぃて轍轟鋳:こ討鑢碁せた .

{》象異√≫基嚢義寺静て

'墓 義で
′
:ξ ≧≪記教翼ど}翼豊鍾守いて:よ 、組織をあげてすす身でしヽ6か ,テで:まない。

義霧一員参≧窄暴轟薫五夫 :こ まかさξ■て著ヽ轟=塾 購 .(l購ダ》鷲壼靴どのよねこ指導す

還1か :f寺 をLて 、著れ轟が鐵を罐ま詮て導轟事奪クテス
霧
で
｀
:よ 撃凡曹:意 轟還)が 、議脊鐵、

驀菱藝暴書懸撓
お
裁準等lで ≧くまこ力を築モヽで壽轟i f銀介蒙:婁 寺ЪЪて‡重轟さ 1こ)奪 難翡

テーダき、轟讚藝:墓寺轟て:よ 1還が 1参 朝 ll蒔 菫方華鍛紙を与えて、そ彗tを 掛った警

義善誓:等 たヽ 1]し て考え壽誉轟(}授業な隷簿糠動をと書ちヽえ轟進≧絶よ守て、子ご亀

たち:i生 讐豊摯≧学奮毅難 苧鍾む曇極を再轟識彗鍮 :

T.寺釜寿轟嚢

か彙≧糞ち:よ 十後も」霊骨薔ヨ身:]:墓 寺しLて :よ 、1与:言轟籠鼻il:1[ξ ttF彗澪を電彗ilif二 てしヽく嘩も ll'(1・ 轟轟.十戚

.Itギ
:こ ≧警翼鐵≧′.導 みるこ幸どの議立輯準壽¶議守こ考えてし・ヽ壽tな :f彙 :ゴな尋な¥L≧

悪守て霞ゝ碁甕



◎ 子どもの学力の定着度を深く知るために、事欝テスト、欝縄条件テスト等鍛羹答

‡こついてもつと練く分析しな:鸞Lばならない。

中 魏M、 奪嫁の難量韓対す轟指纏め手だてな工大す轟ため韓、濃確な数穐を翻覺

しなままればならなをヽキ

幸 学奮範対す尋憲歎警唾越す轟鐙舞:還 、経同奪導入鐸義務いて、ど身よう輸轟璽

鍵承翁す重
´
L‡ボぷ等ヽかキ

⑫ 馬ヽ藁甕学響な職覺韓すや亀路鍮 学膏 ll―プ…轟農鐵幸



籍:銀撃む 鱗
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…   F    議薦鑓 して一

芸轟彙翻酷鏡態騨騨攀:戦  中轟 懸予

1.

繊 ま響霧載電 子織 こ轟銀豪嘩  :すた琴、期鞭鮭

るオ主つけることな島黒盤島きっっ。無議辞囃爾湾曜嚢遮遍ふて.馨麟昨

な考え方慶きてよ争としてきた峰

ホ義童I=.f島ボ事亀緊 ∴轟麗轟解くだ昨ずなく、農らボ蹴曇して

いくヤで=華   し,電滋邊燿睦舞瞥1響鶴理によ■資舞響亀し、鐸寧螂鴨爽

費避二盤 tまた       たた.そ轟魚鋳:■ 1ま j書理だt†絆轟導ゃ

奪 二 して  才ゝら 織 轟 轟じ入響 主ご し、響    お

鋳 ヒ寸塾.   守毒 ピもたちが,そ碑爾 轟とJltて贅慮:甕陸議

かし,生き生き≧奪響翼薫重:彗泳、基急キ進メ.`史着こく鶴 言才Vら、

守質て義彙亀され舞轟 鋳簾難賛藉亀罐ftなるょぅなぽ督さ嵐ず替言奪亀ぽ

なら
=毎

ゝ

琴ち̀ 子ご議ボ難軸議鐘と亀守i事轟よ争な学奮墓
=ユ
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ユ

肇,T象響幌経た奪ぶ尋壌轟担

摯麟窄輝感|ま 鶴罐委覇導:てつ 1ヽて      亀≧殊iてゃ

織 澤奪轟幸曇豊章難靖I(L≒れ.壽1義雄 てで港た、提轟:ず轟饉携

ヒ聰嵐風奮て轟。』ユとであ幕幸こ紳機拳碑纂尋与゙〔‡.掌麟無舗簿た孝

虚備ざすことであ轟ユ罐靖:電畿れ静轟ことぎで奪為拳

覚錢 学露警な滋た∬:譲 。難裁簿費鮭織讐得聾轟_して“饒懇 たてて

織議した撃、熱舞鋳 :■ 鍵轟与藁撃寸み二Lξ破 ,て角載争 亀ゞみ學鷲二
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避 __学難具奉二九

鮮 静観鐵癖鑽 :裁『魔由[:(饉、まず.拳ピ導ポ響 :く壌藤・襲
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攀 電慶気した雫、柔俸難褻麗か拳繊彙鋳轟簿亀亀攀欝鰻繭轟舞娩成、

「鎮畿攀ぎ鐸機 二膠騨れじ“轟.曜、畿腸鋪稔《 縛熱 "域隧躊

亀オ、暴轟義
=轟
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参 藤二亀舞裁港豪
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纂 .2分科会 社会

研究主題  地域仲薫材を教材化し、自ら学ぶ力と態度をどのように育てる

か…………3年生「喜姓一繊性打ちこわしJで地域の素材『 姫路藩

錯全藩一報i豊:こ とりくんでⅢ………

兵簾 県姫路 蒲立青 l菫 /JL学校  竹沢 啓之

要旨   これ まで締歴 史学習 において、私 自身 、教科書 に出て くるよ うな歴 ´

史事象 や事実 を知識 として習得 させる通とに曖 われ、子 ども達 自身の

実生溝 から轟 て くる考 えを大切 にした り、郷 土をみつめ、愛する態度

を青てた りわなざら学習 す る通羅 を 、ついおろそかにしてしま うこ と

ざあ った。 しか し、 これでは、_子どもひと りひと りが 自ら整:き 姿:き と

学ぶ姿は適総き、徐徐 に受 券鋳な学習態度 がみられ るようにな っても

おか しくはないし:

子 ども達が本 当に生:き た歴 史を学 ぶというこ とはど うヤヽうこ となの

だろ う。私 はひと りひと りが持 つ自らの実生活か ら轟て くる 認識 をも

とをこ、資料 を通 して、よ り身近 をこ具体的 に歴 史事象 や事実 にふれ 、自

らの体験 どして客観鋳認識を持 ち、それを伸 間とともに深め、拡 げ、

主体的 にまと鍛ていく轟縫だ と考 えている。.

脅 こでRひ と りひ と りが 自ら生 き生 きと学ぶ方 と態度 を育 てるため

に、本絞のξ幸修テ ーー・マを 士台ここしてつぎの 3つの柱 を立ててみた 。

研究 轟答

l螢 二継基:盤董整菫_懸資豊L設鉦鐵 盤
ひと りひ と り:こ姿1き生 きとした学校生活 をお くらせる た路に

壼′A爾華菫 を基盤 とした遺徳性 を育成 する

○欄A饉 :こ 応じる複織式指導を推進する

(研修郡)       (努 力 霧標 )｀

轟生活機導部 く鐵>
楡薇鐵体青郡 〈臨>

「
…T~~t       yII^IIII…

…
|｀ |

優憂酢卜……… 甕藝獄 卜
(小集 圏学習 め推進 )

(努 方事項 )

――  …… …ヽ……………………・・― ―…鶏

各幌聴覚的方法の :|
活用

・ 教師の発 聞の工夫

0ノ ー ト指導 の重視



1. 子 どものやる気 を導:き 出す。

学習の生死 l・■、子どもの学習に対する意欲で決 まる。

(1)子 どもお内藤を郊 り、できるギけ発言や行動のよさを認め、

はもずまし、みんなに広峰ていくことによりゝ教師との信頼関係

を灘 くする。,

盤) のぞ ましυ`農主的な築観をつくるし

ぐ壼支持簿風土 。自主性 。多角的価値観 ´過程を重視 )

子ども達は心の開かれた集圏でないと、力を出さないも、だれ

もが認め合い、はげまし合えるあたたかい個 。集題をめざすこ

2。 豊科 (文書 傘統 許とともに視聴党資料 )を活用 する。

1と も舞連 するが、慧欲 を一層高 め、だれもが 、問題 を明確 に把握

しやす く、慧考 を うな がす 。

(撥) 子 どもの実態等 :こ合 つた授業 で生 かせる教材 を自作する。

,     VoToR。 0彗 HゃP,ス .ラ イ ド.テ ープシ 凛―ダー .写真 。絵など
.

(2) すでに教材化 されて貯`るものを 、うまく使 うしTOV・ 誂麟など

3. 地域薫材 を精選 して使 い、子 ど毎吟生活 から出る考 えを生 かしなが らЪ

護鐘 を達求塞ぜる静

(1)'郷土に轟しみ、関連づけることで、歴史学習が血肉化する争

鉾  拡撤飾意考を穴・覇 :こ する ことざ、個 を生 かす ことにつながるむ

(3}: 1襲 嶽鋳鷺母 をこついてもよ、、子 どもが発見 したかの ごとく勤 言

す るⅢ

(4) ノー 卜́に自分の考 えをかかせることによっ′て、悪考の深 ま り
'

拡 が りが わかる。

憾  一一 ―→卜 集 藝         個

。   あつめ る .も とめる  まとめる 争たしかめる

(1:lく ) (話 し合 セ`、深める)'   (書 く)

以上、 轟つ券大 まかな織 をもとに、.生活 キこ密着 した身近 で具体的 な歴 史学

警を通 して、自ら翼繊を持 ち、生 き生 きと違求 lム t体的 に まとめる力 と態

度 をも―pた子 どもに育 っていくことを願 つているも



亜.指導‡こぁたって _

(1)i電菫 鋳実態                  、

青曲絞区は姫路震 爾面 /θ 脇足 らず の所 で、夢 前川の画岸 に位置 し、新

興住宅地 と して開かれた所 と、番か ら農業 等 を営ん できた所 から成 り立 っ
てレl番 了.し か し、一部研究家 を除 けて住民 の新 1顕 を聞わず 、われわれも 子

ど懇儀郷 土層選 仰歴 史につけて総認識はそれほ ど深 くないといえるだろ う。,

(黛 }救鞘 に争ゃヽマ               “

われわれは、鱚 史攀習をしていると鬱ヽいながら、知 らず知 らずの うちに、

感土を燿 多なヤヽ子ども達を育てているのかもしれな秒 .

ぐれゆえをこ、地域織歴史鋳繁材を構選 し、教材化することによってく

もっと歴史を身近な議 しみやすじヽも総として えさせる必要性が出てくる。

華 シゝ、姪路耀辺
'を

こは、たくさんの歴史的事象 。事実が残されているクそ

して、、子ども I竜 が学びやすいよ う、郷土史「 ひめじJをはじめ、、多 く鈴文

献や解説書も畢くられている。kわれわれは 、さらにこうしたものを学習母

中で生かせる .li暴 なく教材づくりをすすめなけれはなしらない と思ったギ

今鐵、「百義…t欝ぶ打鶴通わし」鈴姫鍋版として、「兵庫め歴史も母解

た り選奄VoT。 資.で映像イ怒して、学習に使 ってみることにした。そしてt幕
蘇∫i:上流鋤鐵之皮 (亀懸纏祟の近 く}の百雄『 溝原甚ι奪衛や塩鐵剰兵衛 ら ,

を中心に農震達の生きざまをこふれるうち tこ 、財政難 :こ 苦 しむ幕難体灘や 、ヽ

さ心を通いっ越 した懸命状況が‐層明確 にな りその中で生命をかけて議政と

たたかけ`神鐵を守る 多と l_Fて立ち轟がった勇姿に深 い感動をおばえるとと

も轟、翼賞錯人鸞うしく生 きる願いず らふみにじる行,為に強をヽ髄 器を感 じ

た。脅して、、通券 4が た‐ボや打堪曇わ し等から、幕藩体制 が崩壊 し、爾鐵

へと逮られていくよ多すを実感 としてつかむ通とができた。

、  こ磯 ,訂姫諄議の金藩 一蒸 ＼は、地域 に学び、.よ 攀身近 に歴史を生 きた巻

備として壊 えさせるここは、またとなをヽ教材 であると感じた。

(錢 )震翻 |■ ついて

身近なところで終こったず曜腎 打 :ち こわしを調べていくのに、、文書資料

〔ひ論じゃ歴史も侍がた り等)や統計資料だけでも学習してをヽけるが、縄

聴覚資料 V.ToR.疑覇姓ず慶 と甚兵衛』やスライ ド「選悪黎覇。剰兵衛勢轟碑 .J

等を使 むヽ、全員が喜んで深 く違求 してをヽけるよう意欲づけた り、事実懺握

巻確 か な も母 ここした りして  マ` きた ヤ` ぉ また 、
‐二撰り 動 きや拡 が り等 亀年

表 や鶴 鐵 ほ書 き込 ませ て認 識 を定 書 させ た い ぅ1さ らに 、 ノー ト備考 え を大

響 に 事せ 脅 磐潔 ま りが わ か る よ うに指 導 したい 心



ま違》指導議爾
/JL単元名 天下統一と鎖国 (幕府政治の終わり}.

(ア)覇標. 新しい学問の発達や、幕末の国内外の情勢などが日本の蠅

鐵をうながし、幕藩体制を崩壊に導いていったことを理解す

る。                  
｀

(イ )謝爾春 7時間
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{

ア中学習課題の設定のむずかしさ ｀

姫路藩の電療に ついて残されて いる事実の中でt,最も目で確かめられ、長

体的なものは、 獅甚兵衛。剰兵衛の墓碑Jである。
rそ

こで、この事実から、

「こ命墓 l・8い つくだれが、どのようにしてつくつたのだろうJという課題を

設定して、農民達の願いをつかませていくことも一方法である。今回、単万∫

麓入に「身近におこった‐籍について調べよう」という課題で事実提示をし

た。ここで考えな tr■ れはならない事は、子ども鈴実態に合い、思考の流れに

…∫喜霞ぜ霊警墾費≧J聖霊宣■豊登L控に適切かどうかということである。

イ .身近な壌城素材を生かすことの意義

子が、「こんなに大きなず壊が自

分達の住む姫路に趨こっていたことにおどろいたJという感想を持つている。

この事から、地域素材を有効に組み込む事がいかに学習慧律を促すか、また

事実認識や社会的意識把握を深めるか、がよくわかる。・子ども達は教材と会

灘できるのである。

また、「実際 に前之庄へ行 って確か録たいJや「地域のおじいさん達に聞

いた り、写真をとつ たりして報告 したいJと いう意見もみられ、自主的 に調

査活動をすすめさせることも時間がゎれば考えてン`きたいも

て作成する。子どお難の難 にあつた内容か、1

響 の流午
'ど

こでどのように使うのか (導入で、あるいは検証でお。}

明確 にして作成しないと、中途半端な教材になってしまう

。教師 自身が、教材 に興味を持ち、十分深 く調べ、整理 しておかなければ教

材化できない暮実際の授業 までに練 り上げる期間がかなりいるので、日常

か ら資料収築や研究を心がけておくことが大切だ

。轟分で創 り出す までの失敗や迷いなどの苦しさをのりこれ、喜びにしてい｀

く、.つ まり努力や工大を構 しまないことが大切であり、子ども達は、そ うり

した教師の態度を見抜 き、やる気を出し、追求する力や態度産 なわ ■
て :

ぃくのだと思った。今後 、郷`土史「 ひめじJ等の資料の活用とともに、で

きるだけ臨場感のあるスライギ や V・ T・ R・ をつくり、教材イじしていきたヤヽし

《 おわ りだン子どもを知 ることでも個性や畿力に応じた教育が実現する。そして、

地域素材を生かした授業 を組織することで、自分達のふるさと姫路を

愛する心が育つ。また社会議識が一層深まり、主体的に学ぶ力と態度

が育成されていくといえる。
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3,霧轟.難真鐸畿膊

〔1)嚢茎Ъ深恵警響翼攀鎧菫を導電キヽ暮会社鐵帯軒であ轟争簿轟騨轟曇鐘ち響

墓野を善春義亀難尋憫轟諄軒攀懇分寺、糞轟覇、理鏃鵞で作藝れ懸鷹をね難

してモも呼ばれてい等.嚢墓鍍轟難鷺鍾おされて襲瓦鍾難事す轟∴懇は警て

きて響ヽ幕が、大意 蓋轟諄霧難請された「 兵黛轟臨賞菫警名簿ゴξこ嵐轟轟、鐵

志諄だけで亀菫静攀鷺黛攀が轟守え學せ鍛鑽豊鐘詳しく鍾かか畢亀も、・群、お

寺参簿鐘、肌藝ふきが丸等で墓魯ヽ風からそ舎襲瓦鍛等がわか懇蒙寺わか攣で

い碁∵警墓もヽ碑戦文畿十驚六輝書辟F菫 塞奪T奪》参覇轟警鸞詩兵轟奉轟が

,認されてお拳、 夢大菫重議鑢』から難騨すると驚奪春等靴ど欝か纂襲重が指

われて与ヽたことがわかる。擦意饗通避で製菫鱗輝機農した繊鐘、霧滋鍾農甕幸

上があ警、気装誇裁奪まらたたか くて議が少なく、燃料参事が等やすかったか

らであ轟。さら事こ交通が覆群で各睦へ0運議が容轟であったことも瓦作攀が

営えた鸞轟と考えられ轟攀また、さくは警欝鐵分幸、轟分障警、ゃれよ 摯ず

嗜と後孝こは、纂警議が近 くにあ轟ことから、襲瓦勢鐵撥 :ま書くから幾されて

いたことも難察される幸 {播藩幸瓦理名史より)

(2i 深患野瓦の数輔化

① 機続鋳披驚攀継撃

・生難披驚 く方法)錢還織化を進玲る一方で、伝統的披警参良さをも生か

していること―先人彎鶴奪、生きる努力への着議が可

e 襲在的な篠鐘

_・ 高い技術を生かした襲轟→難賞薄 《露うるおいのある生霧≫

・覇常生懸撃こ欠かせない瓦 {織豊満と勢結びつき}

・税が難古蕪鍛難難様式と瓦

F
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舎 鑢域紅対す拳愛着

・地域銀対す暴理解を深ぬ、諄上に対する愛著心を増すという勤果が難特

轟来尋.



{諄 襲五五綴

プ 予 ッシゃ一 プテッシャー…Ⅲ 一     ず

二 _
縫よ 瓦工場を見学 して

1争 く途申、「 瓦二轟重ってどんな購で、どんなことをして作ってぃる勢だ

らう.と 思いながらわくわく れて行きま募え幸篠め記お馨さんが、お守じゃ

サえこと鐘、簿轟諄鷺菫ま、も多露攀毒年轟なるということで暮た。ゎた凛軽

鐘露巻幸導毅あて馨畿警さま繊ん奪それ糧ど轟わ闇、こ鍛綴意警瓦は畿もヽ可

い轟難ですれゃ嶽織上鍮轟碁量窯銀指きました。土 :ま ま憮 鑢覇爾聾と懇ヽうと

ころから取嗜て く碁脅うですゃ骨録とな警紅:ま、たくさん攀骰鑢響蹴暴んで

諄`まねた。上を無益畿糠やそ参轟った上を運ぷ臓ンベアー キ鷲器濠巻聾え壕i

纏鐵が轟攀蓑こえ拳浮善撻亀轟難鑢攀逓 くにおじさんが掛と醤毎lま した奪お

暮さんは、なれた手準きで響れた轟をひょいととってぉきま募た。最畿韓お

墓い基んだ、「 みがき慮という仕事をしていましたむへもやこてを使嗜て、

こまふだ彗た動を lまずった攀なられた攀して懇ヽました。縁して、ぇぇきでボン

ポンとなた尋ヽて静ました奉やはむ手作業亀ある等だな、と黒もヽま導ぬ奪

――幸鶏 … 濃 くかまふ翼せて くギさいました。鷲は鋒 露覇で畿け轟母うで

す。警は、 お華もかかったそうです寺こぅ彗て豊てくると、警
‐
と分で鐵Å菫



ぶちが等ヽガ轟暮幸に気がつきます。こんな軽なった奪でも心難戦轟轟そうで

す奪それ轍、かわもを重議饉上げるよち愛魏懇電藝童うことやこうた≪攀轟

難です奉「瓦づ くりって大変なことなんだな基奪Jと懲秘■なが暴轟家暮た。

今度鐘、手づ く攀で瓦を作嗜て終る家へ舞曇ま暮た摯そこ鐘、饉
=を

作って

等ヽま尋た。″徹事機に一歩入ると勇まし等ヽ 野われ聾がむわえ翼轟て毎ヽました摯

亀を鍮れば、今にも難び立ちそうです。「 わ彗Jもや難拳手寺警てす。幸減

壼警響なんだそうです。作ってもヽ碁とこ尋義行 くと、おじさんが魚鍛形等う

各こ鍛爾韓織藝ような物を入れてしヽました寺あと二人いましたが、その人だ

ちも簿かをいっしょうこずんめい作ってい衰暮た。その人たちを見ながら家を ,

轟まれた。わたしは、近 く紅瓦を作って尋ゝる所がある攀絞難っていたけれど、

こみな紅大変で書誉して仕事をしているとはじりませんでした。 (M・ X詩

灘鰯 静風作攀は、今から約 露奪参年も鋳から畿 3ナてもヽたそうです。

昔載、瓦を作っている家が 1碁 響ほどあったのに、今では 6軒 しかない。

それ滅、「若い人たちが、こんな仕事をいやがるので、今では、瓦を作る家

が少覇 なっている。Jt 教えていただきました。近ごろは、機械化が進

んで、上がまかもガスがまへ、手作りから機械化へと進歩しています。議繊

で真を作轟と、や難攀 義書 がおこるそうです。理載がしているのを見て

い轟と、角がきちんと轟蕪て懇ヽなかった参で、後ですみずみをきちんとして

輔 藝た春  一  畿略 …… 亀Y'T手♪

豪警避見学は一選き警だから、見学鍮機点鐘、はっきりさせておく必要があ

懸摯 鸞～拿轟と、鍔露でも見学可籠な動濾、だんだん華しく縄べられ碁が、

これとでや通警輝を繭べ懸鍛か轟鋳警鐘っき勢させておく方がよい。ここで

鐘、鐘科書鍮転鏡難業参学奮をしたあとで、地裁難様子を轟べえ参で、見学

器畿焦輯、言わなか守た舎
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第 3分科会  体  育

研究主量   プ ールの轟設・設備・ 器具を使 って自ら体 力づ く りを

どのよ う :こ すす藉るか。

長庫難姫諄市立安室東小学校 体育都

ば じ絲に  ひ と 参秒と りを大群にし、そ吟鑢力疑備ばす 通とは、教育実銭

の大 き亀:譲理であ 儀争

本絞が六年生奪 :‐ 重畢舎舎鶴の逮泳 Jと 論ヽう嘉標と取 り組ネ始

めて G年 F:に なる .・
`テ
年も六年生 219人 全員が挑戦 Lノ て舎雑 LF

たが、 2舎 ●〔〕舞をこ::J詮 戦しようという :や る毎_:が ななヽこ盛戦で

きななヽし、詠力がなけヽことを通濾合絡しなンヽ今

:子 ど違たちがご弁ようをこ、自ら織薄を棒ぱ護ノて:き た器か、テー

マにそ番て、報普
｀
夢
Ⅲ
碁 .

i,■ 4■数 毒警傑

プール i=、 入 れ轟詩麗を確嶽することが大 凄∫で轟碁゛

二_シ ー iミ 1/藝 選警としゞて、1通譲体青ば詩 :寿 1竃 争中とこだ〕鋒護事を 1選 だ l

―糞婆ギ誕:と う́と、 1,麓 学奪で20諄き轟季、 翠・ 4学‐覆で 童
=ま

尋:運 、 準・ 暴学

奪で2轟鋳甕綱度は確保できる .

菫.指導方 法 の検 討 と協 力救援組織 の確立

本績 減鐵綾 して 8年 目さこなるが、開校 織年 はプールの完成 に手間ど り、

:ま とん ど指導 がで きなか った。 2年目ここ入 って水泳指導 を始 めたが、終わ

ってみ ると、ri年生 の力 が六年生 よ りよ く伸びていることがわ か り、どの

よ うな難導 を したのかが問題 にな つた。学校 として 、子 どもの伸長 につな

が る指導法 の研究 と、協 /4撤授組織の検討が急務 とな った。

-1‐
二



3等 指導 目標 砕検討

102学 年

・１‥１，Ｉｔｉｌ……』

いろンヽろな器具や驚異 を準備 し■ 、ま に悽 れ鵜 しませ、

「浮 けること」をね らつて楽 しく水遊び させ る。

徹轟して浮けるようにし、「呼救命しかたJを身につけさ

彗る。

「 ドル平泳法」の指導をし、手足の動きと呼職の協応:が で

きるようにする。

「肇ほ泳ぐ.J ま
｀
長 く泳ぐ」「逮く泳ぐ』ため鋳各種泳法を

三食 事せ、しつかむと身轟つけさせる。

子どもをこ霧標をI五て暮ぜ、長い距難を泳 ぐ通とに挑戦事せ

“重 塵

指導 の実際

)ヽプー氏」:I,韓 け儀鞠栗 ごとの徹轟

器 ず源やい着換え

○ プールテ`イ ドで

層異・器具 は

教室との移動

わっ難し攀先生 や童達 参議 を、き く。

順番 を 守 る。

バ‐

「

~イ
を くん だ り、グループで行動 するとき、

安全 に饉慧 して 、友達と協 力 してがんば る。

正 しく使用 し、きちつと片 づける。

整列 し、け つして走 らなしヽ 。

-2-

○
　
○

3 学 年



露) 救師 鍮指導 警勢   締 :こ 疑事を必要 とず:る 丁どもと 参 った わくL

(遺 )゙救 師はプールの中に、すずんで入 ろう。

(2)教 鋪 をまず―タレ母中鍮子 ど鶴むしヽ っし ょに続動
・
しよ う。

(3)教 新 は子 どもとめ籐雛 を大響 に考 えよう。

・ 目を見′合わせて 、議 しかをすられ る匿難 。

(4)毅 輔 ば指導ず 辱ことばをた くさん覇意 し ょう。

。 な エノで 、 lノ争島ゝ り、 ポんばれ  だもfでをミ子 ども輯浄 さず毒摩1

5を通な 勢なヤL。

・ しかる、減め 辱 、駒 まず、憂籍 簿な讐示 争彗言・を覇慧 し、子 ど

t黎 轟行動 iこ 覇畿を与 えよ う。

(尋 )指 導困難と感 l∫ た子 どもほは 、客 く総裁軒 寺授聯 脅鍍爾 し ょ巻。

(奉 i 教覇 iま「 ちがンL鋳われ 4J爾 織恭 錢 :こ 鐸 書 lノ .麦 争幸

3) 蔵 だちよ鋳かかわ 寺会をLを 大響 :こ

● 報談する湯

〔⊃ 晃合多轟

○ 教え合曇場

○ 戦動し合う瀑:

○ 示織を観饉瀑

4) 彗額を自分のものにして等力させる曹慣を

○  プ"― ルサイドで総議し合砕は、姿勢を正して。

●  プールに入ったら、つとめて闘畿からはずれなンヽよ拳に。

○  参々つらくても、がんばる努力を。

○  小さな進歩、大きな進歩をみんなで認め合う響憫を。

― ネ ー



'tル ほおぶ毛警導 と評価 蒔 し、「やすをヽ「 ザール義毒 t=二‐‐1‐ 11´
=11

-斉霧導 と翻別指導  : 自分 で 調額 を確 認 むなが ら鑽 1■をまれ、

いと りでがん ばれなな亀籍 iよ 、 マンツー■'ン

の指導を受 けさせ る。

曇
｝

苺棗鸞澪ごくずダ lゞメ ーIノ藤::、 挙鑽彙偉 、轟 拳を`はグ ル

一ず曇甕簑 t毛 そつて績習覆菫轟た,碧 、評響

め棗選参菫会を崚定して、斎 1_■ 1琶筆を■

てさせ尋脅

揮難 i蓮 銚蟻ず轟 {個欝をミ、グループで)I 督》なこ≒轟轟VL錬 、ク
｀

●  うずまきな鋳・争で

ループでき轟た 甕鑢懸難 :こ挑 戦 奪il碁 争ダ

ループ幹鷺 き'‡拿、頭鐵 傘鷹綾 、確 認備係 と

激勤辱係を おセLて 、 璽機 の達 成 ]こ 聯 力 させ

碁 .

流よに身善攀だねて、母の感熱を褒 しみ

なから、状し浮き、背浮き、だるま浮き・

砕るかとが、政攀警づえ攀、もぐりつこ霧

ど、様々な 襲響 に挑戦させる。

限 られた夏轟期間 、しかもプールを使 つてのよ泳指導は、時間的 :こ .

大きな制約を受 ける。生 命母危 険もとな り合わせにある。

機 の国定施 設 や避異 のように、常時利用 できるものと ちが つて 、プ ー

ルの使用形態総工夫は 、特に大切 であると考 える。

-4-
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6) 器具 。用異を使 つた 目標 の設定の工 夫

○ 竹のバー

⊂≫ ブルlプボール

:1 '｀ ォメiず

｀

“ I下:か 義j質 を'か ifで 、北 猛

なオ
′
lFきt'4●

警ァイ 難をこか ill'・で、:撃嚢義犠習
をず 導中

● 襟 装

・ パイプを 4か講た ら lFT辱

そFの まお りを欝薔する。

プールのため、 4参饗の往復 が必要 であ る。この標

織を使用す ると 、ター ンを しなぃで、 2千 盤の達

泳が可能 にな る。

了

藁
〒

♪，霧「

〈，一
〓

．Ｌ
Ｌ
葺

．
ず
〓́
ニヽメ
■

ル

∴√
∬
鷺
舞■
■

。 左達のひっぶ ってくれる

ず暴こつかまってひっば準て

も勢う幸F鐘弗 lメ て浮き書。

' 電
｀
母下を くぐ季ぅ f藩'さ

をかえて l

・ もぐってと拳々

=多 :を轟球て、:i:宝 された

まヽ 6肇ボー.メンタ手‐ヒモ.
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筆5分科会 翠攀

研究主題 課題意識をもたせ、自ら探究する意欲を高める授業などのように

すすめるか       1年 「きんざょ_1の学習をとおして

愛知県春 警井市_t東 高森台小学校 冨 饉  懸

1. は じめ に

1年生の理料○授業や調査をとおして気づくことは、菫覚飾全体鋒なとらえ方をする子どもが多く、

これは低学年として停特質をよくあらねしてはいるが、経験もせまく、事実・T・現象に対してもそのとら

え方が浅くですじのとおった考え方ができなもヽことである。

そこで、この種覚の3またらきを主とL/た観察活難を高めていくことにより見方、考え方、撥い方を幾

栞的に育てていくことができるものと考える。また、́このことが結果鋳:こ は課鑢 議をもたt_■ 、集も探

究する意歓を高めることにもつながっていくので:まないかと思う。

この報告は観察指導とその評価活動を中心とした実銭母一端である。

2.笑 錢 寿ね らい と方法

目標〕こせまるため、1年生|こ お:針碁観察籍き鷲方、観察わたこと鍮衰轟録させ方等、輔綴警行動機籍

化して具体難:こ とらえ∬いこ拳としたo即 ち、指導躍穣なそ幸撃奮勢難難として学警者iこ鋳をなすこと

がで懸るかという措動轟馨i蓬分新すれば、縄を撮導し、隷を評畿するかという≧とが難時鋭Iガランニン

グで難轟分で鐵ないかという考えの理と:こ次おような蒔波で実錢す尋ことにした。

(1)単甦『曇∴ぎょJiこついて単元構成をし、指導話轟をなる。

(2)単元参議導翼標をたて、行動懸標ここ分新して詳懸計量をたてる。

(3)行動轟標をもと:こ織察発導法、評轟数を考え、学習難鍾を設定して授業をする争

(4)詳轟の結果に対する分析善lノ 、指導注、謙議参達蓄並び:こ評轟織:こついて参考察をする。

こ 機 導 弗笑 簸

○ 単元構成  I聴∴ぎょJ(露 鋳闘完了シ

一卜
…
…
…
…
…

　
第

次
　
　
　
　
　
　
　
一

懸九ぎょ:ま どんなえき舎

食べ方をす轟か (畿察〉

きんぎょとめだかやふなと似ているところ↓まないか

懸んぎょほどんな泳ぎ

方をするか (議案)

伺力∫いちぱん

好懸か

きんぎがよ:苺 を

食べるか (実験)



きんぎょの織をかく (作業)

● 総鍾彗標

きんぎょなど織動きかたや形に鐵魚として参特数があり、うさぎや島などと比べて食べも命や、食,
1方に違けがあることをきたぎょやふななどを無試 議察することによつて理解する。

● 衛動藝糠及び下位行動饉標

(1)ホ推勢中のき∴ぎ意を観察し、きんざょの特徴を議魏するこ亀ができる。

ア き∴ぎょ:こ いろひろなえ暮善黎え、野むえきが鑢であるかを確かめることが寸き基中

イ さ∴′ぎょ参え心券食べ方を秦諸砕纂を難かしてまれすることがで懸碁・

ウ き九ぎょ参泳ぎ蒔な次作鶴薫で身体衰魏でき基金

・遮く泳ぐとき  'やつく警泳ぐとき  ・苺鍵をかえ幕と急

塁 曇んぎょ、枠だか、ふなや水鑢繹器でで畿察キ.メ て魚として織共通点キ撃機や繁ざなどから見轟す

ことができる。

ォ 議し合ひのルールな守り、グループで鶴力移て楽しい学習黎すすめ暮ことがでおる。

義)ホ槽幸幸難きたざょを議察し、彎機や綴かくともえて織:こかくことができる。

ア 麟捧だけ473基本藤i駐次勢ものを位麓や準など孝分析鉾:こ とらえながら織|こ かく盤とがでわる。

・ 饗  螢えらぶた  。腰J脅'1  '鞠ぴれ  ・移響Jれ

だ からだ命各部嶺の亀参違t｀ ここ気づいてき∴′ぎょ鍮絵に亀をなるととがで摯る。

ウ 学響参きまりを守等、枠よく楽しい学習をすることができ轟。

単元「きんぎょJキ指導す尋:こ先だって実発した子どもの実態轟査によ彙ぎ、きんぎょ:ま これまで母

鶴察の議会や、難議曇解も豊富なものと憩われたが実態iよ、動き方、彫、食べものなどについて勢認識

が袋く、「
・
き九ぎょよよ赤もちも命だ聾・という褻覚的な鐵念が強ひようである。

また、轟だか、ふななご礫蓋巽義つけてiま割合よくとらえられていても類曇薫、つま与魚と参う類と

しての輝識|ま まだでみでも`ないことがわかる寺

きんぎょ弗難お葬や、えさ寺と与方参雛察:こ おいてiよ、抵学年見菫拳特性を考え、できるだけ動作イれ

をと摯入れながら観察事事を表現させた警、評畿を容易:准 で譲るよう:こ したo

設定した下鐘措動潔穣を鐵薫とした詳轟事例警次1尋.示す。以下評轟の観点≧しての下位行動藤糠:よ、

そ惨番号で示すことにする。

まず、(1)ア につも`ではチエックリストきこよる評rFiを行なった。行動機察は0△ Xの 3段難で行な幸た。

(1ン の幅 轟琴主難塁

○ えさを少しずつ与えて婚IBIえ きが鍵であるか確か勢講理できる 5を%

ム えさ者与えて議べるざやや分析鋳ではなけ 3甕%

X 人のやる勢を見ているだけである 1辞is

下

―

―

第

二
次

…
…

上



結果をみると到達できた者 540/F、 おおむね鋼達が34%、 到達できなかった者が 12い%であった。難

達度が今少lyかんばしくない結果キこ終わったので饉べ方についての指導をし菫した。

(1)イ・ウについては授業中学習事項の定鑓イれを:よかる意鍮で鱗ごとに織互詳轟をさせた。きらに援難機

辮 化:こ よるテストを書な嗜た。

(1}イ の要胃轟蓋豪寧と織果

○ えきのと等癬 姜曜黎蠅で摯轟 T6%

ム えさ録とり方 :こ嗜鷺Lて身体畿現できるが翻織雛かし方が不十分 鬱幸静

X えきのとり方が身体簑翼できない 4係

(1)ウ 鍮欝暴襲襲翼準と結果

(1)工 :こ っしヽてはプリテス トー ポ

ストテストによって子ども織変容

の度合いを轟べた。

うろこがある、からだが曇てい

る、しっぱが轟ろ など、プザテ

ス トにl重でてこな浄レった難 での

解答が壊え,ているところから、と

もえ方が織かくなってれたこと、

そして、瀑んざょ、ふな、枠だか

巻紗と準器類として鐵轟守摯心よ

うになったことが撻定で薫る中

(2)ア・ イ争こついて:よチ熱ッタリ

ス ト:こ よる評轟をした。

(2)ア の評暉罐響撃と結桑

○ 議、えらぶた、各々の群れが強饉や形などまちがえずにかけてい基 幕奪鴨

△ 鐵、えらぶた、各々織ひれがかけてI・■:や :る が紘議や難が不憂確 39得

X 位置。
も影にもかなりのまちがいがある 5鶴

到達できた者 l‐■かなり少ない。これを分析してみると位置についての誤りはほとんどふられないかわり

にヽ、形が不難雛であるのが難だった。

(2}イ の評価基準と結果

○ からだの各部位の色のちがい14気づいてじょうずにぬることができる 6暮 %

△ じょうずに色ぬりはできているが各部位の色の違いが正しく表現できていない 28%

X 色わけ、色ぬりともにほとんどできていない 4F//F

参 二つ勢議点で大擦金郡身体裁義でき
｀
る 辱導鴻

ム 二つの議点でそ織蓬いを身体表現で撃すことがあいまttで ある 露T%

X 二つ壽畿点ともほとんご身体表現でおない 7%

きんぎょ、めだか、ふなの|こで亀`るとこ尋をまどこ守しょう。

しっているだけか慾なさい。      (対 象翼菫 41堪》

プ リテ ス ト ポ ス トテ ス ト

くち 31墓 うろこがあふ 密拳曜

め ひれがある 懲3

かたち かたちが:こている ‡3

うろこ しっぱがあ墓

掛 れ か お

しっぱ 豫卜らだ

ひれ鈴うどきかた 奉

毎ヽろ くち

漁>お

命ゝらだ

わからない わからな亀ヽ



亀 導祭

鶴察:した事を難録ませたり評価したりする場合、言葉だけによる表現や文字だlllに よる表現で1ま一年生

の表滉力、書写能力からみそ、かrtJり 島も`まいで、うまく言えなかったり、書けなかつた攀することが多

い。特に織察事戦を証確だ難鐵することは大変毅ずかしい゛

そこで、鑢察警灘め評轟をより権かなものにす基ためまこ、身体表現をできるだけと等入れるようにしたo

このことは、わかったかわからないかが教鐸のみならず子.ど もどうしでも判定しやすく、露菫の権菫欝懇

や教鍮鍛響時欝轟警する・うえ,で役だつたo

翠け話や欝懇礫憔ひi4よ って.いつ亀このような方法がとれる基キすできまな■ が`、評畿:こかざらず攀警羹審

織定輔 春ままか心という爾でも議録指導 (か らだで難録一―動作花)参上でも、また続業を楽しく議篠鉾

に参鵞藝さ惜碁ことができるという点でも効果があったように悪う。

一方、態度評紙をする場合、種雛置糠に分析しにくく、したがって評価そのも参がかなりあいまも`にな      ぐ

るきらいがある。(1)オ や簿モ2ン 参壌舎:ま挙季:4よ る評轟しかできなかったが、評轟鐘黒の信綴性に:ま今一

歩欠ける藩があるo

以下、評轟事農を考察こノて紗載黒や鑓鐵薫なまとめてみ4・

(1)少 しずつでおまあるざ「難意深ギみる曇とし`う輩攘形成がな群れ嗜嘩轟番争

幹}雛案織難を正機に難録するということ!ま一年生珠絞購で:よかなり籍嗜かしい。、
‐
13)したがって、からだで懇鐘 モ轍響ギれ)き彗たり具絡機に作りかえた等、難記号によ轟嚢轟をさせる

毛となこよって彗録と亀ヽもこと|こ対する機ヽヽを試隷た魯そ弗繍鷲、観察をより難かなも勢に遮琴けるこ

と浄ゞでおた。

無)また、そ俸た録‡4轟議を中心に報費メく繋録警亀って学警:こ参類する露堂藤ゞ多かった拳

奪)学管の懸糠を措難轟
・
靭:こ青誓:すれば、鑽業織新轟ざ焦点{臨 きれ、しかも学警舞要と学習鮮機砕轍薫

を轟鋳:毛決定することができるという諄点が轟轟ゃ

機)さ らに、評価鈴鶴薫:よ 轟攣の行機む対離とずればよく諄鋳評係をす轟ことも暮懸寸轟轟。

(γ)態度轟様を行動轟鞭〕こ分igFする難、態度が身についたと:ヽ う僣動を表すまこは難難な蒔が轟碁,

亀 おわ りに

メ́ヾズ碑こよる:学習形態彎低学年に籍ける観察指導、評極活動を中心とした実義を試みた。しかし、

これらの試みはまだほん参懸片的なものにすぎない。これまでに実践t/て きたことをさらに深める意 _

味で次鋤騨懇にも懇をむけても`き
=い

o

(1)彗標・課題・ 評驀の関連をさらに遺求すること

(2)課題に対して児童‐―Aひ とりがどのように反応し、どう思考が潔められていくかをきめ細か革|と

らえていくこと

(3)いろいろな評価溝動繊方法を実畿参なかからもっとみつけてもく こと
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第 5分科会  理科

研究主題 課題意識をもたせ、自ら探究する慧欲を高める指導を

どのようにすすめるか

兵庫暴姫路市立城巽小学校
:/J■

河組人

1・ ―蒼学習における個性イじ {個とグループについて }

(/}個を育てるためのグループ          (個 を創る )

われわれ がめざす授業 は、個を生かし、個性を尊重 するための問題解決 型の

探 究活動 であ りた い。いかなる学 習形 態であ って も、結議 は一人 ひと りの問題

解決 の活動 に帰結 しな けれ ばな らない と考 えるか らであ る 6

ここに、個とグループについての考えが生じてくる。いくら一人ひとりに譲

題を持たせ、その問題解決に向けで努力させようと移ても、値が発想から構想

へ、さらに l・3結論へと考えを拡げ深めることは容易なことではない。教師の適

切な動言が必要なことはもちろんだが、なによりもグループを組んで協力し合

い意見を交換 し合う集団の支えや励ましが重要となる。

しかし、グループを組みさえずれば学習効果が上がると考えるのは禁物だ。

形式的な小集団でヽは個をグルニプに埋没させ、教師の考えをむ・fDみ に押しつけ

ることになりかねないからだ。個を生かすためのグループとは、そのグループ

自体に問題解決の方向性がなければならないだろう。

(2)心理 的発達 を考慮 したグル ープ (個を 生 か す )

グ ルァプ には 、 2種類の考 え方 ができる 。 1つは、移動 のな い固定化 された

グ ルァプを指 す 。学校生活 の基礎 グループ が学 習場 面に おいて も協力 し合 う場

合 である 。他 の 1つは 、同一 目的グループ が上 げられ る。これ は、個が課題 を

追 究する場面 で同 じ課題 を持 つ者 同士 が同ずグループを組ん で活動 を襲開する

事を言 う。 このどち らを学習 に使 うかは 、児童 の心理的発達 を考 慮して決 めな
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ければならない。        |
。低学年においては、す人ひとりに十分な活動をさせ経験をさせることを主眼

に したい。それには、まず時間と活動の自由を保障しなければならないcそ う

でなければ自分命考 えに従 うて活動することの変:し さを体験 し、自然の事物・

現象に 目を向 tす る子どもにtま 育たない。その活動の中で、一人よりも何人かで

共 同した方がより効果の上がる場合に tま 、随意にグループを編成 して活動を深

めることを指導する。そうすれば、低学年であっても個の活動とグループとの

活動とをうまく組み合わせて学習できるだろう。「手伝 い合 うグループ」とで

も呼べそうな内容である。

。申学年になる蹟からヽ自分の考 えを友だちに認めてもらいたυヽと思う意識が

強 く働き始める。根拠をもつて予想を話し合 うことができるようにな って くる。

しかし、活動の範囲はまだ自己中心であるか魯、同 じ考 えの者が集まって、実

験 。観察を行うと Vヽ う同一 目的グループ、すなわち「認 め合 うグループ」が、

蠅重には好んで受け入れ られ′るようだ。

。高学年になると、共同で構想を練 り、問題解決にあたることができるように

な り、特にグループごとに競 つて実験方法等を発案する意欲 が強 くな つてくる。

ここに「鍛え合 うグループJが組織できるのである。

(ご〕探究し続tiる 児童の姿 (自己実現を伴 う個の一人立 ち )

特に高学年においては、各グループごとに課題追究の場が多 くなるが、まず

グループの成量たる個々を一人立ちさせなければならない。他に甘 え、頼る子

どもがいては、そのグループの活動は響滞する。倉」造力を伸ばし、模放を排す

る個の育成をめざすためには、常に各層の子どもを対象 として教師が研究し続

けなけれ tざ ならない。
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2。 ξ年  「火と空気」の実践から

綿 単元の意圏

4年 までの空気に関する学習が,物理的変化(空

気の存在・弾性 ‐温度による体積変化)であった

のに対 し,こ の単元では,開 じこめた空気の中で

物を然やす と,やがて消えてしまうことに気づか

せ,燃焼による空気の化学的変化に目を自けさせ

るのである。 さらに,物が燃える時の酸薫のはた

らきや二酸化炭素の性質を自に見える操作でとら

えながら,空気に対しての概念を育て深めること

をねらいとl′ ている。

② :導入時の指導の意機と児量の実態

閉ざされたびんの中でろうそくの火が消える現

象をくり返し観察させ, 日に見えないところで起

こつている現象の因果関係を発想豊かに推論し,

追究させるための働きかけを活発に行わせたい。

例えば,導入にあた つては「人のついたろうそく

にびんをかぶせると,ど うなるだろうJと 課題を

投げかけ, 自由な活動を保障する。

(個 々の自由な試行活動の結果)37人 中

びんの容量による然える時間のちがい

びんの中のほのおのようす
びんの目をはのおの高さまで持ち上げると消
える

下にすきまがふると長く燃える

ろうそくの長さ:こ よる消える早さのちが:い

白いけむりやすすがでる

びんを水であらったり,冷やすと長く燃える

空気が入らないと溝えてしまう
びんがあたたかいとすぐに消える

びんの中の空気が悪いと早く消える
一度かぶせて,す ぐまたかぶせると消える

など

鍵人

28

18

11

lθ

l拳

9

9

7

6

5

これらの個人活動による結果が全体で報告され

ると,児童の関心は,①びんのあたたかさや冷め

たさ
iが消える早さに関係するのか,②ろうそくの

長さや③ろうそくの数によって消える早さに差が

できるのか, といったことに向けられていった。

各グループでの追究が始まった。

その中で次のようなことが確認された.

①について

このように,児童は火が燃えるにtt空気が必要

であることを確信しつつ,新たな疑Fnlに 向かって

追究を始めるのである。

珍
以上は,導入から第 1次 までの活動と思考の流

れを示したものだが,時間と活動を保障するとと

もに個人追究と協同追究との学習場面を適切に舞

り替えれば,教師主導難ではない探究活動が展開

されたと言える一例である。

③ 単元の構成

上記にみられるような児童の反応を考慮して立

案した単元構成は,次の通 りである。

O:こつもヽて

③つもヽマに

びんの申では、上から消え

るが大きな水そうでは、短
いろうそくの方から火は消

えていく。

ろ うそ く l奉 だ と

長 く燃 えてい るが、

多 くなる と暴 く滴

えて しま う

¨
洗

（
２
）

びたの中のろ うそくの人

′来 、いずれこよ濤え,′_′
⌒ ヽ    ′

―

ヽ
ヽ
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:総 患発の灘れの騒序性

単元構成寺示した通り, l次から2次にかけて

の展開は 2つの学習の流れを含んでいる。

艤 富  ア→ イ→ ウ… エ

環 察  ア‐・・ ウ→ イー エ

前述(2)で の「なぜ火を消えるのか」の追究が主

流になる過程がA試案であり,「 もっと然やし続

ける工夫をしよう」の追究がB試案になっている。

どちらの追党結果も,空気の成分を三種類の気体

スプレー (醸素・二酸化炭素・窒素)を使って確

がめることになる点で一致するこ特に空気の成分

を考察する学習ではゃ気体スプレーを使つたこと

で気体の名称の押しつけを防ぐことができた。

織 二酸fヒ震業の存在織気づく追究通種

T このつつをろ うそくの人にか

ぶせると,ど うなるだろ う

c いつまでも燃 え続ける

C 消えないで燃える

c つつの上があいているか ら,

空気はい くらでも入ってくる

(なぜ,結果の分かり切 つたものを先生は持ち出

してきたのだろうとしヽ う顔が多く見られる)

T どうなるか,やってみよう

C あれっ :

C だんだんほのおが小さくなってきた

C スーと消えた,びんの時と同じだ

c おかしいなあ

C もう一度,や ってみよう

∵―現象に対する児童の考え一―

(同一目的グループによる思考活動)

0然えるのに空気が使われ

たので空気がなくなった

つつやびんの中の空気がなくなったのでは

なくrllの ものに変化したと考えられる

上記のような探究活動を,も しも,教師側か らの

一方的な課題解決学習にしたとすれば,児童の意

欲も同一日約グループに分けた効果も半減する。

実験順序を決め,一斉に順次こなしてい く過程を

とらなくても,発表し合い,互いのグルニプの良

さを認めて実験をくり返す うちに,教師のねらい

に十分到達できるだろ う。もちろん結論が得られ

るまでには,かな りの苦労や思考の変容が求め ら

れるだろ うが,その活動こそ子どもが自己実現に

向か う過程だと考えられる。

16)宅 : 察

児童の発想を生かす とは,児童を遊ばせル児童

の言いな りにさせるとい う放任では決してない。

探究型学習をめざす以上,何を探究するのか とい

う目的,つ まり課題の設定が何より大切になる。

それを発想に基づく優々の活動の中か ら見つけ出

そ うとしているのである。その時には,個 々の課

題が異なる場合も考えられる。これ らの問題点を

解決するには,

① 課題や問題意識は共通だが,検証方法など探

究方法が異なる活動

② 一人ひとりが違った課題や問題意識をもって

探究する活動

すなわち多岐的な探究活動を,今後更に,色究して

いかなければならないと考えている。

（じ

ょ
う
漁
バ

リ
ク
）

②中の空気が外に押し出されたので,空気が

なくなって消えた    .
。あわはたく
さんでない壼
気はなくなっ
たの↑はない

③消えるもとが,

から消えた

つつの中い つばいになった

スプ レーの正体 ?

1墓轟 農|

ろ うモ くの短 か い 方 か ら消 え た こ・

え
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3。 活発なグループ活動を生む条件

探 究し続 t■ る児童とは、た くましく活動をくり返す子どものイメニジであ

る。自ら問題 が設定でき、そ鍛問題解決に向けで努力できる子どもこそ我々

のめざす児童め姿である。以下に、そうした児童の育成をめざして気をつけ

ていることを述 べたい。

(ノ )ヨ ヨンプスを育てる (―A立ちをめざす教育 )

考 えた通とは、何でも実験や観察ができる自曲な雰囲気を作 り、独創的な

考えや先行経験を生かした考え方を尊重する。相言葉は「凛爾ンプスの卵J

(£ }単元の導入をたしヽせつにする (自 斃な説行活動 の重視 )

単元全体を見通し、個の課題が生まれるような、自然の事物 。現象と議会

わせ十分な試行時間を与える。通れは、個人差の確認と共に金量に慧徴を持

たせて学習のスター トラインに立たせ奪大切な時間にもなる。

fご 〕結果よりも過程犠重視する ´(教えることよ り気 づかせ る学:習
)

学習の結果得 魯れる知識 りも、学習幸に身につける活動態度を重視する。

そのためには、OHPの 活用や蠅童の板書を活発にした り、「小先生Jと呼

ばれる児童聞志鍛相互学習の議会を多 く計画する。

(ギ )実験のためめガラクタ類を常に層慧しておく  (リ サイクルル守ム )

児童の考えを予想して実験道具を準備するにも限度がある。危険を伴 う場

合や基礎的操作を習熱させる場合を除ヤヽては、できるだけグルニプや個人の

考えが生かされるためのだヽ物類やガラクタ類を理科室に用意しておく。

(夕 )教科書の使ンヽ方に気をうける

教科書は資料などの副読本と考え、授業では、あくまでも児童の思考が切

れないように単元構成に気を配る。この姿勢を貫けば、教科書に頼る考えは

児童からなくなり、教科書以外の実験方法を考えることに興味を持ち活動の

喜びを知ることになる .



.(g)グルニサの人間関係め浄化に心がける

学習時だけのグループ編成はまれで、生活全般にわたって一期間同じ構成

員でグループを続成する通とが多 ンヽ。それ載に、常にグループの人間関係の

正常 rfLに 気を醜る4碁要がある。分担は固定しないで、輸番制とし、固定観愈

を持たせなしヽ工夫がいる。強者を鍛え、弱者を育てるグル■プ学習に徹する。

(7)記録(〆 ―卜)の整理を考える (記録の重視 )

記録は思考の軌鱗が残るものを工夫 する。学習後の感想はもちろん、課題

におをヽても、個々の納得 できる表現を求めさせる。「楽しかったこと、もっ

と調べてみたいこと」を書 かせることにより、翼毅や関心の範囲を知ること

ざできて次時翁計画が立てやすくなる。

(夢 }文集作り

単元の終了では、満建感を味わえるまとめにした 7亀 。そのためには、学習

の感慈を文集にするとよをヽ6文集作 りは、単な機知識鉾整理だけでなく、蠅

菫 自らが学ぶ慧議壱高揚させ益確認の場としても、大きな役割を果たしてく

れる。

(デ )知識の定書と慧欲継続の確認 (生活 ノー トの活 用 )

:‐ 教え通むJのでをまなく「気 づかせる」 ことに徹すれば、自らの力で問題

解決にあたれる子どもがふえてくる。学習が、精神的にも学習内容において

も充実した時間であれば、自然に子どもの生活は理科の知識と結びついてく

る。既習の概念で生活を見直すことも多 くなるし、生活経験が豊かな発想を

与えてくれる
・
。そのための日記類には、教師は毎日目を通す必要がある。

t署墓轟鶴
グル丁プのう
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寧韓 ず 、 難授 戴輔 ∴ 象 を撮 ボ 懲裏 争犠 奪 っ て 募戦 争奪 だ 争 た 中

難機 轄 轟きまL tt irヽ 難が チ員 ノイ 夢も 、 だ ん だ ん 難 無ボ 碁よ 争 :こ な

等、 千ボ で骨 脅轟 轟 華が 縦 七寿L皐 峰l争 薫 轟 くL欺 等、そ 暮て もちげ鋒ボ

畿 隻 懇詣 争鉢轟 露≒覇 彗 鎌 碁 と、攀 をど:ず 議L技.難 善、諸拳 :こ 襲 鐙難 轟

絶 た 警す 辱争ガが 、桑 露 鞍骨 鍛 事を経曇ず 轟 碁藝 :こ 難 彗 す 碁鋳 ざ 墓

え、暮 墓 鐘 慕 `義 =詐 と暴 争 奪奥ボ 千警≧事 蓮彙 尋 訂轟 と孝 と 夢と

犠ボ 争争 た 』な ど と藤 って 碧嚢 警寺ず 轟 碁さ 訂と攀鐘 、費 も 墓′で もL

なもヽ母義 'と もし争曇 とず 、 事 馨 :ま 鑓 季奪 {か らみ 合 ■で 響繁 争幸典

鐘酵f五 等 {増 鱗 移で
1懸

す事 奉fで き尋 tl事 を議 幸て 、 薮青 導 ク テ貞 鐘

毎 とよ 摯、鍮 鎌ク テニ 畢 寃菫 嚢ず.議ず装 を もヽ J鈴 碁よ う :こ 奪 争贄 ゃ

轟等 壼轟≧ 等、そ 島象紋 蓬寿fよ うや ≪愛 静化 響て き 難報 、ム 饉軽

変化 が 襲 轟 争て お 難 幸級 諄 家ず秘 時ヽ 種筆 習 導て き 難、 轟 轟人気 マン

ざ織 警 ミ寿ル も難 詐 壁 貴 童 ラ麦 くや 争で尋 せ 、暴 島奪 を蔓 祷せ た 。

骨脅tま ず 鑽 震守 暴韓 尋 時 覆 暴尋 島 奪島1暴 轟 講 等犠 手 :こ され なか 争糞

統が 、饗 鋳 注 霧寺 鋒 とな 幸t綾 鎮鯛 す 碁驀 讐鋳菫 気 もな ご や等ヽ 簿

奪 つで き た 争∴ 蓬錬 やつ と入韓諄 鋳 ら韓 轟事 島fず きた鋳ざ 轟 幕幸

響轟ダニ



彗繁 曇毒 撃 ザ A鷲 斃 聞難 点 と私 蒔 繋叢ル
∴ 瑾毅 そ 織 宴寒壽ヽ 各議ぉ 碁ょ ぅ :こ 、入備 轟 懇を 満 :す な春 げ .尋l診 摯

轟 手 社鐘 観 も難 裁脅鱗 手 奪 講 尋方鐘 ま 碁奪,・       1
tlげ 絲 母鸞 畿 とな 轟子 ごち種 ち典 掌 と蟻 を ま 争な警 購:覆 持 って もヽ

も蝶 舎 ギ 蓄なし幸七Lぽ 鋳 畢礼 碁とこL争 事 轄 、学織 集轟軽域 七ゝ可 、縫 母
持鐘みをら警 鋳 各礼 で裸 奪 t、 :√ 身̀等 幸ヽ .難 婚 作簿 を受けで もヽ 碁侍 だ。

なざ 学織 毒.入 多数 券 賢な量 が ∴ 彗彙等 赫 t,ょ っとす 碁織か ともヽ うと
∴ 曇寺f難 碁こ免青 ボ 撃 <な るか らず 轟 轟.確 季 :こ な 争で ぃ 碁甦菫城
窮 :こ 、 毒食 織 奪.恵 を典 趣 紅抵 員鍮 亀、と亀l予 羅 なヽ島f打 も斃録 さ礼 、最
対 :こ ∴ 塁キL暮 毎 iす 毎繕ぉ ら録 義愛 を押 導つ iす 皐礼 碁鎌 ゼお 各 、驚
ミュニ ケ づ

/シ
垂ンボ式 参主 た ず、不鸞 ・ 不養 心f蓄 鍵 暮可 れま 争轟ず

轟 碁。∴ 葛尋 方 tれ 常 塁 轟分 ボ 鐘二̀獲 巽 鋒 暴翼 蒙 ■券ざ事濤 :こ な

鍾 達 の 集

璽塞分 曇義 i豊 寺 〔薫 墓 }寺 理 露 菫握 手 聾

F霊 響 争 〔章革 予器 抵邊

理 購器 轟

上寺藝奉よ 争韓≒聯ミュニケ ィシ 爵ン :ょ 五亀ゝ絶億進 導、理難 義き
寺事ず講録で鏡 攀主争 も尋ず轟 碁?こ れ 章ず 、∴蓬雑とって 1掌 畿量
蒔暴も理解玲 串も両方 事邊 ず轟寺たが、最近 九蝿マン ギ痒藤ミ酵路
な難奪参 嚢篠菱す 暴こ 毅霧よづて、ま 争警≪懸遷寺轟が難摯Ъ亀 、今
章ず ≧ :ま 通 争鍮簸 欺墓鋳交翼寿く

ネ
隻ま礼可彗≧拳   事

∴ 重尋畔合、理事鋳轟ボ 讐 尋 <築ヽ
って奪ゝ 碁ボ 、義鷲 暮詣 等聾峰暴

:≧ ≧ 季す 暮畢へ織攀贅 〔ょ象でも強 t、 。こ鞣毒ヽ 幕鎌覇筆攣、A導 ボ露
警義封翼幸評ボ轟量な事難 どを灘騨 懇で 、学響轟ず 攀∴量が鍛入義
巽轟ネ鍵碁車ぅな轟轟をご争難電}難 も、で、ヽき、鱗鋳うまL碁 薯ポ峰ヽ暮
電彗す尋薯ぽをも馨:き 違暮鐸碁よ争奪著幸島ゝけ登争 {碁 拳ず轟碁ゃ

桑 ャ 葬 枠 季轟

～欝 定 奉灘 壼 鍮 バ ズ 学 奮轟 鷲 畿 壼 ・ 華 穐 主遷

曇鍵装 盤 セ鉾 ざず
:教

彗録 攀驚 …丸難 鍵織 敬 轟難 と ながで 一 種

銀 争奪Lで 録彎 凡

轟 霧 案 奪、学綾 ざ母 鸞 難 :よ 難 れ {な くで鐘 蓬 暴奪 tヽ と警 Å T熱 修ヽ
暴f、 そ 義葉 導さ と 1裏 、 禁懇 織中 鋳 … A戦 と 等が 難介 鍛縫拳 導驚 毎T

―tt f一

碁 寺



彗 らか 寺要求篭 詩 寒、そ 曇萎 家 を確 か 経継 ぇ合 も、、ボ 争か 攀舎 亀Lな

が らも実 現 纂得た 時 参鸞還 撃か ら 〈儀築 しさず 轟 番。

饉 奪母手 どもた ち〔ま骨 梅 ぞ れ 彙尋等 録 鮭 欝購 魯 移もヽ 鐘性 器 事 を持

ちなが 各、機 守奪義 実 鐘鐸 轟礼 鐸 轟心ヽ 難 酵 予 :こ 難 ピこ絲I各 礼 ∵ なl轟

鎌ず 、通 毒遷性 轟 葬 疑粋 鍾
`彗

な もヽず も、轟。子 ごも鍮率が 難脅 難 指 予

孝 難巻畿 等、暴尋難 鋳 もヽで もヽ 各鎖 求 鐘 轟な って 行 難 暮、よ 警藁 電ヽ レ
ベル

″
簿 轟脅 自身を変 えて 響 <事 の 基 婆彗 、手 ご警鋳羹f欺 碁暮 分

で '1も 争 とこ うな 警た もヽ :与 争 とこ つ 導おもヽ :等 つ と轟 うな 争で議

しもデ '1と tЪ 争強烈 な彗 tゝ ざ 轟 轟 争争墓れ こそ 、拌轟 餞彗 ず 奉'機 奪

奪鸞 難 鍾 審講 す 碁事 獲 よ って 議 √録 て 一 人ぉ と 警幸子 ご寺難 墓斃心

理 i勇 妻 轟が 悪事 義ず き る 轟義変 革へ 義ェ ネル ギ ーざ轟 碁。

だズ 学 彗ざ :よ く学曇 集轟 :こ 詰 :す 碁彗 入封全
‐
繁 ともヽ 予難 や島ゝ な 繋織

を館 幾義 韓磐 等、 どんな蝶 轟 雲 轟摯て も 、鍾 入鐘 亀L争 暮縫 鋳持 鍾 象

織義か な饉 菫奪つ なが 争を持 つ 事が ざ 蔓 碁寺 バズ 学警彗賊 iす 碁伸 饉

鎌機 菫奪 轟報 、二 入ず 減 ご 争 導で も畿 礼 難あヽ 争 糞 議介 勢 印 争七 、 轟

暴鑢軸 もL絶 よ って磯 魯暑 孝 尋畿 難ず 彗 碁母ず 轟 轟幸

れな 務、こ鋳蒙 な甦重 鋳 轟轟変革 を可難 紅 ず 轟
‐
角ご孝寺争 パズ 学警

尋鸞 島も 、慾 筆骨 鋳寺 鋳ギ 1す ず難 島楡翁 簿 す 轟事 載鐵 霧隼f轟 機勢ギ

と撃 争幸 緯募ん難覺 姜鐘よ 寺て 豊 幾なf統 懇奪ゝ籍 輩轟 義 を理 攀嶽せた

糞欝簿 i壌 、私争 暴菫 晏 奪難 尋摯 華≧難 言謄f轟 警難 義ギ 彗ち X今 嚢ざ

選篭 な取 診糧幕 を 導で 鼈ヽ な もヽ轟 量義 轟 看可 ξょ、 ∫ξズ 撃 彗 :こ 響騨 す 機

事 萎偉きf難 羹 な観 抗ず 轟 る手

パズ ともヽ 呑多童 な難 島を毒 量 響、 学鍛 づ ≪攀義 実質 を隻尋 嶽 ず鍮

轟薄鏡 、 千数 管 轟分寺 学最 鍾合 っ亀 淫 藩
‐
尋量 業 幸 、量 寺寺 甦量 礫難

籠 :こ 饉 懇な轟轟 幸褒 童 を、数 彗 菱進 ちξ意 藝 羮 尋ヽ書 菱護 羹紅 持 拳必 要

性寿f轟 轟申                          =
曹 :こ ∴ 雛弗よ 惨霧パズ 季 奮毒 参難 す 碁こ と 萎諄 ボ 萎鷺 ず 轟 懸よ つ

な子 ど も母譴趣 菱毒 えてみ 碁 と、そ 亀 襲華 軽 毅 奉註 懇 等 鉦 羹難 れて

藝 轟だ :・まず な く、そ 尋 難 :ま 華 らお 嚢 轟嚢 義 曇菱 鍵菫 発ざ 轟 碁義難 懇

瞳購 す 辱≧奪1争 学 島幸 贅ぎ さ毒f羹 ぇ る寺髪 争可 棄翼 身つれ 義 簿 鎌縮事

と こノて :よ 、パズ学 奮寺幸ず 手 ご与亀 与縁 犠主義奪 量嚢 を鍵 晏す 拳 象

とう難 、学誉鴛難 韓競 色ゝて 裁彗 拳 奪 零 角 を手 ども≧ ネー人け な 書が

機緯 ざ奪 辱車 争奪綾 韓 へ 幸環 季糧 尋 ギ 必 要 ず 轟 轟と思 争會 _

―ゼず



分科会  ` 学級づ くり

愛知県春日井市立松曲小学校 園∫I:正 樹

/、 地域・ 児童の実態

{1)地域の実態

春日井市は、名古屋のパッドタウンとして、近年人口が急増し威J万人を

数える。本校区においても、転入者が増え地つきの人との融和が問題となっ

ている。保護者の織業をみると、サラリーマンが半数を占め、自営業 (下 う

け工場)も 多い。本校区の東隣に名古屋空港がある。

(2)児 童の実態

児童数
`J`名

、 /学年∫学級でこじんまりした学校である。児童は極め

て人なつこく純朴である。が、学習意欲・ 学力とも今一歩である。「忘れ物

が多いなど基本的な生活習慣が身についていないJと 指摘する教師 も多い。

本校現職教育 テーマ

わた し達の学校では、本 か ら

参加度を高める授業法の研究

を学校教育の柱にすえ、教室における子 ども達全員を、真の学習主体 として授

業にたちむかわせ るべ く、いろいろな角度か らきりこんで研究 を深めている。

∫琴

」、実践・ 研究の仮説

「教師が、子 どもの中にとけ こみ、

くJそ のことも大事であるが、子 ども

の方が もうと大事ではなかろうか。

ひとりひとりの子 どもに接 して高めてい

達同士が高めあってい くとい う取 り組み

(小集団を使 って学級づ くり)

当面、生活班による学級づ くりに力を入れ、そこで養われて くる自主性、.協

調性、発表力などを学習班育成の基盤に持 ちこみ、両者の有機的な関連の もと

に学習集団づ くり (バ ズ学習)を お し進めてい くことが効果的でなかろうか。

(学級づ くりか ら学習集団づ くリヘ )

“

.実 践  (J年  男子 /′ 名、女子 ノ
`名

)

クラスの中に明るくやる気にみちた前進的な トーンをなるべ く早い機会に う

ちたてる中で、

チャイムとともに行動する

しっか り聞き、はっきり話す

バ ズ 学 習 の 基 盤 J≧ し「 亀 の ~_織 づ く り

―
参加度の高まった授業をめざして一

ま貧えみ統



。ひとりひとりが係活動を意欲的に取 り組む

班゙長 として自覚 された行動がす こしで もとれる

/学期における学級づ くりの到達倒標にかかげ曲発 した。

(1}菫編成 をステ ップとして

<第 /次麗 >事 月事翻 (学級開き)

ア、壼づくり参方法

黎簿畷、男女轟合、事入壼・を-9 6人 壼…・・/ (∫ 班繍成 )

机にもカード 1資 料菫  をはって、担任の期待を知 らせ るとともに攣鏑成籍

イ、筆 /次班で何を教えるか

しク,ラ ス.全 員の名前 を覚え・、早 く伸良し:こ なる  _l'

・朝、帰りの会のスタイルを教える 4華藝藝蒸
攀擁長のやる気をひきだ し、仕事の//1担 の仕方 を教 える

・ 係活動のあ り方を教える (ひ とつの壼 ……ひとつの係 )

多初歩的な学習規律 を確立する        ・

ウ、経 過

「 やる気 Jの ある人 こそ藪長 をや っては しいと轟 し、麟長 を班内軍選。

議 し合いで決めた壼 ……7 じゃんけんで決めた班 …… /｀

「難長がや る気があると、班までよくなるJと ことあることにけしかけ、

清掃・ 総食当番の分機勢仕方などを教 えるとともに、班の先頭に立つこと

を求めた。

.係 活動は、当面必要な

号令係 ………「 起立 :こ れか ら○時間日の授業を始めますJ(係 》

「 ハーイJ(全 )

朝・ 帰 りの会司会       ,
歌係 …………朝・帰 りの会での歌

£つ勢係を教師がやってみせた後、「 や って くれる班はあ りませんか」 と

呼びかけ、立候機 した班に練習躍を与え翌日競い合わせ決定 した。なお∫

′ 週間覇にすべての班にひとつの係を担当させた。

学習規律の確立として、「 チ ャイムが鳴ったら/分 以内に藤につ くJこ

とを調直に点検 させた.

帰 りの会などで、班対抗のゲームをして遊びなが ら班意識を高めること

をね らった。

く第 2次班>
ア、班づ くり

や りたい

j月 7日

の方法

、や って 1ま しい人の申か ら班長選出.

リック調査などをもとに、教師が班編成。問題児はゆんどうのトメ
　
．

シ
　
　
・

ソ



みれ る班長につけるも

座席 |ま 班で話 しきい決定

イ、第 認次班で何をね らったか

.I言繁?璽IIL[:き    のために「 ハ
イ
ン ドデインJを とりヽヽれ

また、発言が横につながるよ うに、発言の仕方 を教 える。
ウ、経  過

/次裁 で段階的に係活動 を と 与ひれ

その スタイル を教 えたが、 ょ リー麗I
夫 した係活動 を作 りあげてい くた勢に

どつの係 を感つまで担 当 tノ て もよも` こ

とに (し たが って係のない褒 もで きる)

立候補 した麗 に方針 を言 わせ 決 めた。

発言の しかた一―摯―

結果的には、ひとつの班が係 をこれず、 3月 末給食係 を新設 し担当させた。

ある班長か ら、「 A君 は、そ うじはさばるし話 も聞いて くれない。私で 1よ

:11:倉 [:彗[1:じな轟襲曇T:警誓::iEIIよ ::曇 i曇:11.多
I A君 を B班長の班にひきとって もらうこと l・Cな ったのだが、班長 2人 に学級 L

会で提案 させた。その後数回同じようえ

「 無言清掃」 (学校週目標)を 学級 1

の と、無駄口と混同 じて点検 したため、

とげとげしくな り、班のいがみあいが続いた。              ち

く 第 ∫次班>  `月 /7日                      う

ア、班づく りの方法

第 2次班の班長、係活動が良かったかどうか項 目ごとに評価 した後、第 ∫

次班班長選出。班長が引き抜 き班編成。引き抜 く人が重なった時、話 し合い

(じ ゃんけん)で決めた。

男女混合班 ……… 6 男子 ダ人班 …・・/ 女子 事人班 …… /

座席は班で話 し合いで決めさせた。

イ、第 J次班で何をね らったか

・ 班 ノー ト、班長 ノー トをとりいれ ること

・ /日 全員発言をめざす (ひ とりひとりを学習に とり組ませ る)

・ 少 しずつバズ学習をとりいれてい く

・ 学習規律の強化 (席 につ き+用具の準備、学習にとりかかる)

ウ、経 過

壼編成の方法は、「 過去 2回、先生が作 ったが、そろそろ君達の手で作 っ

ぼ くは〇〇 だ と思 いま亀

みな さんは ど うですか つ

ぼ くはOOと 思 しヽ まづL

それはQ● だか らです中

ガ移
啄
々
覇
り
弊
で
謄
名
′



てみないかゴに答 えて、この方法を決めた。第 2次班で班をか きまわ し他班へ

ひきとられたA君、M君、それに孤立気味の 0さ んなど最後まで余 らされ、ひ

きとり手がないのではと心配 したが
'、 A君は /巡 目に、 0さ んは 2巡 目に、M

君は Fふ ざIjた り、いたず らをしないJを 条件に、いずれ も女子班長にひきと

られた。後に、A君 をひきとった班長に「 よく/番先にとって くれたね。 どう

して ?Jと きくと、「 A君 は生 き物が とって も好 きで、 し育係をやるのにいい

か らJと 言 う。第 ∫次班におけるA君は、アリの卵をとってきでは、「
'み

なさ

ん !か ん さつ して くださいJ イモ リを持 って きて、「 これは何か知 っていま

すかJな どと生 き生 きした行動をしめ した。

わたしは、歌係をとろうと思って、しきのじょうずな○君、○磐、声

の大きい●さんをとりたいです。  (N子 資長ノー ト)

わたしは、しっか りしたY壼長にとってもらって畿れしいです。

(7壼班ノー トより) `

/種 全 員発言 をめ ざし、発言 カー ド l資料 ご]を 机 には る。
1

発言 カー ドの記入の仕方

挙手 した時 ………○

発表 した時……・・巻

挙手の印○が,3つ につき……機にかわる

主 :こ・、鐵語、算数、社会で使 った。躍にみえて、挙手する児童減増えた。 (ア ン

ケー ト調査 lr_ょ れば、∫事人中∫θ人は0。 撥印をつ l‐Fよ うとがんばったと答 え.

て
゛
し`る。 )

しか し、発言内容 をみると、質の低い発言、同じ発言、似た発言の くり返 じで

学習が停滞する時 もあった。

バズ学習をとりいれたといって も、底週の児童にみんなで とりくむ全員参爆 と

い うね らいか ら、簡単な計算技能の理解や練習、漢字練習などの教材 l・ dお も`てで

ある。班長の司会 もその都度指示 した。指名する時は「 ○班 !ま 全員手があがって

いるか ら、○班J「○壼はいっしょうけんめいやっていたか ら、○班 Jな どと、

態度的な面を評価 した。に もかかわ らず、姿勢が悪 くなった り、他事をした り、

取 り組みが甘 くなるので、反応器 を班に ノ個与 えて、競争 をあおった。

まとめと今後の課題

学級の幸 :こ 、 Fや る気に満ちた明るい トーンを無ず くJを ノ学爾勢圏様 として

班をつか って学緩ぶ くりをすすめてきた。足の悪い Y子 さんが、鉄棒ではじみで

きかあが つざ守 懸
=時

のみんなの擦手、●さんに筆算をわか らせようとして壼で

授業後鶴強会をしたことなど、担任 として うれ しいことが何度 もあった。

ぶ 、

長ノー ト・壼ノー トより



係活動は、歌係・ 学習係・ 新躍部など、elj造 的文化的な面で も意欲的な農

開がで きた。この明るい トーシは、間違いをおそれないふんい気を作 り、少

なか らず、参 tll度 の高まづた授業がで きる基盤にな ったように思 う。

この基盤の上 l・ C、 またこの基盤をみなお しつつ、バズ学習づ くりをお しす

すめてい る昨今である。             ご ‐

工学期になって

・ 発言の質 を高めること

。発言が横につながるようにす ること

・ パズ学習を多 くとりいれてい くこと

上記の ことをね らって「 発言の しかた 」̈に次の項 をつけ加え、そ勢徹底を

1ま か ってしヽる。

人間関係 を大切に した学級づ

くりであったのだが、点検がた

だ管理的であったためか、班競

争の弊書か、班のいがみあいを

ひきお こしたにす ぎない点 もあ

り、班 ノー トの こまめな利用な

どをはか って実践をすすめてい

きたい と思 う。

発言の しかた

ぼ くは、○ さんにさんせい (反対 )

です。そのわけは 一だか らです。

〇 さんにききます。 どうして…

ですか。

Φさんの……はいいのですが、

……は反対です.そ のわけは一・・

だか らです。



∫年諺組 7番
名前  丹 下 綾 子

先生か らひとこと

ピ守7ガ〔てもござり

ず憲んだ,7ノ ー産む
が げて下 さシ〕・

資料 ノ 築 /次班 を作 った時のメッセージ 資料認

朝の会

・ あいさつ

・ 朝の歌

・ tす んこう

・ 係か ら

・ 先生か ら

資奉す:ず 発言 カー ド

発 選壁 カ ー ド
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第6分料金  学織づくり

薔究主饉

職まし合い盤心合 う撃織集圏づ く撃をど鉾ようすすめるか       
ノθイ

畏簿票菫路市立船諄小学校  井  翻   態

警  鶴

子供織會島らゆる電鑢機をい嗜ぱ蓼持ってむヽ感轟檸ぴ轟欝を持撃≪轡轟苺

4.争 Aが 40の欝を持ってお準幸槽翼警轟尋鍮轟警畿警導‡曇轟瀑鸞≪警磯轟と

が鏡鐸鋳藩め響轟儡盤懸 拳蟻

うとしてし亀為鬱番鉾瞳饉 季鐘鐵 じ《奮ぎ軋ポ秒夕鸞R辣諄蛉鮮鑢轟臨癬辞鸞趙轟

骨量轟か:こ よっで参母曇壽ぴ鶴大きく,ユ 趣瞼跛 亀大慾幡ち亀鉾よ雖鶴鬱

そうす轟ことによって,子幾裟薫 う等オ餞ォ曇薦き鐘ン瀑磯魃晟轟仄で轟籍

でお墨彗

を通で彗ダループ讐警鐘ぷゃ≪議菫 ¥ヽ 韓轟意し轟捨ゝ督鑢轟舎嗜≪典韓鶉,電 むゝ

迅磨とす鶴讐畿づ く準警鵡ざ韓ヾ轡轟番

研縄肉書

ア.豊総聞議…・・。・・・二人簿警會難麟擁轟楓畿簿が選事を書《懇

イ.学畿畿篠……う。・ザ・ ゴリテを簿欝発簿する摯

ウ.がんぼノート…亀童の自主撃響・響簿黛畿.

工。マジソン……
.・
・・めざせ 42. 19基 キヨf― トル鉾ヵ―ド醸

オ.縄とび………"・ 10段階にわけて塾職,彙繊 40人でジャンプ毒

力.水泳………・ee…全員25メ ートル露泳をめざしても

キ.忘れ機オード…個人でチェッタ.

ク.グループ新轟…各議で 1遍薔に 1回機替.
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ガループの活蒲を中心鐘して
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鸞.寵畿爾

ム.

(1)鐘織づ く零………ダループ轟轟  轟入鍮懸警グループ

{輩 )グ 護―プ韓名構なつ1ナ 轟

《3)善 グループめお象争を轟寿み

(1つ織学奮織覇鞣  もう1つξま豊鷺釣饗糠 }

襲覇義韓かけて機示する

難 釣 轟 欝

〆

ン

ダヾ

!

NS鵞 祓繹

豊鑢錢翼纏

ポふぽ欝

………ギ ツ

………… ィ

・R― ―……守

―………轟

ア寺グループ参導入ポ亀欝警畿轟爆。

イ゛畿鶉鋳銭警轟斃轟春

申毒

1二
.

豊糠藁で〕これだけ鐘守ろうというおま準を考丸

撃載全体壼島為い総撃攣の中へ轟警羹け,購奪ナ会しヽ

とい うことがそ勢義率となるような嘉理であ轟轟

う凛と轟ぶをする.

グループの導まりが,全員江よって違識で繕趣時や

全員量嚢・鋤けあい ◆鶏まし合って撃習ができた

時などにがんぼ貴としてか…ルを与える。



B。 摯鯖菫鯉

C.割轟朧  ゞ0ず 撃ラ

Φ難購全員鋳子幾ポ霧轟警警いている。その内奪感撃畿鸞盤ザ・ ゴ撃鸞まこふ鸞

て鐵介診ゃみんな韓嘉げて等ヽく。また,テ ーマ警畿轟≪書か崚亀議してい轟機

'撃畿遍盤韓ξま黛子無か鍋轟難したイテストや3豊織爾畿め中で潤轟≧瀑れた事

件など亀≧号あげ掌機 臨舎轡昴輔鶉通している。

癬ぎ織子がどムな難轟警持ちゃどんな≧≧韓覇っているか,タ ジスの申で譲攀趣    ・

鐵えて轟曹織妙 ている予簿いないか。この目記を通 して,真実をつ静轟 隻対

1織薗鶴甕熱を導多動響や麟まし勢言葉をできるだけたく蓄轟与∴てい基警

募轟な鍾鐘いてきもぅな警g無 つて簿じもヽことが轟れば攀覇鸞裁鋳甕鋳撃畿繭

盤義轟犠て鬱学毅会や撃象警導義時覇寸轟じ奪 tゝ警 彗だしヽ轟籠

》奉ポ_基 鐵ピT_豊

嚇響お鞭轟蠍卜撃鸞 ノ… 語でみ轟零尋録鈎響ζ轟予響響轟鬱彙幸摯曇音響轟十無

攀ずな書畿繊鉾鵡織舎轟崚《麟轟翁韓ま轟≧教警鯉≪翁としてい塁.

《爾》

拳キ轟爾の鐘彙中臨どう諄《亀辮‡ナ争酔った理露

。なぜそうなものか わからなけ鶴鷲

・ 練警轟通

・ 新轟濃字の機奮

・ テス ト蒻ベ

金お料理曇童

。議鶴鋳響 零数秘



露寺 マ ,ソ ン

F奉 なわと̂撃

攀 量入 1入が繭貯猿轟嗜亀簿糠を豊≪,そ れ韓向か嘩《議畿難轟 《じけ脅う韓

なったと諄などお互いに轟ましあって含惇赫繁薄鋼上をめざ†.

中をか≧が鐘藁鐵毅綾鐵警籍嗜亀予供が麟脅鋳畿鉾 撃…どとな警鬱饉鍮子もこ鑓ず

かれを鑢ム轟鬱難量簿籍ンペルアップ警轟がす摯

攀鶏わ警鋳妻ず雪を鍔魏暴貪聰鋳鐘警をし轟鶴L摯 畿嚢しあ警鍮昨響撥轟鳥嗜鍮準

Iす る機

暴議藁 _鷹

幸量翼珀 露畢F… ≫巌を鍮ざしく響プ…鰭傲慾錢壽轟準が晶辟囃趣難難轟窯狡

銅茫轟鍼軋濾難曇輔轟饂斃饉鸞警警 う華や鋳鯰翼ず…∫影鸞ヾ訂鬱鍵鰺褥 量導

纏欝鐘≧轟季警濾轟蟻鯰摯轟≪鑽轟メ…撃詩釉げな手韓鋏豊翼響警蟄警わか

鶴轟う書

○菫体轟鍵念轟メー トル衆議鋳子供を対象韓薫詠畿量警彎等ヽま壺轟奪轟バート

ル達蓮 し難奪

3.今畿総難鷲

欄手を舞姦難ましあってLtく こ≧諷、よって摯豊Å重入総議鏡を持っで撃警銀

難み鬱グループ鋳一員としての資盤を禁たすこと韓よって摯撃畿豊糠鍔斃上韓む

tす て鋳虞曇が轟らわれて善たようである。しか鞣意織菫準や畿曇撃がどうして

亀守れない鶴合織灘学て,難 ま導ぎtま で:ま 鱗量で碁な場む道とが轟簸幸



糠 拳分群会 学畿づくり

生 き生 きとした jいのかよう学級集爾づ くりをめざして

異庫難簸鐸蒲立城」し小学校   欄 内  翠

ギ
要  署

学級 の子 どもた与みんなが 、生 き生 きと しノて学習 し、度 だちと勝 ιす合ひなが ら

基 赫動 に購み 、絞弯を i鵠 るとき「褒 しか つた :Jと 、満越 して帰 つてい く。

そんな学緩 で轟 けた きヽ。

最近 の子 ど もたち命 よ うすを見 ると 、自黒中心的な考えや 、樹 動鋳な行 難が増

え、 意翼づかいも縄畿 作法 も乱れてきてンヽ る。この原閣は家藤や社会の影響も 大

きいが、学校での人間蘭係 が影警 して 貯`るよ うにも思 式4る 0轟学 年 :こ な るキこI〕 れ

学習縫 黎に こだわ つた り、生活轟練 が 「
｀
競争 J意論をこつなが って お母ず ど主だ

ち関係が くずされ てい くよ うな気 がす る。

学級 内の入聞関係 を嚢 ましいも参 に育 てるこは 、子 どもと子ども、子ど もと教

鍮 の心の慮、れ 会いを 大切 に して 、学駿 難圏を計鐘i鋳
':こ

協力 し会 える組 織に しな け

孝■:ごな 暴え螢希ゝ。

研究 内容

1 鰹 まし枠学級集瑚をつくるため :こ  だれ もが 日標 をもつ こと。

教覇 器願 い

子 ども織願 けヽ

鰺 `象額を体 Jつ 慮翼湊番がうるJと登重≪豪豪うざ lノ ti

2奮 裏時を守 り、妻itノ くt萎:議 t_ゴ て行動す る子 鋤育成

舞密ら考 え、縦気 よく学奎す 轟子締 蒙戒

暮 :霊∫け合 い 支 i´ 会 li l 轟薄 ミFて 実識す る手曇奮「業:

理性驚
・IF毎 貧Fを持ち 、景織 までがムげ 4子勢育 ij≧

(避徳教育母深化)

(黒鍵学力奪亀t遂 }

(電 ましい集獄:ザ く

(簿 綾教育織摘 if:i

教鍮身努 力爾響

学 綾 彗::壕



教 師の努力 目機

1学級経営 と生徒指導の菫編

・連帯感 を持 ち、協力し合 う集圏 づ くりに努め る。

・基本的な生活習慣 や集団生 活の規律 を身につけさせる。

2学習指導の充実 と基礎学力の定着

・学習 指導法 の改善 に努め 、基本的 '基礎的な事項 を習得 させる。

3人纏 馨薮の教育

・八維尊重め編点に立つた学習指導をする。

4教育環境の整備と情操教育の推進

`養 ヒノい環境の l‐Fで、豊かな情録を育成する。

5体力・気力の奏成と安全教育の徹底

・自各進んで体力づくりを tま かり、心身の健康を保持増進 し、準険から身を守

る能力や態度を育てる。

城北 つ子  喜つの絢東

1ごみ曇な い 美しい学校に しま

す 1)

左だち :こ  やさしくします 。

笑顔 で あ ヤ`黎つを Lノ ます o

悪い ことは ぜ つたい しません

どんな ことにでも 薄い つぱ レ`

がんば ります 。

◎電蒙会キ ヤンベ ーン承義を震蒲

し、 3毬 護会を中心に委員会活動

を i彙 じて集覇生活傘規難を身に

つを:夕 るよう諄がかけていくo

◎饉質は大部分の生活を教察で送る。

1教室環境ば鴬 :こ 整難されt美しをヽ救事で

あること。

2教室 濾織任鋳個性

す鋳である。

教育観 を生 か

'覇定 した ものを少 な くす る。

・ 変 イ≧や 難 き、義 募重 ね尋轟 る t,尋 を経

示 す る 。

・ 見 えるも の を  見 え ると こ4に 議 くゃ

。晃 た 群も鋳 を  翼らましるよ うに桑i難 す

る。

3座 薄 てく ≧〕は 、入聞 関係 を 轟轟 る 大 群な

投 割 を 嬰す 母 で筑 重狂轟戒 尋て い く。

子ど も と共 に 言れ華i釣 :こ 設 鷲 lノ て創 ≒)轟 4｀ず

て せヽ 島ヽ オ凛:ご え二登≫な 請ヽ →

― 一
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一
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認め合 う集鐸づくり備た義の手だて

できる手もできない子も、熊力●高い子も低い子も、鐘康な子も病弱な子

も鑢簑をもつ子も みんな紳聞として轟まつていくために小築露を構成 l_7、

パズ・セツシ ヨンを用いて 学力を難ばすことと、人蘭的なぬ くもりのある

入づくりを してし`く。

C個 人が生 か され ると闘時に、集 懇そのものが生 か

され るよ う錮態す る。

・グ ル ープの編成 法を考 え、固定 しな いで、 甕的に

応 じた編成 を して お互い命持 ち瞭を生 か しあ う拳

,購 じテーマ 同 じ考 えめ者 が臨 時にグ ル ープをつ

くり、話 し合 つた り作業を した りす る場合もつ く

る。

・ 爾 じ内容を各グル ープで検 討する場合もあれば 、

グル ープ単位 で分組 して違 曇内容を検 討す る場合

もあ る。

◎ 4入グループの場合

リ ーダ ーを灘分 した等

質グ ル ープであ るが 、

主従関係 にな らぬよ う

一人 一役 を話し合 いの

中で決定 していく。

構 成 人 ユl 2人   4入

・能力鋼に編成 す る。

4好きな 友だちと希鰹 して鋳成 す る。

・偶然 とな り合わせにな つた人 と

・ ソシオメ トリツクを活用 して

(ア ンケ ー ト ゲ ス・ フ ーテス ト

れた集薄構造をとらえていく》

=紋師の慧蒙で

(電 蒙を理解す るために 、充 分観察 Lノ 等甕グループをつ くる)

導入   8入

(体育学習など到達度の確認 )

(逮競等 )

(学期始め の友だちを知 らな 1/b時
)

覇記等 よ りきらいの感 箭などかく

務 鬼

しくみづくり

1グル ープ鋳編成



独壺正撥 三盛
お互いが 支持 し合い 認め合 つていけるよ うコ ミュニケ ー ト出来る 場づ く

りをす る。

欄  忘れ物 の多い子 や銀 の仕事 をな まキする手を変 えてい くために

直接注意 先生と話し合う

する

・ 自分の分 組に責任をもち、相手に負担を かけな い子を育て る。

・お 三が 自分 の まちが セ`を修 正しあ い、謙虚 に 自己変 革を してい くよ う

すすめ る。

2全員が 自発的に学奮に参力覇す るよ うな指導 形態 をとる。

警グル ープ学習の絢 東  しつ けは 学習鋤中でつくり上げてい く。

議 し方、聞 き方、発表のしかた t・■相 手の立場を 考えて 、対A競 輪驀

慧 をとる。

・学級 のひと りひと りのつぶや きを大切にす る。

個 々鋳子 の意欲を高 めて、 さまざまな本音を出し合 つて 鶴力 しあ つ

て学習 していく。相 手も自分も生 かされ る学習を ・゙・・・

(情機 的教材で協岡鋳表現を させ亀静 岡擁禽』作 をさせる)

。子どもの中から生 まれてきたものは子 ども爾士で解決 させて 1/1く 。

生活経験のな けヽ者 lj8手 順を知 らないので 子どもと共に組互に学びと

らせてつ くりあ tず 、話し合いのル ールを きめて いく。

・発 言は表情豊 かに、他 鋳グ ル ープの良さを学ばせる。

グ ル ープ活 動に 蒻待 す る

Ｔ

↑

―

↓

ｓ

お互いに注意 し

合 う

集轟で話 lノ 合い

解決 していく

＼
事S←…+S

小 本数 で活 動すると 、発 言の轟 会 も多 く 当事者 としての責任 を感 じる

よ うになる。

他の考えを開 くことによ り 翁分 の考えが意識化 され自分が 講す ことで

細[織化 さオゝ る。

自分を大翻にす ると い うことが  ど うい うことか体 得 され てくる。

学習効果をあ げるだけでな く 無だ鶏や績 熱心がな くな る。

4-‐ ―争S

３

　

　

４



実競 と問題 点

6年生 は体 も大 きく、議す ことも大入披みにな つて全綾生 の 整語もよ くず

る し、横外 では子 ども会 や通学班 の蛾 長と し_て難揮 した 0して小 さな青年 と

いう感 L」 がす る。しか lノ 、大入の干渉 をきら つた りヽわか つているつもり、

考 えて行動 LJて むゝ るつも りが 競難 を毅 つた り、相 手を傷 つける行為や責任

のがれ勢衛動をと つた りす ることがあ る。

「
・
友だちを大響に しょう。J「

‐
懲 を`や り鎌心を桑毒 て行動 t_Fょ う。 1と 、

一生 鼈すんめい培 つて きた鐘ずな のに、いつの まにか教鰯 と子 どもたちとの鑢

車がか み合わな くな つて 、今 まで うまくい つて掛たはず織それ らの ことざ 難

:こ 華式 だけ織組織にな つて しま つて ン`てが つわ りす る ことがあ る。子 ども母

点検溝齢織あ まさや力畿暮建に燃 まされ る毎 轟で轟 る。

生活 尋鶴 で越 つた問題 点

1菫 子 鍛鰯子 だとわか つてを` るのに難
'つ

てあ げよ うと l_Jな 静 F子

2禁ヤLギ Lを 一人 で運んでい る命は 資任機講 の掃除がすんだ√)で 手伝 うこと

もせず ばんや りそれを見 t_~い る T男

3T子 と絆 よ しにな つたおとな lノ い性絡 弗 S子が 'I子 がたび たが 1子 総悪 藤

を
~言

う鉾で つい自分 も一緒 :こ な つて言 つて しま つた。 王子と紳 よ くして

いた織ほ 今は気 まず くな つてや りきれ ないと 難:記で訴 えてい る。

4 Hi電 '経鬼 i意 読壽好 きで緩 さえ轟れ ば本を読んで いる o作灘轟 のグル ープ

轟難l真をすすめる時  みんな五 をヽほ―自分 と相 手の気 持 ちを縦 かめ合いなが ら

鍮綴∫真を 1ノ て貯` くが 、彼 らは それを全 くやろ うとしな いで人数 不滋鋳壼

へもぐ りこん でしま う。だから 継等 、神 間と脇力 して構 難す ることが少

な く 浮 き こば しにな つて しまう。

学 習織舞 で連 つた聞選 点

l轟し合いに参ぶ霧せず ヽ自分 だけ先にやろ うとず 轟 Y導

2矧群が遅れ て 参鱗が むずか しい こ露

3講 ヒノ台いを  ひと りご1鋳 にす る [〕 露



4自分で考 えたり や4曇 としなシ` 11子

5すぐに機の議 :こ それてい つてしまう E君

6人のまちがいや 失敗を笑 う A君

数 え.あ げれもぎき な}がな枠 o

す絆ξて 蒔藍を 爾繕に指導 す ることが不可書毬な 職で 、作業 驚な tビ 命溝動 は

各 驚鉾構成錢参活動 に まかせる詩間もかな りあ る o

そのた轟、構成員轟準かんに よ つては作業犠果 をこも達が義実て くる。       ・

こポl′ らは、学習以前参子ど もたち母か tず ここか くれ た内藤鋳なものが慶 懸イま〔

Lノ た ものであ るか ら 人間教育 (人 づ くり)を考 えて 自分 薄身の指導 力を    ・

轟鉾ていかねばならな いと夏 笛 している o

4 おお りをこ

ひと りひと り曇子 どもの本当の姿を短Iる ことは容基 でな せ`ゥ

彼 ら織薇みや 闘種の意意り灘 こしをす るために 被 ら iこ生 活 プー トを持た

鷲 i種 ま薄解 :こ つとめてい る。 l撃 務綺総 鋼鷲 で轟 轟ガ毎 舞書き驀毒:す 碁ど う

モ :ま 書けな くな る o

集癬 勢中で厳 し く緩 しすぎた時 r‐
いやみ寺J■)か 攀言 う先生 だ 」と幾 覇簿な

支孝を f■ こず oそ Aメ な時韓 、自分も綴蛾 :こ  策書きでおけを入れてい く o

FIの 難義よ り 生活 河轟 を 1設 して責
=Dす

一言鈴井が子 どもたち義心ざ霧い

てい くよ うに思 黄_る o

:｀ 教難 iよ 翻 蒙√》議 で轟 る」ことを心にとめて 今後 も43人尋子どもたち

が それぞれに 轟藁実現 できる場 を設 暑j、 簿からダ
｀
ル ープヘ グ 島 ―プか ら    。

全体 ｀と薦応 できるよ う窯 つて よ 馨一屡 の籍 進を していきたい .



篠 7分科会 学織経営

個 を認 め個 を生 か した学 級 づ く りを どの よ うにす す め るか

兵庫 麟 姫 経 市立 書 写 中学校  佐 野正和  戚∴̂

1.iま じめに

本絞 iよ 、姫路の I・打街地北爾部 、西鰯第27番 碧め札所 、書写 LLI円 教寺の応、もと l11曽 左小学校の絞舎

を使って姫路 市ν番目に開校した学校で、本年 ∫年 目を迎える。学級数は、/学 1117学 級 (391)名 X

認学年 ワ学級 (401名 )、 J学年 ブ学級 (366各 )、 言:i166名 、教織彙47各 である。

開校 1減 実 J年間 、どのような言†爾・実践で学校づ くりをするかが最大の閣選であ つたが 、漢詩の

起・承・転・結・構成を頭に:::画 実銭 して、それぞれを /年 くぎ りとして ダfrを /Jbけ て 71:写『il学校

づ くりに望 /■/で ヤヽる分

すなわち 、「起 Jは 、ことめおこ L/・ で、書写中学校開校 /年目の基礎・基本がためとし、古 くて

新 tノ い学校づ くりの基本は、生徒の生活の実態・地域社会の特鶴をはや く知 り、を1徒ダ)心 に食 ヤ`入

るカウンセ リング披法を持 って共感 を得 、書写 ltl学校生徒があゆむ大道をつくることであ り、教育

の根轟を生かした教育 覇標零を生縫の心にいかにうちたてるかを譲畿とヒノた0「承 |は 、議を受ιサ

て』年 猥の歩みにおいて、八づ くり命体験学習 と教育観標 の生活化 を饉指 し、本・根を生徒にたと

え、教 f聾誓はよや`七襲とな り、よい鯉孝|(生身の模範 )と なれることを約束ごととした。つまり、「

成長を欲 するものはまず根 を確かにおろさな くてはならな轟 上にのびることのみ徹するな まず

ドに食い入 る事を努めよ l、  :根 のためには できるならば地の質をえらばな くてはならぬ 果実

のためには できるならば根を培 う肥料をえらばな くてはな らぬ Jと いう書写 :|こ 学校教育の根幹の

もと:に 、̀:Lづ
jく な遍が寝■■鉾・‐義分づく り,ゃ生 きた体験学還 であることを 、徹底 して、工確に 、く

ケ〕がぇ_ヒ;て贅錢 t生島勢模篭 をもって:感じとらせ、H澪る.ケ 人ヽ欝関係の続立のための教育 群:標 の生活

化 を 0ま か り 、教 師 の内轟へのき りこみのきび しさを課題とした。 i転Jは 、∫年 鋼を歩む書写中

学校参教師に諜せ られたものは 、きめ■llか υ嘲 察力とそれを生かすや さしさ総「:■ に、よ りきび しさ

をぶIえ 、教師が先藤に立 つて義籍を示 しつつ昨年以 _れ 4こ 子どもたちの心を変えることに金力をlllし れ ,

1理鏡畿鋳より、各教師がそれぞれに学習難業をより向上させるべく前任絞での技:術と経験をもとにスタ

ー トし、現fli:個 人学群と集輝学奮 |、 「
~個

人の発達と集圏の発達 」、個人差に応じた基礎学 プJを一時11琴

のi11で 、どこで定書を tま か /_・ のかJ命研究 :こ とりくんでいる。また、蒻校 当時か ら事、ま名の教師が 、

1、 i鷲バ 1だ 学習 IIF究 集会 に参ふりした り、先進絞を観察 し帯「究を綾み難ねている。その結果、今では朝

学活 、終学活において Pva、 生徒たちが会 を進め 、学習も織豆に影響 しあ絆、支えあつて、自己点検

や lil学 自習が行 えるようにな りつて
'あ

る。

2.本校のと りくみ

―一―毒ヽ の、ぁる人づくりにかける 一
―一

(1)基本チ海41活 習慣の確立を 目難 した「三づ くりJ

(1)け じめづ くり

無気 力・表 裏がある、友だちめよ くない言動を見て見ぬふ りをさせないけじめ、つまり、教師と生

徒 との関係を図 り、隻観生活 としてのけ l」 めをつける。

(ア )菫的 露標 を選求する能力・態度の育成。 (7fFl~」 をさせるか、何を したが つているか )

(ィ )じ っくりと機的 目標にとりくむ資質の育成 。 (結果よ り過程聾躍聯

(Tン )藩的 目標にと りくんでいる自分を客観携できる資質を育成 。 (相互協力・相互作用 )

(2)学織づ くり

偶 々鼻生徒が認 め られ、織鍛 が充分に生かされてしヽるか台 また、クラスの成員が学級 としてまと



まつているか。道徳観 、価値観が五 しく育 つてし`るかを点検 =育成する。

(ァ
´}認め合い 、支 え合ひ励 まし合 う今

(イ )教 fl薔 と生徒鏑の好 ましい人舞関係の育成 .

〇 疑業づ くり

生徒 の心を くみとる努力、授業 をどのよ うにかえてい くかを研究 して落籠者をつくらぬ教育をすす

める。すなわち、学習通構をとおして学習耕練を行 い、たすけ合 う学習・自主性 を育てる学習・過織

を大切にする学習 をつ くる。

次に書写中学校教育の織幹を受 tす ヽ人づ くり鈴たとえと lノ ての 「1た づ くりl悪 麟 _l(1本験学騨)を lfつ

ている。

※イ葛づ くりは I二派 な上づ くりが基本である

沐〔上づくり 本`立派な花づ くりである

X.1=づ くりは 1大統ある学校づ くりにつながる

|{上 づくりは入づ くりである

催畿鐵機臨鐸轟丸

酸
は
ち
か
ら
と
競
む

巫鼈諄 文

璽薩鬱骰鰺咆院で詈不膠聾聾鷺翁貪轟又轟ゝul零覺
轟覇簿難

露
震

重
率
腱
盤
彗

機のよさは色薔であり、人命よきは構である。

瑾:菫藍薫蒔l_‐要:I:な轟糞舞磨蒙璧轟のこ≧ば
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3.学年としてのとりくみ

生徒たちがどのような社会に甚lて も立派に生きてヤヽくための体力・精神力・学力 (「 ちヽ 1)を場

1/1た い。そのためには、自分の林卜 鐵・徳の「む」を充分に発揮 し、耐える !‐ む ĺが必要になる。

そこで、毎選学年の饉標を定め (資料 〆参照)「 0か らの出発Jを合い言葉として行い、生徒 tま 家

の1=で あ り、Jtt域 の財産であり、学校の顔であることを自覚させ、 r‐ 自律 .」 、「倉彗造J、 「実践 J

が自ら実イホ験できるための方途を共に二工夫し指導 したい。

(1)学年の教育躍攘

撃ましい学習集団の形成 (学級経営 )

① こまめな触れ合い、温かレゝ I親 のかよう心の触れ会い、丹念な会議による個別指導の徹底。

② 係活動 、議活動、蒲婦活動をとおして、デ]ら のやる気、学び方の習得、価値判断の育成を教師

の生身の模範 (モ デル)、 すなわち共感は共汗から導 くごとく集覇の一員としての役割、、黄任、

共に轟 り、共 tこ γ手して、共に協力することを体繹させる集団l旨導の徹底。

本校の教育霧標「さあか lffっ こJOんにちは、0ん き、◎ん |・Jろ う、の りがとう、舎ようなら

を受け、学年の日標を「ごおあしす運動Jと した。

〇くろうさまです 0めんなさい

参はようございます  ⑮ねがヤヽします

のりがとうございます

○つれいします  ●つれいしました

み ませ ん

つま り、素臨な心をも った生徒を青てるための

努力をは らいたい .ま た、生活面においても「ち

りひとつない教室 Jを めざして、

「土づ くりt・I学級づ くり

花づ くりは学年づ くりJと した。



学習懸において 1ま 、終学活弗際種「な学馨 」のシー トを得学級の委員長が魏 り、生後は各自家饉

で醐選を解 き、輩 轟命午鱗 8115～ 8:鴛勢学活の前に、委員長 tこ よつて解答が隠肇れ各自で点検 、

確認をしてソ アイルしてを`る。この「も 学ヽ習]は、教鏑が見まや つて指導す ることな く、疑機やわか

らないところに■
'ひ

ては、選 ′ヤたるも作であるが各甕で解決できるようにな つてきている。そし■

411綻 たちがわか り種 くな1と ころにつや`てもま、各教科担 当の教雛が援業 ril、 あど清 は`放議簑に甕割鋳

|:趣 を設け指導にあたつている.「 摯
｀
学藩 重鐵、本毅独自のも分で、登1雛曲物が舞発鏡だ学習むことり

くむためのひとつの手法と lノ て導入 tノ た●

この 「
~な

学習 Jの籍数は、終学活 t駐 おヤ`て、そ母穫ヨの解説シー トを各クラス機委異長を中Iいに難

携rし 、まず、解 翼シー ト鍛うち生織籠メそ入がわからないところ、わか りlこ くヤ`ところを驚活動 {学

習パズ)に おいてそれぞれに点検 し、銅毯シー トと解説シー トヽを家庭に持ち輔 攀各自の譲種とする

のである。警 L_‐ l、 午簿む客 :15～ 8:40の i等 に生活バズを合轟基欄人で、またもま菫で解答をし、家感

点検策に自分 自身のできた度会 ン`を記入 l_rて ぃる。この学騒活動によ り、今までできなし1、 わから

ないとを`つてサ`た生縫が非哉 :こ 真 鋼キこ学蓄にとりくむ姿勢が芽ばえ、学業も棒びてきた勢ではなヤ鶏

かと考 える。

ここまで指導・定書 させるためをこi重 、各 クラスの委員長や菫長の董釜ある行動が非常に大ザ∫で轟

り、教機と織一致 tノ た黎導方を:が重要なウエイ トを占める脅今後は 、 「も学`習 」を続 けて行 く申亀

学 1青 する轟が、楽 しみとともにつらさ、きびしさを実体験 させながら学ぶ等さを育てるようここ繹絲

た1サ 。ヽ

4.1群毅 として母とりくみ

「む学警Jを通 ヒノての学習パズ iこ よ七》、自学自警の習攘 をつ iす るととも :こ |な jあ る釜i隻を育て

るためには学習蘇だ tす で 1ま 片手落ちどなる。そして、 1‐人難としてよ意AJと ヤヽわれる者は、藩馨

の拒ミ等だキジを考えるのではな く、華種:す る心 4■ 嶺縁精 神)が大響で轟る。まなわち 籍21::考 組 :こ 質1

きる生徒Jを育てるた譴シ:こ は、学習パズを通 l_/て 生活薄 :こ 優れた生徒を育てな くてはな勢なしヽ

(1)輯学年度 (/年 ギ組)の とりくみ (爾綴 ■ブ年度 )

「21鐘紀 ‡こ生 きる生徒 Jを育てるた鋒の合い言葉 と t.メ て、「マメ1/」 メみ骨よ り、ひと瞭 ちがうタ

ケヤみそになろ うJと いうことをセヽい続 けた。すなわち、学績 4江減 :こ :機の人 よりも自分 :ま こうい

うところをがんば つている」といち誇 りをもち、今それが表懸に襲わオl.な くても慮年後 、あるむ`ほ

年 々「 タケヤみそJに なれるように努力 してい くとりうものである。

次に、「 タケヤみそ」になるために 0ま 、まず自分の意見をもち、友だちの意見をしつか りと爾 く

必要がある。そして、い くら立派な意見であつても、みんなここ蕎 しヽてもらえ、考えてもらわなけれ

ば側にもな らなセ`。そこで、「発言の約束 J、 「聞 き方 の約束」を決めた。

―一一嬌 鑢 東 一

「ゆつくり、はつき り、最後 まで」

/.恵晃が島るな ら手をあげて

成 tゅ っくりと、みんなの方 を向いて

∫ `経論を先に、難轟をあとに

ダ ,同 じ慧晃でも くり返して

ょ。話の終 り:こ は、「 ～です。_1「 ～と思います。 J「ど うですかo塾

`.反
応があつたら指名する

7.ふだんの発 言の少ない人を指各し ょう



一
‐購 方の約束

「だまって、メモ して、考えて J

/.議 し手め方 を向 こう

認,気づンヽた通とは、だ まって メ‐
I― しよう

J.し っか り聞いて議量をつかもう

■.経手の意見を尊重しながら自分の立場を明 らか にしよう

よ .意見には 1添ず反応 しょう

「 ～に質問しますJ「～につけたL/て J

「～の意見について」「まとめると～だと思い

ます_J「話し合わせてください J

しかし、集 中力がな く、落ち霧 いたところも見 られないため、コか月あまり達 っても徹底 しなか

つたⅢよ月に転絞して来たTtttま 、「先生、そんなに急にできへん」とをヽったりした。しかし、/学
期まには立派に発言ができるようにな り、闘けるようにもな った。

次 に、背面黒板の上の壁面の活用 ◆幅 3幕r露の鉄頼 を ギ枚貼 リマ猟 ットて動 :り 付ける 場示板を自作

した .こ れは 、美術係や国語係などの依頼によって掘示係が作品を握示 した。そして、必ず全員の

作品を撼示するとンヽ う約束を決 め、自分の作品と亀の人の作品を比較する場 とし励みとするととも

に、自分の作品を撮示 してもらった満 羅感 う充実感を与 えるものであったが、績極的 に作品が提出

できるよ うになった。また、白作撼示板を壁繭 lこ 取 り■)け る籍も、取 りはずす時も I餞もやらせて J

と数名の輝料響レ曇
:・拳ほどに、な喘よ、さ=、

_
|1象 -11嗜 卜生諄ギズとして実藉し ヽ基本静生活馨 が自分たちの手で 、班で確立するきざしを見せ

た。学習バズ五 ついては、墨1継個 々人の AAI(Acadettic Adiustttent lnvetttory教 研式新学習適応検

査)、 PUPIl′ (Predictiott att Uttdcrstandittg Of Pupil's lntter Life教 研謝 などを使用 し、個 々

のFil徒 のも っている不適応状況を知 る手がか りとして、それぞれの縦の 41で 、それぞれの任務 、黄

任が興たされるようにした。

(2)本年度 (2年 よ組)のと りくみ (銀筑:ぶ θ年度 )

「うれ しいな 」、「 よかったな _1、 「いい気分だなJと 思 つたり喜んだ 復充実 した隻略持ちになる

のはど うをヽ う状態におかれたときか。それは、自分の力を思 セヽっき り難1し 、受け入 れ られ、認 めら

れた時である。つまり、生推一人 ひと りが主体的・慧欲的 に学習ほと りくむためには、学習集団そ

のものの基盤の離立が何 よ りも大切にな ってくる。わからないことがあれば、それを 1~わ からない |

とはっき りいえ、その疑間をみんなのものとしてとらえ、みんなで解決 していく過程でこそ個人が

rJ:胡 と結びっき一人ひと りが進んで学習に参ぷ1するようになる.すなわち、学級内において自分の

意 見をしっか りともち、その上で他 の者の意見や考えか ら学びとろうとする姿勢やつまずきを教 え

島え、勘|ま しあえる人藤:澤 関係か らこそ報 ましい自己実 現が行 えるのである

一方 、学級集覇は、親和 ――反発の感情 によ り多様な人間関係により成立 している。また、集糠の

構成員が互いに影響を及ば しあ って学級特有の雰囲気 が芽ばえて くる。つまり、「類は友を呼ぶ J

とか、「似 たもの同士 jと いわれるように、生徒 たち t・2自 分 と似 た特性 (性格 、能力、態度 、懸瞭 、

性 など)を もつ他者に対 して、好慧的態度 を抱 き友人 として選択 した り、依存性の強い生徒や支驚

性 の強い生 徒が自分と同 じような仲間 を友人とするよ りも、反対の特性をも った生徒を仲間に して

いることが多 い。

そこで 、生徒間の親和 ― 反発関係を調べるために 、ツシォメ トリック・テス ト(資料認参照 )を行い

藍書霧成を■]っ た。



―一 方法 一一

(1)班の嶋模もます名の 9壼 とする。 (教室の広さ、生徒数 による )

⑫ 男女混合の異質集懇とする。

③ 各菫ともおおむね等質集団とする。

一

一

―

軸

一

①  プシオメ トリック・テス ト (友だち調べ、資料 _7参照)に よるツシオマ トリックス (資料 ご

参照)の作成 。

② 学業成績を中心としたリーダーとなるべき生徒の轟置。

③ 問題生徒に対し、気の合う生徒 (サ ポーター)の配置。

C)AAI・ PUPItrに よる学習適応性と生徒の内面生活状態などを考慮しての轟鑽。

聯 男女のパランスをとる。

織 学級集鐵の構成 構 造)の分析。

1工 上の ソシオマ トリ ソヽクスに示 されているのは、集団の個 々の成員間の人間擬係、築題へ分轟ルふ     ・

状態 、集団内での社会難地位が難察できる。つまり、男子生徒においては、女子生徒に比べて舞 :電:

としての結びつきが弱 く 、排斥 される人数が多い。今後 、よ りまとまった集圏 (学級)づ くりに取 り

くみたい。

次に、生徒会委員・学級の係の希裏をとり (資料 ダ参照)、 委彙会活動や係活動を意欲的にオ予わ

せた。しか し、希報通 りの役に姜かせると負揮1が大きい生繊ができて くるが、この点 においては、

教 l「IFJの 指導 や班桑の援助を行いできるかぎ り生機の撃む委鮭や係の内容 と方法をとらせた。その結

果、蠅 の1た:めtこ:鏡:い'て ,シ ■るとヤΥう麟毅 |がもて、生徒無 費人が慧欲的に活動 している。

また、清掲
‐
活動においては、「 溝議活動の約束Jを決め各麗どとに藩壽活動握 豊票 (毎 日の 要綴

と反省)も麟長がつけ、それを美化委員が終学活で全体の反雪を行い、 1で きるかぎ り挙績が姜 しノ

く、溝潔に、そして、気持ちよく学習できる環境を自分たちの「 む
｀
」でつ くろう 。 4・ _iと 親かく

役割 を分鐘 して行 っている。

5。 まとめ

生徒個 々人に楽 しく慧欲的に学習させるためには、生徒たちに安心感と自由感を持たせ 、はきば

きと議せ る学級をつ くることこそ学級全体がのび、ひいては篠 々人がのびる方法なのである。 (撃

しい個人は鰹 しい集団から)

すなわち、教籠が強暮|に 基1徒を導|き ず りまわすのではなく、生徒の自主性 ・意欲を尊重して活動      。

させることが大切である。そのためには、多少の約束ごとやルールが必要になって くるが、その「:i

で、黙視・黙聴・黙考・黙書・黙読 して自分勢意見を持たせることが大切である。つまり、きび し

さを内に求 め、自己を磨き、自己をしったしつつ精進 しなければならない。よ リー層 、外への充実      。

をはか りながら内に向けて深イじ・充実をはか りたい。

6。 今後の課題

学級築麟における生徒一人ひと りが意欲的 に学群に取 りくみ、係活動を行いつつある中で、伸織

たちが自主的 に話し合 ったことが確実に定着するためそこは、どのような点 に気 をつけ、指導すれば

よいのか。そして、生活バ ズにより、人間関係がどのように変化 し、変・ILす る司能性 をもってし・ヽる

のかについて、3:き 続 き研究 して行 きたい。
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挙プじさめ轟ろ撃響 事 31ヽ脚 い 専つ 議海で`ぜ桑義く

鷲勧t毬 おして資ない警寿喜環tt進争壼ヒlザ 甕ヽ従t奪 ■デ艇貯猛ヒおして、

奮ニタン営ヒ無ニハめ吸みなt綱三′痒主意 ,■ 亀轟いを藤ド、イど着オ`らの燿孵:オ ら`

寝己封諄絆|の で'さ 多在費へYバ長し'フ ある。

2,生鷲バだかケ得Iもの

ノヾr tξ 野裸:ひ 1ぎ ない。バ`だしぃぅオラ表tミ よつて目悪:に 畜ごろうしヽヽうもので`

あ争.卒業生が重撃後、学習な云子さござきな困難な場麓 :で 生冶→ ヒ聞くが、

そめ争<馬ド紳 のノやrlマ対すぅ言濯【議酔牙黙Jであっ負り、むしろ学凛反ンわ爵翼鷺琶書言

じなり
「

璽薄ノヾ1だ へめ柔ゞ子爵,Fり 丁多。              ・

ごミひぼ賞警質主軍為罐 点よりt、 小絞7尋め貿緩縛がグオじ負豪い趣奮し3じ 縁

い 肇

鋳 一彗の魔躍蒙ゲで`き各

__… 敢鋳営1省生_鷺 渉じ

'事

僣.最‐みフめ拳媚舞声多え́ら攀 3″ γいうミとオ` 彰

ぶォ`ら1書ハ、モ解iざ ず進拳し群電げ報婦 オヾ負もヽが｀
優嘱 めくり返 しが定通 じ

種縫lJ一 日■慮、りこゾヤ定し韓:け 1て なう.争敬ユtヽ 雪徒p彎麟嗜勢主重轡げて

い砂事唄子あうo

g)狂叡 この理朔静ド●r」 り凍い。

鍔 男ての人Fgn蘭藤が員tヽ .

諄52鳥 、すyz島が打鍵尋ぶ鷲
=丁

う班編バでも男言間の言しないヽ̈

してもスムースTliふ う。f育入念,ノ ィー7,1>ス 子なな
=が

なん́ 魚麟

らいtなく子種つなぐ静 1く驚いk、 tt事韓三二ごねてきに通生の青.ふ ら智

静場摯男賞が麟 ひきう,

学緻砕閣題逸誌じJも えう。

各人の像≧しての弓融酵色票
「

Jないと、豊鶴気な運瞬きのが存`うミヒボ芦亭

毯しておな る.

一 人 |く
一 つ a叙警整ガ黙 り、 その で=幸 色黒 韓 丁 ミ ビ ば 、

~人 の 人層 ly Iで

算
度

齢
　
０



事轟爵 ら壺t艦 ≧″く 贅■ オltt t attゃ なボ 驀 姜 冨番 課 議 ■|:it馨 ′瀞√ 轟ゝ補 塩
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f許 ):l… デーチ孟ジ亀考
t｀

Fヂ還囁サ

一人 一 噴 、曜 酔申 亭ヽ 1ぶ 麟 ず
t難重藩 どな つて露 酸 ♭で い 曇 →

藤,サ試暴ヤ丁`幕鵞′豊ぶしおこ齢貴轟|く

警洋 バ 贄t轟
壁 ギが

｀
躍轟 じィ:お じ

｀
経 番 じ、さ套争象感 多tt膚耗薫、ど グ

｀
子曇よ う

it Jぎ 守ギ ポぶ ビ
｀
議 儡姜黎購か

｀
きない 灘 がまな が

｀
等 欝く り轟 専鐘還、拳 孵'な い 与

オ 景 が職 や ・ヽ等 予轟 暴奪層 質ネ覇 .:く ξ 多層暫 》〔毅 峠 騨ヾ曇種愛 )ボ t無ルtて

も、言 彗ぽな :,tミ 鷲漱 ÷ぽ
｀
オ予裁 、≒ ぜだぷ t｀

クぶ越 馨ヽ 魯諾 馨お いがな ご離 お

お争 ■ と覇 警ゝ蛉 春'鐵 4等が え ず‡ 導
｀
争難 舜 摩 機`.駆誹 風覆 ヒ鐸轟 :奪 奪 轟 て革 え で

み 羹寺

√ノよ 学誠感.ふ誉参無しな還,6守 与黒再警畿で`おげ彙ぷ鍮キ奪‡ゝ疼

装峠毬奮餞壼義人聾暉織ヒ」く亀響顧るが、`プ設鞣繊奮愛 :ヽ 罐燿檬奮多

亀 、普 ギぼ 畜 多 亀 警 穐轟 :て 種罐 曇 苧 1電 i事い っ て つお オ攀
り磯 争<曇 ゃ 曇 <

庁ヽあ菫亀豊難サ齢曜鐸了》
=覇

彎拝、罐くフ藤きめ躍ミ専、民さご (や ?

ぽザた萱すなあ、すぎlヽ そ爵)菫 多えてや番賛黎が轟番争濠′繊 y布 る機

`島

親が しっかりLで より、通 しい響舞爾 ヒ奪
『

動存曇ヒtなつジ数峠が事轟

ら攣 番。 な 彙な ぃゃ 警 鶴 t電 奪 》 で 壼愛 轟 場｀
壼つオ む` ミ糧 l∫ 摯 さな い 姜

鋳  諄 訊 爾 げ 曇 性 籠 鸞 つ く 番 会

t鱗 り瀞療、響撃甍量ねくし難攣騰酔孝t注慰丁うといタタト通奮7な てぐ

うオ`ら(よ いってぃくが、`そ撃裏轟響:し ごすい撫みがわオ`り、警tTヒ 舶られ

ろ壼受奮っくら礁■すればならなしヽ奉喜争で舞オ`フ摯、零ヽヽでtら 亀摯鼈

いや轟爵様がな l∬れぽ署曇感ぶ し靖汁こ奪 l｀・

(3ク 球悔競く書書じ合lヽ 、岬歳 丁予舞挙酔鸞轟磯欝tフ く,で t・ kく p

弊瀞、∬ げ購 典゙
｀
ふ 専象 、翻けあす奪ちポ繰 ザ運ス これ こも、tハ 轟

摯 凛ちtよ l夕 撫くして、ヽ そうヒT驀轟 醸参覇魔り感鼠♂卜れ数時 ヒヒt itネ曇iみ



鵞鋪 篭年ヽ<ぐ 電峨ずゞI鋪 警
.基 春・

鋳 雛晰諄衰轟負轟ほ轟、嗜聾準ビらわ考ヽT'孝 宇・ い 管`讐 予ヽ戦 プ鐸 ,竜卜こ
=.ゼ

贅警でヽ感爵。

べぞ感ややt事 番 毬瞬藩が承つ了篭慕わな い宝策壼笛機が ちで`轟像が
｀
、

幕亀るよう礁ぉヽ響輔鸞:色 つくつてt｀ ないピξう颯ぐ   議機・篇首ないた

維典フでお1す奪 1｀鐵饉Ll難 きわ齢多群 季の意びしt｀ ヨヒ奮愛の感 いはだ、飢

争奪府がず譲彙搬゛

かっゃく聾ゝヽ通し稚り、な翼め慧電がようま7tl宥 )Fり 、時 iミ 痣壽曇生

甕ヒtf潔欝:こな与`壼tフミヒt島ろ。

霧 壌 :ヽ 華
夕驚サくら` Lが

｀
目埓τ:ばない・

霊畷億も会が掟ヽれない、議 しふい。考えt経 負がわ
=う

ぐビドごンて、

お整 :へ酔蒔え簿や導譲t′ 風 じも`挙電舞ので'ご ろ優人にバ長していくので`島うo

ご,1響ふ鉾属奪菫芋身tt蔚 ミ奪麟電多争

鮫鋳管轟ぽ零轟覇tざ ざ慧惹`官ても、富荷懲身 !√ ざ彗び柱ない。と扇靖 1く

霧ン摯雷難th灘欝|ぐ 瞥〒すぎ奮ても、民F｀ ちの轟t」 ざ尊々 世`ない、マt喜 な

る中霧7:愛 じフや`ザも場、暮颯 夕tミ 彗色童覆―/ぬていオVい い電、バ`で`94

ム落驚えてント<・ 評働tぶ OXまい |ぎなく丈彙ひ言かtて いく。奉教ひ|ぶバ

だノート≧亀軍し、ふ菫ハ萩び儀貫Eも とに生活ノヾ尺`tt i二 いってレヘく.



メ三
'■

義恭 み

ま:要 尋準

ま::等 尋奪

ま観 幕γ

:華 碁轟

影:導静、
ヽ

勇墓藝4)

>拳 教科:バズ吟覧響彗
:

土墳 す轟みで策 摯くむ |~鑢 つけ ,生かし ,育て轟う :́学紙 ■ゴttキ〕

盛庫 黎畿鋳薄立贅室「:言学校  ll: 本 諄 提  ■1

どま
振校 鴛れ発学機

変難鸞分授:難  
『

絞鋳鑽宝 メ・ぜ武学警の導入 {非行を生み轟さ

:な をヽIL壌作等}

ぷ絞鋳 手終バズと基付暑f、 本峰鋳歩みを始録る。

拳内飾連求と井鋳i轟求尋三爾連求 {集圏義奉ほおける彊約確 I■ ゃ

集観繕動義おける自轟尋あり方めi墾求 }´ 一‐―図 1

:沼 量

争流 れギ》饉lt 「襲ノ
｀ヾ
ズ・ま各教科 ^"サ終バズ～蹴 慮学響響‐≫鐵バズJ…

:‐学業 姜トシ長期体 :業 輔・・‐―p学業 要J  … i理 8

・竃 く態度 蒔養成
,全員役議 事全員活動

予霧主亀 .蓮 分 からやろ うとする慧欲

重,薄究難議 と驀修デ・―マ

教
鍮
纂
懇
普
共
轟
稽
議

“…

―

タ
ム

指

導

賞

錢

下
―

，

爾
最

灘

一
　
　
一

一
　

一

（
霧

寃

鮫

儀

機

示

｝

鍵 年度教育 藝標

豊 かで調灘 霧 これた

人 間影 成 を録ざ し

1摯 基鍵学力勢定書

2=バズ学習 鋳羅 主

3.基本鋒生活習簑母育成と墓鍵体力鉾養成

4,選篠教育母深イ襲徹轟

54地域 ぐるみの生徒推導 と教 辮母指導姿
.鋳録馨 立

学 年 鑢 議 会 ■
==l=二

「

……
■

・争

金
轟
讐
裁
去

学潔指 導導

鐘経指 導諄

i尊 : 特 堰轟 畿 轟

1曇
.徳

織 曹 郡

43) 轟 録養 イ担綿 ム
〓

会曜
　
）



恥

　

野

　

灘

襲

　

感

　

落

:バ ズ学群 め麟織 と:質 i難 _1 :学績 :11,1^■セ11資 11ダII

:~教育は死 なず :を轟 ん
｀
てl

一 I囃 薇脚 》爾題点 よ 鉦p

iキ リーダ ー養成 の11費

黛“話し方 争聞 き寿 の議:1練 織…三費

尊摯溝揺 バズ参や り方 義I費

4.バズ内容 を深 め るため にど う取 りくと「 か

5,活 群穣 鋳たて藩 勢指導 について

等.教承鴻・係 織溝難 母させ :な 織工夫

轟 粋 (翁勢 教科 バズ母i革用 をこつけゝて

悪9ゃ :軒  i豚  レ ポ  ー

こi lf……ひざ……凌11よ

が |ル 聞 く心 とは 一 問́題意識 …}探求心  卜 開 く
ま

:轟li一璽i～1ギ琴量番1,婁4F攣響キ9‐賛
:サ 轟し斉    轟しみ ン` 発表
:   整重 」盤し―→=       ぼ欝 ′́ 青桂 :嬌≠   鸞

‐
すバ

:練 :ゲ 聞 き方  一 聞 く態度 をがL母難麓

萎言丁菖再裏≡
~~~~~…………'一 .

妻話 し合 いの幸鍍 勢漂 め方

r譲題 ①与 え方の工夫

争意欲化

"騨鋳評緩 の くみ入 れ方

棗解 ったか畜 か

参盤導通糧尋研究 擦 甕 i毛 選 る毅難でのつまずき}

警ィr押 聞作 黎
学支持鋳鑢土作 り

ま蛾内釣鱗寿豊 , 藍 霧等質と ¥―ダー

(欄性織絆長こバズ学習

帝指導者 奪 ll― プーシップ
_… ′i^=I… ■■―………・―……………………………・………“…………‐――́――…… ………………Ⅲ…“…… /・・………‐‐…・いう

ｉ
・ｉ
１
１
１
ま
す
ｉ

轟

修



・

　ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

ヽ
‥
↓
【
ヽ
，
′
ヽ
　
年二
ｌ
ｌ
ニ
　
ー
　
　
　
　
　
　
￥‥
“
―
‥
〓　
　
　
　
　
ヽ

一
Ｆ

≡
∴
ド

ヽ
進
毎
疑
〓
■
覇

　

４難
暴

“

一　

　

　

爵
）緩
襲
Ｏ
暉

粋

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

¨
、
…
‐
‐
‐
ｔ
・・
・・・
　
―
―
・…
；…
‐
―
ク‐
―一

´一〓
一一
〓
一一

ｉ
一一一
一一〓

¨
絆
一一
一
一一一
一一
一一
菫
一〓
一‐ ‐
一
一
一

・一一
一
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
彗
軍
・
壌
欅
誕
せ
奪
彗

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

　

　

　

轟
熱
虫

　̈

　

　

難
纂
羅

優
慶
鳥
卜
量
や
く
申
も
　

　

一
二
蓬

鼻
葉

Ｏ
脅
輩
頸
惚

　̈

一鸞
苺
甕
奪
稲
著

句
）
螺
鷲

Ｏ
Ｘ
■
難
静

・
一　

‥
一黎
黎

十
糞
繋
）
妻

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
蜂
豪
一奪

夕
一　
穐
導
警
導
蓬
彗
碁

す
墜

瑚碑叫鳩璃一鷲馬一「「呻
一　響「・疇一　一一一一豊一二

一　　　　　　　　　　．　　　　　斌・い撃一潔」嘉一』一・Ｆヽ
為『鏡押響０７争゙遂

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
事
彗
…
軍
…
ひ

一

一̈一一一覇灘「懸機目懸幽目熙肖一一”
すを……̈
・″‥・…………傷‘′，７夕・ｉ
¨̈・‐…
……ξ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一　
一　
，・わ
一」
一卜
一
一
一
一．」押
〓
一．一
一
一
↓
一痺
費
」
一，壽
鳩
｛ゝ
″
ヽ
一
一　
　
森　
一　
　
　
メ・　
‐
‐
、ゝ
費
」
シ
ヽ
な
攣
備坤
一
・

一一■

”一
鐵
鐵輝
　

一

一　
　
　
　
　
薇
霜

．
為
一翼
翠

】響
革
一（筆
頭
Ｘ
ヽ
苺
二奮
Ｖ
Ｏ
算
末
ヽ
」
凛
な
，華

゛
特



會
将
苺

響
〇
三
中
も

中
　

　

代
善
寒

奉

ザ
農
後
繕
響

ｏ

中
罐
質
尋

・

鸞
螺
緩

ぶ

蛉
無
農
■
霊
楚
量
＜
二
籍
♪
鷲
奪

ｏ

一ふ
籍
轟
繁

“
Ｖ
Ъ
籍

０
）

構
酵
≪

Ｏ
尋

噂

Ｖ
駆

争

鸞
踵
織
ね
奎

撃
毅
心

名
響
二
奪

Ｄ
縫

，Ｎ

Ｖ
条
妻
越
奪
裏

う

γ
♪
警
争
〓
隼
葦

′
Ｖ
Ｄ
３
警
〓
食

置

ｏ

霧
事

後
籍
式
難

奪
　

　

竜
Ｄ
む

ｏ
　

　

ミ
義

ｏ

錘
三
織
電
罐
や
ま
報

Ｏ
、
■

．一

碁 轟 競 轟  |

ボ
堰
島
彗
騨
導
轟
筆
鷲
ぐ
Ｃ
≦
覆
か

》
警
集

嗜
騨
構
軸
警

ｐ

轟
筆
Ｏ
警
〇
一筆

゛

懇
黎
も
理
峰

躊
毎
轟
響

疑
理
黎

争

一　

醤
華
翁
導
や
毎
轟
準
勝
幾
奪
響
ボ
〓
緩
嚢

ご
霧
霧

彗
覆
郭
轟

壼
鐘

贅

懇
警
≦
嚢
■
籍
黙

機
晏
筆

聾

霊
婆

・

ｐ
♪
特
戯
キ

怪
聖

Ｏ
奪
暮

輝
毎
轟
雙

絆
裁
響
縫
緩
霊

搬

種
攣

Ｏ
難
暴

饗
籍

…
‐
電
気
馨

幸
一

雷
ぜ

轄
騨
霜
数
寿
糧

蓮
ぜ
＜
―
く
…

一

―

亀
‘

Ｆ

，

Ｆ
む

鍵

ご

黙
鷲
Ｏ
彗
ぐ

１
華

争
＜
翠

・

む
傘
二
翠
Ｏ
養

苺
く
撃

。

表
心
粗
覇
墓
土
ュ

量

蛉
妻

イ
轟
警

総
裏
轟
事

議

Ｋ

理

Ｃ

恭

鑑

鍵
報
ｐ
む
発
響
等

藝
導
Ｏ
警
奪
覆

Ｖ
繁
一ｐ
ば
や
長
一〇
書
鷲
難

報
糠

奪
爆
雲

′

蔵
義
磨
Ｏ
樺
鐵

鰺

　

　

　

ね
一

…
…

感
農
紳
理
傘
奪
豪

…
…

ま

（筆

Ｏ
や
諄
奪
）

要
埓
露
一童

縛
む
載
〓
繍
警
嶺

竃
籠

魯

彗
曇

襲
Ｃ
蜜
導
ユ
ー

ゝ
気
■
難
碁

薇

轟
警

算
嚢
梅
農
選

聾

螂
調

／
／

霧
戦

受

選
書
エ

ム

や
嶋
難
纂

，
纂

Ｘ
■
棄

ｏ

キ 導 翁 轟 響

率
一〇
轟

壼
―
く
１

０
尊
蟻
要
≦

Ｌ

li

F｀
'`′ `…

1

:

:賛
|

ヱ″

: :

i´＼

撃
一
翁

浄
輩
撃
撻
華

．轟
警
奪
難

ギ
一■
壌
筆
呻
再
〓
隼
彎
輝
華

無

覆

．
ぐ

ヽ
，
，悪
蔦
孫

‘

…
欝
一ギ

・

癌

　

鑽
一

警狭

逮

　

ぃ　

驀

糠

も
麟
凛
稲
・

……………―― ―十

Ｏ

　

ご

駆
運
Ｏ
雲
難
彗
駆

．
世

黎
騨
筆

癌
瀞

苺
轟
鵜
Ｘ
■
繁

金

サ寒        :



:響 豊

:理 露

/
メ/′

ヽ

ヽ

ヽ

、

・ ＼

■

．

{学毅教育夢《擦)

中 かで綴瀬
「

)遣1lL主:八 :ittrtti真 を鋳 ざ して

入 i′毒関 係づ くり

釜11砥:扶鰯メ・・ `摯 ・ ・・ 八 :i簿性 を轟め る学習集 霧 的育成

=fi:議 グ)薇 摯:聾

゛教轟諄聾ま選ヂ)Jti逮オf蒙1

'壌域 社去 `保護 轟 と奪連携



盛 3
|ミ

1攀 i

ま

|

:

十

|

:I

チ議 多帝績 ,オーl臨

黙懇 (II曇} l轟:こ:壷三量長≧讐
嚇1ノ

・ギズ難1難〕 :黒欠 券擢棘 }

t学 習 バ バ )

寺 家庭学習翁鏡誌
サ 学:腎 1襲轟連求 ―― イ》要鋤救

=1学

:瑠
Jシポイ lノ :で,雄 :,奪

4イ 1仁  :11: ノヾ  jバ )

。 霧ll:標 ギ):メミ宝
サ 遮:オ 鍼弯轟ダ`ヾ

9 ,1齢違教 モゞ

:

;

i

1

,一r――……J

８

３

争 姦尋桑力)こ,(摯 ,聾:轟
幸 響轟標尋犠簿

綿 義一―争先■1島 らゝの連絡 :移 齢 )

11拳 ―Ⅲ… 鞣 オ崚鋳 :1覇 始

1 ::メ I

寛 :.3J

倣|……………… ― …… ……

ま:聾姦畿 、各教室で満楽を商きなが毎メき、そ静めて /11め
,I賞をする。

壽夢妻1:l::…  …事務らか l.手 :癖子彗f舞:lユえ援 こヽ:ilし ずT婁幹〕{),通 i革籍や }=j II:織
・
1■シ三、

黙競 寺専11で綺 tノ たこと等を捕 ムノー ト4=tLム

ざ学 t響  バ  ズ )

や ボズ幕斜
=擬

■_‐ ― /力 認ゝ暮碁t}キ ユiザfニニモ}ギ,海 ろヽ選ぶ

i・F:1 義7:  ノヾ  」:て ,

C プ註普 }4拝:iだ ξドを誓
‐6

等鋭 ノー ト:鑢入

o競ノー ト発表 サ三捕 itt i li檬 ,湊 :暑
=:三

:番露 .基 など )

多 まとめ

。話し,倉 をヽたをヽこと‐― 響殺 全体へこ}羨笑 キ射轟
。栽将壽ヽからギ〕1藍絡

守目番ダ)反奮

,簿雑1げ}犠iバズ的識毅

・ 1先な1から勢鷺藤わと指導

鋳

梼

職′違荘‐ス讐等主二言二舞菫i量鯉‐掛熱路を鏡
|

婁馨」露ilゴ琴TITttTr菫進墓ょ曇二おニ
ザ響馨ン陣中麟する

1

L号 轟終 了・繕 療,‐ l警 豪

島誓/マ iく i'響 針l

攀 :義慧 ‐

…†
・電 学 活

…■ _帰 りのあい さつ
=戸締 り,下絞



●
=:

算奪1先群轟ゃ撃鱗撃奮

馬青寛主尋

蕪 曼濃鎌童難褻犠i 罐畿篇 幸

1サ,裁公着学響お問ゎ瞑 、ヽぅこ
=う

溝難造

“
守撃 基尋でヽ 7`じ ∫fしぼ燿?了 ど■3.顧的で、腱難:じ ;奮ふ辱藉色‐

て、`くごご∬ウ筆< きた短絡鋳li桑 ご彦警1職 しな
1多

奪隻徒諧 <奪 7マ■

う。おそ多く。そんI憲 .れけも昴響鷺辞攀ずで理ある撃ヾ 。わけ秦ザ轟<。 主

多止ころごとこ<議れて、ヽ金易、`懸廷 義K´ チ 各ぐみ教潤1憲 ヽ`な4なな

わわれ鑢鷺つ像ヽ の`爾L

種会議:1.竜全 ご人懸繊後 であり:社会ごス機 ごその議 の藩誓ふ縦鐵

士電毛ど
=尋

颯霧拳、`べ課 。露「 手・でめ看だ 、ぞの1導城 せヽ馨主食こそ
=:
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宣事難攀奪尋毅ぽ鍮鶯遣酸鐘懲実攣量で参轟と 27

盤畿器豊轟を轟轟難等難ふ等饉る時ミ豊轟鋳な饉鐸む毎饉度争電車綾霧難いて亀灘性

化靴数薇ど遮≒秘鸞気難で鑽げや等なやる鴛攀みられ漱鶴`難が量惇鋳≧こ鼻もれな攀鱒簿簿

義難ゴミが最轟鱗争写鶴ちでも難器鵞量準饉会や繁轟締麒九赫参機器だ暴慧もさ拳鐸蠣勒

へ①集中難・ 彗尭鋳など摯くみ参欠難 金fieA翁管鶴ヽ難して移壼う賛畿転鐵亀奉逓警諄サ

等々せ

ふ警返つてみるとそ参議鋳私たち教灘集轟奪轟れ難畿激した意識構造な警気持ち作鶴

畢欝難懇《諄L毅な準斃癬難騨争轟難が争慶懺毅導電轟鮨秦黒れで諄ゝ鶴ゝ鰊が難諄ゝうね詩躍
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簑嚢先鍛撫轟簿準たので鐘,毅難理懇電轟螺ζ轟撃か肇≧l曇轟持ち藷≧かメン伊藤鼈毒癬
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欝攀亀を轟え電逸`準亀奉

豊釜参票募通轟つたo撃等だよ馨や豊轟作文参華織幸 F量 等うれ葬畿違墨こmず纂靴毅

が響かれ藪じ轟亀参奪余奪れ難わけでもない。奪奪生参女子整釜が馨早く豊綾移で宣舞

難難難縁鷺鐸を難轟輸鍛纂毒率雛ず憔まで響襲畿聰ヽ亀轟毅だ尋う學鱚濾鐵彗毎1鸞魏響轟
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轟準なが争交質響艤等礫菫攘轟鰺場魏措難が奉心な最準写鐵準轟亀癬鰺鸞繊機が難ぱ鑢

くな等て灘縄奪鐘響甦学轍喪綾機溝繹霧難が先豊方轟轟馨靭介黎れで盤擁へ織恙攀がな

され亀拳霧罐だよ準亀こもか癬れ機o弁蝙九畿難鶯難菫なさ場な診上げて農畿した盤繊毎

轟議亀参「ベル鑢轟癬書爾が轟できた難毎磯侍曇尋爾轟轟奉́ベルが磋幸ならな俸埒鰹轟

種簿議で難難敬持争毅亀l争饉鑽押摯織難饉慶轟督纂ゆえ奪 亀渉作戦倅一軒で懸機金鐸れ

なもヽ電撃駿織豊4鋭 紺場彊祓磯義機轟診琴学鰻露無鐘懸してし`く魯

繁緻恣織翁甕亀蓼蠅轟轟《《儡ホ菫宰蹴熟準
ν
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轟て≒ゝ摯亀幸グル…ず義,数糠毅纂靴なん暴か参安もぎ轟ようなも母を鐵移盤駐鑽験で

くれる.

彗揮時麟難賊議員饉機窒織な鶴攀必ず灘麟 瞬轟懇自L｀てヽゝるo「美し鶴`露が気持ち

がいいやろ』『ハイ』「そんな轟畿癬がやらんと議れ違ヽ轟ならんね』『そうやね農 F家



でこま簸かがや準でい轟島や等』『源いなち`お母さんや』『撃績濾議がきれ鶴`靴ず辱券島

や』 軒轟島なでやらんとあ渉んな場`うこ縮でしよう』「モ+や轟品な響や轟零鰤葬蛾轍

鶴ヽ鶴んな基盤醸ようなや等毅響難構撥ざ骰鸞で見暴れぬ争

学綾へ儀難心が高鶴`本絞鐵礫賞難が奮菫豊灘鰊督よく畿簑さ机纂警舞導か學争諄羹誹
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鵞嚢盤織な奪‡窯懇て先生鮮贅られ轟癬 ぎ忘轟鋳書か轟な撃毅な島ですな濃む霧ぎ轟4寺

モ録ようなや攀≧警鍮モの時点でなど轟で薄毎ヽ曹鐵整繊へ伸Fわ器機鑢靴ζ童漱轟な 理`機轟

攀織まま鋳摯診毅準難難して建ゝくを纂豊で、羹亀て、轟轟器曝で参摯攀轟とが中4気鍮

鐵黒させ鶴欝繭毅な準てい導曇造を理事静でひき実簑していくことが大嵯な義響轟4奪

苺ヽ4んな立壌醸豊繊離鑢縁《鶴ヽく拳それこま必ず実験を評つた行動化されたも攀¶轟雑

こと幸纂鐵嚢轟轟瑾織をモ鎌爾轟鐘きな鶴ゝも侍暉轟轟。それ轟lf難 して議ヽ碁奪鑢  ヽ群先

豊轟鮮島覇準暉い纏』慇鷺ヽう轟彗鍮畿綸痒:サ蜀嘩掌ず轟毅だ鞍彊鑢診て言える集

轟摯やっぱ碧教鐸が変おりでし`かん難轟か島轟毅

参 畿難薮
.奎I鋳甕奪‐暴i警轟機イ鋳爾暴嚢けで

甕豊◎壺畿鐘量すぎた姜冗蛹きて豊襲離争てい最貌毅裁嗽鶴`ジ翁響舎準か轟亀こくい幾

講議は数轟奪角が機か鼈｀ゝ.五そ≧轟き暴轟≧なばやりが轟篭《儀奪も拳どうでも摯い粋、

輸いう濃れが轟奪く4む驀ず鸞歓毅鶴・う類で緩鉾婚鶴:≧ ず饉鐘島a儀賞簿鍮きたずサ整擁

鐘畿感瓢そ嚇薫韓襲応して梅ゝ≪も◎督轟轟豪

り 難畿翁攀t邊轟轟鐘鵞場轍轟倉
.集 慇聰`つ驀けで

轟ず億鍮畿籐攀讐ここな準《Ъb礁畿携が轟壕攀それ懸琴:量轟ま織攀を警:鑓職な等、臨畿

彎等贔範難鍛鶴`ゆ鍮数轟が、轍轟馨:憲臨ずこと場藤が発ま儀ぺ議であ轟奉鶴`つ番場壼tこ も

餘鯰鍮轟躊亀k亀こ幹‡}4蠣 鞍靴雛ζ11・争つしみ鍮鶴`T難源が、経轄fミ 亀「で誕く 学鑽鍮轟ざま

晰、難勒靴轟波が轟受i言
`尋.:ち な亀ゝ鑓悽窪繊埒轟角轟囁賞雛絃蛾:豫な響奪一

・
彗幸 ギII三 ヰ

争奪鳥』寺こどぽが  ヽF亀準へん蠣準たでしよう幸つかれを一藤鋳んで造れま』蒔諸灘

舎ことばが重書な機製を持つてく轟苺

③ よく学び、よく避べ機粋欝で

主義主濃は難も静くヽ 電識が毎`え斃馨Tふな難がで灘轟職場づく摯が大騨な欝薫鍮持



準て鶴ヽ轟毒警れ轟織懸ずムードメーカー難なA紳が懸るも幸で議毛摯チスト提穣なぎここ

忙等ひ黒酸鐵あるが、就歌舎壼奪午後難会議を持た鍮≒ゝ≧濃轟て、露貿駿轟運蟷むず儀

轟覆…轟造嘩で等`4寺 {学年対抗∵亨≫ボ…ル大金など≫鐸A鐸 事警筆諄 苺畿等糠藉農

て、鑽撃、食べ、歎なこと佛難奨春

機 学奪奪枠暴数ずし漁瞳準機みで

必然翁難諸難で量ない撃撃難鍮粋戦存在す壕幸しかし、量鑢難理ここ翁枠場と等機ずず

た轟磯彗諄職琴鏑鍾毅慧え轟し、実轟ここ賞襲懇で彗亀導菫誕がまむ鶴ヽこと書難曇臨さな

いことと少し等慧課ゝや拳器言饉お静彗轟攣戦銀よ攀徐々まこ籍難難奪絃鰺辱やかなも鍮暑こ

なつていく。

● 安轟な方へ、安轟な方へ流れない方難で

「攀年生母こと幸けどな、静島な備先壺方が機鬼す碁いうことでど鏃甦盤声もが轟ぱ

っと準でんや秦慮 霧ふ―島彗 ず1準鍮学馨爾苺f・ 響響曇へ島こ毅轟轟轟拳毛摯脅織綺毅激

か参撃奪機先生も機力してくれで島鍛や』 ぎわかつた轟J「 JA~畿舎尭豊鍼なかよ諭なん

だぜ遷な数 いうPRも生徒尋難よくする拳穐員会議で器討議も、群覇解決籍な義器方

途は安易嚢轟れな場ヽま鍵を心がけてい碁.

◎ 失難したことを議る通とで

教師間でも対生徒銀対しても,私たちが豊霧軽量で先難したことを議すことが重要な

作籍をおよぼむでしヽく0ではなむヽかと考える。あ摯静ままとヽヽうわけにはいかないが,

デフォルメした形曇失難談は実感として豊徒雑抑議力≧こ難等したも礫と畢で受けと轟み

れるようであ碁

轟書幸等幸賣求絲T場 準ヽ鍮こと。

今諄攀賣繁弊鏡摯鷲L4んな量お持準難:金 藍参鐘爾隷枷嚇サデオ惇颯難黎鏡弊鸞な農等

まで等ようすともが準暉ず亀`鸞課L攀 警通彊馨舎轟暴も参錢ず儀ぬ轟嘩轟儡學事秀轟灘ら

録てしヽた点もある。結果は舞%程度の轟篤率が絆%を鍵えた。中轟亀露暴だ諄難も侍か

ら変わつた。「中学生のラジオ体機が尋んなものかと思われたくなかつたから,小学生

諸君命手本になるも織をみせてやつたろうやないか。そ総かわり発生方もがんぱ導書』

主旨と語りをそのよう蓬こして行った涵鶴はすがすがしさがあつた・



もう1つこ黛林み鱗参縁警者対摯毒覇灘懇議会暉轟馨。薫奪蒙移LゝA靴驚て鶴らえずと鶴・

うなやみをどこ参学綾毅懇かりえてい基酸鸞う機蠣が争穆畢島な手ギて徹鑽じて塾ヽ準亀

鍮轟輔鷲歎血器轟節を轟轟奪やれ桑J鏃費壕襄瘍源欺鶴L拳 寛感を鍮むかな手ご亀え欺響写

愛けと準ているo

奪事さら織黛轟て聰`鶴通む幸

学裁とヽゝ・藝爾へ亀真機やな警構が豊轟幸警器から連れ基準亀攀鐘毛甕なれヽゎ器かし鑢域

社会でなんとかでき蓬ことが轟碁幸普れ難璽鐸聾て懇暴建ゝ,そ錢た轟ここ嶺導父さん華諜   .

録さん葬が難掌移《轟も経なけれξ菫おし`事はちヽ書基準て議ヽ暮参査繊鐘学校器主A量であ

薔とと鶴轟瞳理疑会艤輔轟な難だが尋多崚域社会へ器摯崚域社会織食Aへ器鑢戦鍮轟等   4

畿攀たヽゝ

轟畿亀こ摯手作攀弁豊傘羹議で轟碁。子供が家で作っても暴つ糞弁灘を感鐵して食べ纂こ

毅録極曇學み琴雛轄鍔なも義警嚢準爾ちヽ量亀≒ゝ≧いう震碧`最求難でしヽ暮毅轟曝で曇饉゙



舞 10分 科 会 ‐ 道 徳 ●1岡 和 教 彎 ■ ||‐   ‐ ‐    1 ■

■蘇 究 主 ‐題 'F:生 徒 と
―
共 に 講 |む |た め に J:11  ‐■■ ‐ |― ‐

||‐   | 1 広 島 県立 忠 :海 :1轟 等 学 校  馬 構
:華

諄

要警 ||‐ ||■ ■| |      ‐ ‐ : ‐    : 鶉

研 究 竃 容    ‐|     ||        | ■

鍾 盤 鰐g部 落 出 身 生 徒 К に 持 ]でノて 側 を 、 ど の よ う に 取 り組 ん で

き た が 。 脅 し て そ の 取 り組 み の 中 で な が 何 を 気 づ か さ れ
'て

き

た め わ 。 轟 校 を 卒 業 し 、 短 麟 大 学 を 事 業 し よ う .と して けヽ 為生

徒 と の 五 年 間 疑「 中 聞 総 轟 Jし 、 ζ今1後 の 取 り組 み |の こ‐が と し

た しヽ 。 ‐ | .‐

「 二 it i三 年 1経 つ た も場 も て来 ゐけ ん おこJ(198513).  :

翼‐騨1体 業 翁大 半 覆 ア ルバ イ トーに費 ンLや し、量 逸 き に 帰 警 し た

生 後 を 訪 ね 、現 在 の生 活 ξ事 業 後 め
―
とと年 を,轟‐ヒノ合 っ て しヽ た

時 の ことであ 譜‐◎『 解 放 奨 学 会 :が あ つたか ら私 は進 学 `で き .た ゴ

と言 ント進 学し て い つ た1生‐籍 1よ 、1部 薄 解放 運 動 きこ1参 加 す る こと

でを甲 うハ tこ して ンヽ 6.◎

F中 学 校 を 1率 難 し,た ら集 会 所 に 来 ん で も よ くな る と 喜 通ん

だ 0こか o・ 意ま 119お lC)

「 解 散 研撮こ入 れ や J=都落 錢 身 生 1鍵‐T解 放 研 に入 ら|ス」彎 報 を す

るん か と入 学 宣 後 の 解 放 研 の 集 ま りの あ 為 爾 に 勧 吟 た .。 夢 1前

の 申 学 続 く 黄部 こ の 連 携 に :よ り様 子 は 少 し難‐り得 て い た も の

の ヽ 私 の 言 葉 に 対 す ほ 鷲 た る 圏 等 は な く 、 脅 れで も 棚
jめ |で の



集 .ま り|に は1参
1欝 し|で ヤヽ たも参 1議 したそ 鍮鍵|ま iリ

ー
の1攀 |で 1の 1解 放研、

地域で の活動等の話饉 は住‐徒に1こま
:と

たえ|て い :な ―。 F揮 :も せ,ん で

わな)を 』ヽはずで |あ :も |た のが F'揮 でもち母 :処 で「でも普ん とをヽけん J

も|の に な 'っ てしヽく二IF揮 んで つちはば つ|か ly来 るん亀Jと 粒 き

|な :が ら私 達 鈴 あ つ 様 に迫 って く 瞭 6 .1     1  ‐

|‐ IFあ ん
:た

自身 |が 部 落 を マ イ ナ ス をこしか 品 で
1ン

なヽ しヽ 鈴 では 'な ヤ
てヽ

か 督(19念 17)  |

尾 二 会 闘 解:推 部 合 宿 研 で 生 縫 へ の 取 り組 み を 発 表 し た 後 、1伸 聞

の 多 .く
―
か ら 、 私 自 身 の部 悪 の見 方 を 指 麒 され た 。「 薗 倒 轟 の よ

り だ ざま磯 先 生 じ ゃ ヤヽ |は ま ふ Jと _。 祖 父 置 、 父 母 の 仕 事 、 結驀 の

こ と と 関 連 さ 簿
:て

豊 別 に つ ンヽ て 議 つ
ル
も の の そ摯rも F音 の こ 1と 』

と し 、 自分 は 菱 別 |さ |オ
1′ た こ と考きな をヽ と 奪 |れ :以 上

‐
議 の i進 ま |な い 話

を く りあ え し なぐ ら 、 私 自身 は 集 会 所 ζC纂 |ま 碁‐購 入 部 の 活 動 :なこ

参 卸 (|と は ンLっ て も一 驀 に層 み だ け り,よ :う な 1毎 の・):し 始 め 'た
も

1軒 ぞ く る う さ ん で す の お 」 の あ い さ つ が 、 Fあ ん た だ け が 難 |も

:て 1帰 る だ け で は プ 1メ k電1:4変 っ て きヽ っ た 。
1        1

‐
.「)集

会 講 :、 来 :ヤ う` J(198110)          . 
‐

|

薦 穣 に―
い っ た 1参 襲 会 所 へ‐行 が tayで も ょ ぅな る と 喜 ん で 申 学 者率

業 レ‐え 1轟 絞 1生 壱 集 め る (主 事 を 始 め る の 問 畿 豊 国 各 が 三 校 に 1分 静′

通 学 lジ て し1ろ も 1董:υミに 各 校 の 様 挙 を 亀 1解 :肢 研 :の 活 動 砒含 め て議

‐
lン

ー
ヽ 解 放 研 を重Lめ る

.こ

1意 まマ)で マト|た 雲|が 入 部 を 動 め た |り ,し な が

ろ難
:議

が 申
'い

tこ な・リ
ー
が る な 轟 :をま選 く ま で 構 ンヽ た 。

“,O C‐一



そ ん な Kの 変 わ り
1様

:‐ もま夏 :体|み の 終 りに 見 :え て |き |=:。 解 蚊 奨 学 生 と の

話 .し 合 レヽ の 場 ξl話 し の 申‐で,F逓 け て は
1を

|ヽけ ん ぶ 今 |ゃ・も
―
て :お |か ん と』

と 言 わ れ た こ と :が ぉ も か け |:こ な も た と り つも
.F鐘

徒 は■ 人 で 変 わ っ

で しヽ くん じ ゃな き、か Jと こ
―
の 農 わ り 闘に 驚 わ :れ な か っ.た こ

:と
を 1嘆 ひ

た 所 で ξ旨摘 も さ れ |て 攣 る。           ■ |  ‐  ‐

集 会 所 で の議 豪 1982)

新 し.く :高:絞 :苺こ進‐ん だ 二 儀 を 節 え 計 六 名 と な っ た 轟 校 生 の 築 よ りξよに

ぎ や か さ を増 |し 、 そ の お 答 も 継 続 い |た も 釣 等 多 い 繹 麹 墟 |の こ と 、 子

ど も 会 釣 こ と 、 退 学 し て い っ た 友 人 の こ と等 拡 大 し :で ひ も |た .c‐

と りわ け Kに と っ て 号 の 動 き に Fは ず み ゴ を つ け 為 も 鍮 と し て み ち

た の をよ、 F解 敷 貫 学 会 の 費 与 化 J問 題 、 金 国奨 学 生 集 会 へ の参 鰯 ヘ

六 名 の伸 闇 の う .お 轟二名 昴 登 毅 鐘 喬 遭 症 戦 に 対 す る取 り組 み 、そ .し て

そ れ る を ふ ま|え て あ東 南 部 連 蓼 務 層 め 鐘 当 で あ っ た る
:行

動 範 翻 仰拡

本 と そ れ に 比 1例 し て の よ り多 く 鉾伸 簡 と の 援 鑢 、 轟 り合 |ンヽ

「

前 へ 進

む 彼 女 の エ ネル ギ ーⅢIと な |っ て ンLた る F先 生 :、 都 海 外ぉの も 機 が (解 肢

運 動 を》 や れ え こ きヽ ら わ をま、 や っ ば り お か し 眸 Jと しヽ レヽ 始 め た の が

こ の :時 期 で 轟 る 。

狭 幽 集 会 の と の く み |の 中 で (二
‐
9821① ‐1988‐ 3‐ ) .‐  |   :

多 くの 伸 間 と め 接 鐵 意こと り F今 も』 部 藩 が う逃 げ て は な ら ん と思 ンヽ

知 ら さ れ 、
「

解 放 奨 学 金 翁 貸 挙 化 J問 題 に よ り:鮮 肢 運 動 が 自‐修 の ち

の に近 ぎ をヽ |た も 翁 oF自 分 _Jを 譲 碁 う と し な きLKに 対 し て ミ「 お 前

か 轟 方 的 に t警 ん な 闊 わ か っ て くれ な をヽ と断 じ る の は い
′
を∫ま ぬ 。 質

… む 脅



鐵 し て ら う って 1答 えて |み ヤヽ やJと 学 級 の生 徒 の前 に立 |た せ

応 答 さ ぜ る .。 そ の 申 |で 少 しず つ 自分‐の こ と を 議 し始 め る 。

こ・の 時期 に Kが 私 ‐の 1電 機 に:書 が され た F私 の 鐘 やヽ た 堪 J15

あ る 。 を こさこは F:解 放 教 :育 ‐9ま た 喜 ∫:|さ ん の こ と か と言 も

マ ンヽ た ク テ ス の 人 が 言 わ な くな り ま し |た |。 ど う し て か よ く

わ か り まぜ スプJと 書 7ヽ て 掛 まま ぅ .

FI先 生 へ み え′'た が 実 .ろ ぶ スゴ:だ け子 ど も が め けて ンヽ き ょるゴ

(1983冬 ).

:集 会 1所「鋳 糠 菫に マヽ つ も の よ うに 集 ま り、 FA.権 と数 育 を 考

えp碁 ツ シ:ボ ジ ウ :ム 』 ら の 高 機 製 学 生 :の 弊 熊 の 1髄 さか け の 要

請 は 受 け て ひ たlε 、 轟 を 始 路 で
4菫

後 、 支 郡 青 年 1部 鍛Tさ スノ

が 顔 を 轟 し 『・行 が カ ヤヽ う も ん で Jと い う私 の1鵞
.葉

を と つ て |

‐Ftt υヽ い う と|ち
'だ ろ う 鶏8。 こん な 学 習 会 や っ た ら集 会 所 鐘

けて :も 都 う で は 困 藝 。 .解 放 運 動 は :、 理量織 は こん な と こ ろ :で |

:動 い と 碁 スitじ ゃな シヽ c』 「 纏 拠 さ え あ れ ば 先 生 を 予ヽ つ て 毎違

でヽ 銀 ず ん じ ゃが 」 と しヽ う よ

難 人 部 の 集 ま りの 導 で や 聞 い た 「 音 をま先 生 は な ら の 設 じ ゃ

,つ た 」 と 重 ね て 一 人 で 落 峰 通ん で .し ま つ き |‐

単 ま々「 私 饉発 生 を違 い 経 す く 各ンL強 く―な りた レ`Jと い う :っ

ま と め と して

大 学 進 攀 用調 査 書に 丁部 落解 放 響 究 灘 』 ここ入 ろ |て 活 動 し |で

き た 進とは灘 スi tj:て 下 さい 」 皓 う :で |な けれ ば蘭‐機鷺 年 聞 領

…… 4́ ・‐・・コ



を
一　
Ｋ

してき|た |の がわか りま撃んか・らど書い進学していつ.た IIこ

とめ1鍮 わりは私が彼女 の墓:儀 になもて始まもたもあの1ヽ そ

のよ うな 「 羹 菫 :』
‐の甘 ンヽ関係 で な |ン｀こ とt尋意:確 が で あ

:る

●

【 と私 の 、1部 落 と私 と の関係 を辞 明 にす る と こ うか 0始 め な

さまれ ‡ぎ|な らな ャ範と考 え て し` ます 。

菫 に 関 す 為 レポ ー トは 、 始 の都度 置 に見 せ な が ら書 やЪて 書 ま

し た 。機 会 闊 あ :れ ば で 勢逆 の 、 Kに よ るな の レポー トを 寄‐呻

轟 つ も りです 。



轟 量攀汁科会 選鑢 曇爾和畿
携 みこ 生

ど 総 裁

1争 i責_主主 _竺 _:::llttl言

競参願い,睦境券攣むゝ}友だちの難しちここたえられる生後命育競

一一― 騨室におけ轟きめこまかな指導命あり方を考える 一一―一

兵議県難議華立貌難中学校  高 機  渉

攀究萎容

C)本鍍義実彗 ‡本絞 :ま籍轟市東部を流れ碁華1::洩壌の東に位置して

おりL崚区参北難に対象鑢域をかかえ、対象鸞域の大半母親 :ま 古くから

難伝続鋳菫業で轟碁衷革工場‡こ従事し、議部勢壌源母親ば会社員)驚菫

轟宣と、とも稼ぎが多 く、甕進うこ轟したところiま、さまざまな麓難が点

在している。

率1年生 4ク ラス (44/151) 2年 生 3ク ラス (46/127)

3年生 4ク ラス (6攀 /14奪 )

*推進畿量 轟名

*鷺去轟轟中学校○教育‡ま、対象地域命生権を緩轟ξこ、f騒∴鐘入券生蠣

上藝轟聞選を中心‡こすえ、待聞としてどう動いてしヽけるかということを

取り扱うなかで、教締も生雑も一人一人と共に歩んできた。 しかし、

本年度‡ま畿数指導を諄一:こ 考え、そ鍮中から、ど券よらに簸レ 地域 粋゙

簿参議もヽに対する重みを、自分命菫みとしてとらえきっていか母ること

ができ轟かともヽう姿勢で進あている。

の 本年度ここいたるまでの複数指導む取り組み

(5尋 年度)ア 生機指導上     教科の能力爾もさることながら

|

畿甕主鰺 1豊富塞苫諄警暴聯

∫∫



基本的な生溝習慣毒育成織嬢立をめざ≧r、 理室複数勢響をとらゅしか

れ、専爾外鍮織舞が難当するた論、皓簿畿録鰯繋ここなりがらな蒔を璃

した。

イ 難 ″畿・闘 :ま爾室複数指導 ……ニーーー_轟み 、:書 象 ,モ らぶんとキゝう

生毒てもヽ 4_ま で最鷺覇変攀撃蒔 ]ま 身鎌つ i∫ ネ球∴キ≧もヽも構点から、

行なってもヽたが、理室権鏡i彗導奉時難議が少なく、票鏡性うこ欠 :fる 麓

もあ響、また生鐘・襲暑こてその意義が十分華掌されずうこ進録暴れてきた。

{轟 7、 わ撃、 わ繁諄澄卜丁 邊,緒指導_主 赫請攀峰tう す糞、そ勢必要が

なくなけtp宇基準た拳そ貌}た 轟・ 苺

イ 数帯も聾 '数 =轟 :こ iメJ暴 オ2..鋒驚数がか :す 峯恭′轟
=≧

う馨なったゃ

や織中で諾幾件鮮かなえられた鮮語轟 |こ つむヽて載、騨室舎蜂i難 で義封

実施へと移ξ音導ていった。又、プ… 評撥攀・峻轟綾学壼 。無扇指導と

をヽわ方機 も教鶉 3こ よダイ鍍考え轟され
‐
で
'孝

難.準ま等、もヽるもヽらな方

論を試み、一歩一歩鱗達してもく 藁ξ看簿襲券紋態であった。

〈等 膵 盛夢鐵 ≫

生織○寅態と進壼の夏整:こ ■尋裁霧参考え

生縫券暴鋳 キ基本鋳な学角が低もヽ

議 ,瞳境礫麟キLを生織織抵えたもヽ (攀鑢・最峨をもまiせ 暮〕

わかる喜げを生徒事こ惑尋暮讐たい (畿力を十分発議さをたもヽ)

基本鋳な生溝習慣教確立・意彗を (生雄指導上も全絲}

生繊奪壺溝器裏ぶこをまゝ ひたなきな瞳瞳斃鑢たちの機いがこ路

毎れ、親勢生きざ蜜が発ヽくれている。 《島議還簿)

・
Ｉ
　

　

”
職
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「

就職する生徒のぅち、対象地域の生徒に |ま、生きていく、

自立勢意識を深めさせたぃ。

―
類点に帰り、花購中学技方式を再認識する。

花鋼中学校の農密な指導 loヶ条  (昭和5重年度)

1,

2,

3.

4.

わ .

書.

生緒oっまづきに合ってぃること。 」溺澪ぜイ担

T,

3.

9`

10.

継続鋳 ,系統鋒でぁること。 一――____… ……… 継緩性

将来の発展を見通すこと。 一――__――___― … 展 望
義立・自学の方向に向いてぃること

織問意識を育てるものでぁること          違 書
よりわかりゃすぃ方法を子どもの警から

学び、生み出すこと      理進性
わかる喜びをもって前蓮するものでぁること ………… 成就感

食職量へ拡がぅがぁること ………………_…………… 共通理解

子どものおくれ奉類甕をつかむ ………………………… 背 甕

毅隷の使命感の上に立つこと。 社会韓費務

↓

そこで、全職員次のことを共通認識として得た。

③ 親の生きざまから子どもを見つめょぅ

0 地域の学校に要求してぃることをつかみきろぅ



● 一歩譲れば「
‐
麟創」難再生産でぁる。

② 援
幾度

で取攀残じてぃくのも∫
‐
麟驚_Jか も鐵れなぃ。

③ 最低自標「ゎかる喜び壼警伝ぇょぅ。
鐵 同一教材・舞_進

度・鍔…考査を基としょぅ。
⑤ 鶴轟生織は、対象睦域の生緒を幸心に5～ 7名

欝定しないょぅξこじょぅ。

③ 教科藩の鍵ヵもさ碁ことながら、鐘緒と参対話を輩め、
生徒の講ぇをきき、駿簿に努録ょぅ争

驀蒙薄慧蓼咎 鐸撃  (難量の生繊 .競 春鑢鏡への欧惨経み,

鍵轟生建の意轟命斃上を:まかる手だてとして
すべての学漏,遺鑢 ,毒職の授業を選して

0 地裁難畿鍮簸■を考ぇさせ碁。

・轟絞進学を

'勉強できなくても“こ′っかりした人間 "ふこして覆しぃ。
・親の動 く生彗の蓄労・姿巻ゎかってほと′い。

部゙落藍sIIを解溝する力のぁる子手こ

・部落欝別に負けなぃ部落の人間を

⑫ 学力がなぜ必要かを考えさせる。

・学力とは何か

・難落差IIJの悪婚覇を購ち勢るた綸に

O 仲間がなぜ大響かを考えさせる。

・鐵人は集団により、伸間により支えられ鍛えもれる。



・伸FEIの願い,生活を―
考えあう。

0 先輩の歩んでいる道:歩んできた道の見直しをさせる。

・高校の中途退学者,転職者,現在それぞれの場所でがんばっ

てい碁者からの手紙による後議への患告を教材化する。

翁 花難絞区の先人の苦労)努力を知らせ、考えさせる。

票学級に残る生徒の伸問意識向上の手だてとして

O III室へ行 く生徒の気持ち)決意をわからせる。

② 仲間として、fHTができるか考えさせる。

e 自分たちの今までと、これからの授業に対する意識を考えさせる。

① 学年集会・全統集会等でもt絞長より説明。

親・地域への理解を得るために

● 家庭講間でのくり返し説明

⑫ PTA総 会で学校の意向に対して理解を得る。

実 施

英 纂 数 学 国 語

1年 3/3 2/3 3/4

2年 2/3 3/4 4/4

3年 1/3 4/4 4/4

。すべて専F電の教師で

。EII室の環境を整える。

・ 5用 20日 より

。1年英語について :ま 2学期より

裏垂量曇  ①  「高校へ行きたいJ「授業がわかりたいJと いう気持ちを

薫直に出してくれた。又、学力だけは身につけさせたいといぅ親の

願いから、かなりの希望があり抽出生徒の決定に迷う。



・対象地域の生徒を核にする。

・塾へも行けず、私学へも行けなし`子

。
「別室で教難がなんとかしてくれる」とぃぅ甘えをすてき彗

本来、原学級でがんば碁ものでぁることをくり返し指導。
・仲FHIの おかれてぃる状態,生購を考えさせる。

という教節の取り組みがは尋まる。

② IIJ室で|ま、当初の目的がはたせられ “ゎかる喜び "をっかませら       。 |
れるが、教師が目指している学力,生きて働く力にiま今一歩でぁ基金        |

e 教鐵間でも“よりゎかる授業 "の二夫が芽生えてしヽる。           こ

③ 子どもを通して、親の議いが幕鑢議できる。

⑤ 子どもとのバ、れあいが購発化する。

F議壕繁  ①数学科は、EII室 においてプリン幹学奮を中心多こ壌めてもヽる。
② 英語科 |ま、BII室において単語を中聯に蔓文の読み,書き脅進ぬで
いる。

③ 圏謡科 |ま、″著室Jこ おいて対轟を基として、正しもヽ轟本轟が難せる

ことと、漢字の読み,書きを鷺めてぃる。

纂墓轟菫ズ資  ① ほとんどの生徒が将来ξこ対する震_tcあ る襲鑢をっかん

でいるが、クラスで it2墓 のあきらめの強ぃ生徒は、意崚がなく

原学級に残る生徒と躍著室においてがんばってぃる生鮭との学ヵ)馨
欲,意議爾での差が爾き:ま じめてぃる。

0 311室が授業につまづいた時の逃げ場所になってぃる麗もある。

③ Fり室にf予 けば教議がなんとかしてくれる。ともぅ 贅身鋳な考え磨
の生徒が出はじめている。

① 別室から原学級にもどった時の自立性.



第 11分会 進路指導

研究機  圏 標 を も ち 自 己 実 現 を め ざ す 盤 徒

の 育 成 を ど の よ う に す す め 益 か

愛知累春壼井市立高森台中学校 河圏博仁

1. :ま じめに

夏体みも終わり、一雨ごとに秋のさわやかな風が絞舎をふきぬける昨今、 3年生

の生徒たちは進学・就職にと将来の進路を、翼貪1に考えなければならなt・
I時期がや

ってきました。特に本年 |ま公 。私立高校とも推薦制が導入されたり、入試教科が 3

教科から5教科に増えたことで生徒たちの心の中をより不安にしています。

身近で現実的な進路に、私達教員も戸惑っている現状ですが、その中にあって、

進路指導本来の「人間の生きかた」・ 輔 業感.J。 「自分を知るJと いった内容を

自分で考え、仲間違で話し合う時間を持ちたいと考えてきました。

2.本校の様子と現状

本校 :ま名古屋市のベットタウンとして春目井市の東のはずれに計画された高議寺

ニュータウン内に位置します。開校 8年覇です。保護者の方々 l―l非常に教育的関心

が高 く、生徒たちの塾通いも盛んであり、高校進学率も極あて 100%に 近い状態

です。しかし、元来が全国からの転入者の集まりで、愛知県停高校入試の様子が分

からない人が多 く、疑問や質FHlが高校の,こ とに集中し、そのた線に現実講で必要最

小限な進路指導になっていたような気がします。

2年生の 3学期に学年懇議会を「学習と進路Jと いうテーマで行った時のアンケ

ー トでも次.の ようになっています。

1.進路について親子で話し合ったことはありますか。

あ る 84%

2.進路 :こpぃて議し合った時の申心の話題 :ま何でしたか。

ア   イ
ア.人 FHIの 生きかた

ウ
イ.将来の見通 じ

ない 16%

オ
工。進学 オ就職

ニ

ウ。職業

∫纂・

5% 16% 14% 62% 3%



3.進路指導の考えかたとめゃす

愛日地区の教育過程では「学級の時間…」の中での進路指導の時間が、 1年 6時間

・ 2年 8時FHD・ 3年 9時間となっています。しかし、進路指導 |ま本来「学級の時間

Jヽだけで :ま できるもりではありません。僅かな時間を使ったlLtlEll指 導、朝や帰りの

STの時間など学校にいるすべての時間に関わる重要な指導です。本絞では校内の

生活全般に小集団を取り入れているので、STの時間などを利用して将来の進路等

について話し合うようにしています。その折のめやすを次のように考えています。

(1)自分を正しく見つめ、自己に合った将来を展望じ、そのための大きな目標を掲

げ、それに向か。って努力する姿勢を育てる。

例 自分とlr bぅ ものを多角的にとらえ、伸間の意見を素直に受けとめ、気づかなか

った自分を発見するようにさせる。

(3)社会の一量としての自覚をし、小さな社会である小集団繊伸FH7を お互いに尊重

じあもヽ、1爾 々の役書Jを正しく認識し、行動に移していくこと鈴できる生徒を育て

る。

4,進路指導の実践 (小集爾を通して)

一学期に「なぜ高校へ行 くのか」というテーマで話し合った時の事、男子・女子

とも「私だけ高校に行かないのは」とか、「 このまま就職するのはJと いう意見が

でたが、男子は「一流の大学へ入り、いい所へ就職したいから壺という意見に対し

て、女子は「いまどき短大 ぐらい出てないと」とか、「高校生活に憧れて」といっ

た意見もいく‐pか轟てきました。そこで今回の話し合いで tま、「男性と女性の違い

と平等」というテーマで話し合うことにしました。 (資料 :ま 9月 11日付中日新聞

家庭版「みんなの教育」より)そ して、ポイントを次の3つに絞りました。

(1)生まれてくるなり、男子は「たくましくJと か 罐 極的にJ、 女子 :ま「やさじ

く」とか、「素直に」と育てられるが、どう思うか。

(2)男性が社会で働き、女性が家庭を守るほうが効率が良い、という意見をどう思

うか。



樹 大学進学率 (男子 38.6%・ 女子 13,7%)及 び短期大学の進学率 (男子

2.0%・。女子 20.8%)の 現状 (文部省の調べ)を どう思うか。

まず、STの時間に 3つの課題を提示し、白紙に自分の意見をまとめるようにし

ました。その際は自分自身の考えを書かせたいので、一斉の形ですすめ。ました。そ

して、次の学級翁時間で小集圏を使って話し合いを進めました。授業の様子は次の

とおりです。

T「 今日|ま tt前に君たちに書いてもらった意見を参考にしながら、話し合いを進

めようと思う。まず、最初の問ひだが、君たちの小さい嘆は男子と女子の育て

方の違いがあったか。また、君たちが親になったらどうするか、という事を考

えながら班で意見を出しあってはしい。 5分間議し合いなさい。

〔班活動〕一一一―― 机間巡視 (初めに発言をしてくれる人を決める)

T.はい、それで :まや織、班で轟た意見を出して貫おう。①班のA君、君たちの

班ではどんな話がされたのかな。

A男.僕は電ヽさιゝ褻から「男勢子でしょ、こノっかりしなさい。」と言われ続けて

きたけど、みんなの講を聞いていると、あまり区別なく育てられているみたしヽ

なので驚いた。撲の家で |ま姉と僕とでは睡分区別されていたと思うよ。.撲 とし

て:ま 当然だと思っていたんだが。

B子。 (挙手→指名)それは無見だと思います。女の子だって「積 極的にJな ら

ないと今 :まだめだし、優じι夕ればいいってわけじゃなけと思います。「‐たくま

しく』って言葉はあまり女子に :ま 陶かないけど、「
…
元気」とか F文夫」だとか

だったら当然女の子だって必要だと思います。 (同感の声多じ)

C男。 (挙手→指名)撲の班で:ま、そんなふうに育てられた男子が多いから男子

に優しさ_が足りなくなったんだという意見が出ました。女子ばっかりに掃除を

押しつけて、しヽばってばかりいるって言われました。

☆ その後、男子と女子の意見の対立があり、やや騒々しくなる。中で出た意

見をまとめると、



・女子の問llEが男子よ攀尊い勢をまおかししヽ.〔館と兄鍮場合)

・先生だって学校で運 くまで残っていると、女子だけ早く帰れと言うの|まお

かしい。わからな与ヽおけ移争ないけど。

・:女 備子だからそんな事こン.ベ ル攀高年ヽ高校へ行かなくて良い。近 くでいしヽよ

なんていう親がいるこナど、それ !まおか彗与Lと 思う。

☆ やや感情的な場爾もあったが、参加度は高か嗜た。

☆ 途中から、燿Å鋤意見が多くなってしまった。意見を言う人がやや遷ま守

てしまった。

T。 いろんな意見が轟たな。どっちが正しいという問題ではないが、お互もヽが翼

性の農さを知り、特性を理解した上で、助け合って付き合うことが大彗だな。

ただ男鏃子だからとか、女勢子だからと言う器で |ま なく、ひとりひとりの個性

を大切にしよう。それで :ま 次備問いに移拳う。提性が働者、女性が家庭を守る

ということはついてどう思う母か。君たちのアンケー トで |ま 難ぱ半々命意見だ

ったが、それについて話じ合ってみよう。

☆ 議導舎年ヽ鈴結果、発表された意見をま次鍛とおりです。

'男性命方が給料もいいれ、轟世もじやすいから男性が働 く方が効率がひい

と思う。

'男性ばかりが能力があるわけじゃないからご能力のある女性がその能力革こ

あった職業を選ぶ器を鋳げることは男性にはできないと思う。

'女性でも働きたい人は鶴けばいいと思う。しかし、男性と轟じだけの給料

を貫いたいなら宿直とか責任のかかる人事な仕事もしなけれ:ゴいけないと

思う。まだかふとい準て文旬を書ってはいけないんじゃないかな。

・子守りをする勢撮まやっばりお母基ん翁方が僚合ってい機と思うよ.

・家にJ轟 ってお母さんが 舞おかえり壺≧言ってくれる鬱はや嗜ぽりうれしい

よ。かぎっ子‡こ:ま 不良が多いんじゃないかな。

☆ 話し合ひはかなり活発だった。できるだけ多く母人に発書させるた峰、班



の意見をまと織られない人もいた。友達の意見に対する第二の発言は多い。

☆ 男子・女子で意見が分かれると思ったが、女子の中にも「それていい」と

思っている人が多与ゝのに |ま驚いた。

☆ 小集圏で懸し合ったことで変化した意見としてをま、

・僕は、初め女性が家にもヽることが当然だと思っていたが、議じ会守ている

うちに、やっぽり平等でなくちゃしヽこナなひと思うようになった。だって、

共かせぎが多 くなってきたし、男女で家庭内の仕事を分担しなくち争い事

ないんじゃないかな、と思えてきたよ。

・お母さんの家での仕事を、もっと認玲てくれ島社会をつくらなくてはいけ

ないと思う。

T.女性が家庭に開じ込められぞ もヽると感尋てもヽるうち|ま男性に書構がくるだろ

うな。女性の家篤でお仕事がくもっと冒標とな為ような職業として隷織られれ

ばいいけどね。で亀女性ももっと将来について大きな要機を持つべきだと憩う

よ。なぜか、ま性であることに言えている人がいるみたいだからね。

☆ 3番目の問いに対しての意見 :ま こ通
tで

:ま省略する。ただし、性繊たち:ま来

春実施される「男女雇用機会均等鋳壼にはとても興味を示したようで、講じ

合っているうちにできれげl_Ftf大 ぺ行きたもヽと考えるようξこな嗜た生捷が轟て

きだのは緩もしいかぎりだった。

5。 小集翻をおこなう上での留意点

(1: 小集観での議し合いで一人でも多 くの生縫を授業に参加さ蹴轟.

ム.・ 6人の話し合い中で、必ず一甕は発言しよう。 (一人一発言)

b,仲間の意見に付け加えたり、自分と違う意見の時 :ま すぐ発言じよう。

_.                   (第 二の発言)

(2i f懸人思考を小集団で母議じさいにお与ゝて修正し、積み上げさせる。

まキ伸間の意見を素直に聞けるようになろう。

b。 自分の意見を轟来るだけ分か拳やすく説明いよう。



c.講じ合いで得たよい意見 :ま 確実に自分のものにしよう。

(3)課題を通切をこ雑示する。

a.議 嚢合う1灘値のある課題を与える。

b.議 じ合与ヽが輝まる諄題を与える。

C.課題により運警な議し合いの時間を与える。

(4)小集爾命人間関係を正しく育成する。

a,縫指しで発言さ錯るが、表して中続で ]ま ないことを事前に説明してお く。

b.常にアニアーな心で討轟し、五じむヽ獲
す
ぐ評価しおおう。 (少数意見奪菫}     ι

嚇,自 分砕グループが高まれば羹分塞島も高まることを体験しよう。

黙キ繁力と′、毅Å合うことでグループが轟まってむヽく墓ぴを体験しよう。

繰}小集理学壼で鶴うやすもヽ点を憑難させる。

験。無職議を違赦しよう。

b.人事こ鐘ってばかりではしヽけない。表分でまず考えよう。

().姿勢経|ま きを守けよう。発生が轟している時は体を調に|≒ けよう。

d.講 し合いが彗発ここなるあまり、維総斑 iこ 迷惑鍛かかる人声鐘慎もう。

導。おれりほかえて

^ 小集覇で器轟と/舎 もヽ :ま 、とか く時銀がかか惨轟羅だと思おれてむヽます。事実私も

あせって、生徒たち事こ無理やり知識を押れつ i多 てしまうことがあります。しかし、

生徒たち:ま と
Vで

も量晴られもヽ考えを持っています。一議欝学饗で|ま表鍾轟なも彗 翼を

小集轟の轟尋脅らで》中でも衰く彗:轟 轟してやる、それも小集藪!学響翁群点です。そ      i
毒ために‡ま、襲長へ鍛指導・難角で鏃轟し合い方の動言 。人間輩孫参育成等Lま だ

不十分な薫事こついて努力をこノなくて :ま ならないと思っています
‐
。本績で参小集麟まま

、まだ初歩蒔毅階で査職彙で睾撤菫した彗究が進んでもヽませんが、今後積極的に41L

集甕 〈パズ)織研究を進峰、研修に織みたいと思年ヽます。                亀
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糾  壼義が 難分 で轟べ、考え尋

難予 書作成 募授業、進鋳撻畿

舞 1章  裁業嚇選続

露 露章 輯畿攀手畿 通資料

鱗 轟章 藝盤撃横器轟脅 と

《鉾 ギ・潔幸教 育競灘 を鷺 ミ√て豊

糠轟儀 を士台 ≧して、鋳を失

霧つ とめ轟警

豊繊 毅毅難 ″‐・ L‐ 、漁
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椰 綾 キ書 《壺事 を 彗

食い義 響来 奉蓋蔚ξむ

奪 鬼 る と裁 で鐘 不安

農 責 を基 ざ奪 鐙集で

ネ 争 瀑や食撃 な嘉≪

静 挙考∴ 尊幸 ill tれ≒

・  ふ決 館拳鱗 警藻拳

,ま 静最畿 事が静軽て

繰 る と思 争が、 食導

へ 中 i箋 撃 戴轟甍だ 轟

勢か颯
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か 襲、時鐸 0自 轟が き

資料 ≧してよ舎明 彗か もな基45ベ ー ジ攀

、様護者 と拳瀑鮫会等江覇難 してい 轟攀

難 轟章 轟等学校 :轟 諄 }幸 選款

欝 導章 進学中手霧と資料
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縫轟毅鍮攀畿
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鵞 支え轟料、鐘げま れ心える集鐵参育成

人が養 主て猥 く轟繋鐘館難で き轟友、励攀轟え轟友が轟ることで轟轟毒

難参人鐘藻饉づ くシを導 ざ≧て学簸会添議ゝギ被構事、畿繊会議幾等鐘

鑽機、賞響、野髄警豊費 難身器手で行わ遣ゝ毅鐸難そ攀鑽鉾紅轟ぇって

料心拳 通幸義とが 集主韓、講難惑Ъ達帯
‐
感拳曹戚紅警なが 争て墾へ轟製薫

れわ轟攀

11}基本鋳豊轟・警懐鐘社会:豊 鍵む営静かえで∴嶽鍵盤を灘争Aと 導電器

最 も大響竜難とで轟轟奮そ攀青成 を論 ざ導電家鐵 と協 掬 義轟鶴なか も

か 募すす轟≪導轟。

争 詩鍵を守轟春 夢基準さつJをす違こと幸轍塞
尊 壼懸熊裁、難続①チエ プr
4 灘鑽藩へ参碧発 と連携

む 錢機会や選番拳 轟主鐘酢

1麟  主体擁翼 羹こ襲寵でき轟豊‐縫、纂力 し心ぇる人鸞轟藤を録 ざして豊

繊 畿身辞 ≧≫《み、競難す轟糧を夢《してい轟幸

機 救難主導塑攀衛事か ら養甍主導鰹幸靖事へ鍮準衛

:~~ぜ苛責菫斐調
~可~髪

ヨl:…
……

1-可I:ξ
薦曇醤桑

筆̀手―
要下誓

――
I

鍮 踊 事

ii`菫璽菫聾 :l讐 言曇繁 碁毅 菫轟

・ 牡 ≧紺 t会

?サ プン大会 事業生費議会 埴綾貴妻

機  と賠ぐ挙幸難

車被で鍍 重年拳修学旅行で京隷學 難難諄 を、 様撃舎修撃織響'で 鐘

豊鋳書角を轟騨翼 難轟術難させて稗島。そ攀錢等鍼慶 1ダ ループ ト

で新懸 命実行・ 評翻奉轟 馨脅棒脅し、 ヤ支え心争嶽減酢  ・ 主体鋳

纂畿断 募、計画 してい 《糠難動  中巻 由が離 と義電攀責髪を最た し

難主的に実銭 れてい 《華難動警静 ざしてとシ《んで穆為犠

締  脅療儀、三移翼鐘げ唆韓あえる特聞づ で》の場亀糠性 争警性攀発見

絆長暖場、礼畿作法■ ルールを守轟場 として参難轟勲拳振興をめ ざ L√

て 通歩くんでい轟。



量 基搬学掬嬢定態轟轟壺攀警警犠中管鐵

《:; 攀緩守轟学警ス癬轟搾ン奉維威、係難機器慧鐵、戦学≧穣認ナ嵐 ト

(量}わが轟警葉で豪畿難、教育機轟奉漱燿、ど轟手に亀轟な装 ぐ援業
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第 12分科会  議認霞地 域 教 育 …

耕先主題 ・[地域黍題をふまえた
警導の

キ
リ方

:

広島県豊圏郡豊浜町立豊浜中学校 望月

生徒をとりまく・環境

⑫ 地域の実態

・本校は、広島県南部

島の下部分と斎島 (

民雄

「
Pi

e瀬戸内海にうかぶ豊島(12m)と大時下

4臨 )iの三畠からなる豊浜町にある。

崎下島虫
塁鰍鼈 4%

瀬 戸 内 海
四   国

・職業分布は、小型漁船による漁業 とミカン裁培の農業 とに三分さ

れる。 漁業は、単独漁法で家族労働にたよるため長期の不在家

庭が多 く、農業でもミカン不況による出稼ぎが急増している。

躊 生徒の生活状況

・本校生徒の過半数が漁業家庭であり、幼児期16_は、両親と共に総

上生活をかくり、就学年令になると兄弟・姉妹との生活がはじま

る。

絲還

三 原

◎

異

鯰
鶴
鸞



※ 1両親不在の生活状況

人 数

・本人だけで生活している 7人

兄弟姉妹で生活している 117人

・祖父母 と生活 している 26人

。i学寮で生活している 2塞 人

計 72人

全校生徒に対する % 40%

◎

◎ 学 校
ι本校には、豊島小学校(児童数 227堪 )、 大浜小学校 (50名 )、 斎

小学校 (3名 )よ り入学してくる。

大浜小学校から入学してくる生徒は渡し舟で通学し、斎小学校から

入学してくる生徒は寄宿舎に入いる。

進 路

・卒業生の98%は進学し、2%は県内企業に就職する。進学者の4醸    ｀

.%は、となりの島にある高等学校に進路をとり、残りの基◎%は呉・t                   .     |｀

広島方面の高等学校に進学じ下宿生活に入る。

麓。教育的問題点

・本校には、他校には見られな軽独特な生溝体験を'持つ生徒が多い。 幼

児期には、父母と共に総上生活を送り、就学年令に達すると両親不在の

子どもだけの生活に入ることである。こうした状況には、次のような問

題がある。



罐)基本的生活習慣がつけられていない

t勝 社会性に欠ける面がある

参 言語量の不足

‐二:は、生まれて学令期まで父母との船上生活ヽその後は、子どもだけ

の生活に入ることから生活は不規則となり基本的生活習慣に久ける。

「

'準

は幼児期の船上生活で、話す相手は両親以外にはからず遊ぶ友達

のな棒ことにより、語軽量の不足をきた、し′、その後の学習へ影響を与

えている。このことは地域の課題であると同時に本校の教育課題であ

る。

教育課題 (地域課題 )へ^の取りくみ

種:〕 ギズ方式の導入

1・ こうした教育課題を克服するため、集団の相互作用を通して学力

を伸ばすこととヽ 人,間関係を高めることを同時に達成させること

をめざしたバズ学習方式が取り入れられた。教科によるバズ学習

は、もち論のこと 学校生活の全領域でバズ場面が生かさ薇′てい

る。

酢― :一一
自己実現 (自 己教育 )|



◎ 幼小中高 一貫教育態勢づ くり

。地域 ぐるみの取 多くみなくヒノては真の解決にはせまれな松との

考ぇから、 〔地域の教育課題をふ崚えた教育内容の創造 一

幼小中高¬貫教育態勢づ くりをめざして : という主題のもと

豊浜町と豊町にある幼稚園 5園ヽ小学校 6校、中学校 2校、高

校 1校の計 9校 5園の全学校が参加 して一貫教育態勢・づくりを

めざす共同研究組織がつ くられた。 懸ケ年lrcゎたる学校生活を

中心にし′た実態調査を行い、この地域のもつ教育課題を具体的

に、は握 じ

全校共通実践目標として

〔共に生きる集圏Iづ く夕〕
f教育活動の全領域で言語認識を: が設定された6

こ.多 した共通課題のもと授業研究 。研究発表・情報交換をしな
`

がら課題解決につとめている。

本年度、推進協のなかで、基本的生活習慣の確立を幼小中高の

一貫態勢のもとでどうとりくむかと、生活指導委員会を組織じ

て活動をしている。その中で、具体釣には、夏体み前め会合で

各校の夏体みの指導討・画を持ちより話し合い、自転車C)2人乗

り。危険な花火などにつねて、商ェ会と連絡をとって販売をし

段いとか、地域に放送で呼びかけで地域の協力を求めて成功じ

た例もある。



嘔)、目指導

・各地域に教員住宅が建てられており、日頃から夜間の巡目指導を

行っているが、今年度から学校教育問題懇談会という組織がつく

られ (小中高の記A・ 町の校外補導委員・警察・教員二―‐‐
)

夏休みの夜間の巡目指導と、声かけ運動が行われ、その後町の公

報や、放送を利用して地域に呼びかけが行われている。

町内バズ

・本校の教育課題は、地域の課題でもあり地域ぐるみの取りくみな

しにはむつかしいとの考えから、家庭・学校・地域の結合の場と
'

して町内バズが取り入れられた。

O 保護者・生徒・教師の人間関係の向上をはかる

○ 地域住民の業育lFt関するゆさぶりをかけ理解と協力をはかる

○ 家庭学習の習慣化をはかる    :

○
・
各会場ごとの自主的活動と協力をはから などを

霧標として毎通水曜日の放課後、町内の1の 会場 (1会場約饉0

名 )で教科学習をした警、地域の清掃をしたりヽンタンニション

敢どの地域活動をするものである。

‘̈
　

二

　

´
　

　

、ヽ

④ 地域懇議会

・毎月一回の授業参観の他に学難た二度 各ヽ地域に出むいて保護者

と講問題につ移て話し合い学校教育に対する理解と協力をお願い

すると共に保護者の願い 子ヽどもの生活状況などを聞かせてもら

っている。  ~



C)海の清掃と交通安全指導

・プールを持たない本校では水泳場所の清掃を生徒が行っているが

今では町民あげて協力していただけるようになった。

pま
た、「 lJのつく日は交通安全の日と定められヽ生徒会役員 。

教員と共に警察 `婦人会・町職員の方々も協力して指導してくれ

ている」

4。 今日、社会的には、いじめ・暴力・無気力 0無薔的……………など

蘭題が山積興 れており、物の豊かさ準比ベメかの豊かさがつ移て棒け

なかったという反省亀聞かれる6と もすれば事後の反雀だけが残って

いくという時だけにヽ かしえ,る事はじつかりかしえヽゆさぶ )、 多く

の体験を通して学んでいく子どもを学校・保護者・地域社会が手を取

りあって育ててれか亀ければなりません。

不在家庭の問題も、学校教師が露～寡人の子どもを住宅にあずかつ

て通学きせるどいう例も出てきて、民生委員会・教育委員会その他の

関係者の協力で幾代りの養護施設として、豊浜学寮が開設されること

となったと聞きます。まず私達が活動することによつて地域の理解と      f‐

協力を得て、地域の子どもは、地域で育てる運動に高っていくことが一    - 1

大事だ と考えています。

ｔ
ｒ
Ｅ
ユ
一
　
　
一
ｒ
ヨ
フ
ｒ
，メ

1



舞

崇  1じ  しヽ 電由・機 1舞轟 輝霧 蓬難 亀  ≧  ぶ藝 で

欝

え

京 都女 子大 学購覇小 学 校   ∫:1 村

m―_
臓 導

に児  静

憲

■

一〓・警

鋒 と 移で友 遺 を捜 し集 団 を形 成 して い くの か、 そ織意 識 鋤変 化 に ||

,,焦 J霧 をあてプシオメトリックテスト〕こよぅで分析を試みた11■ ■■
農 こ

.織
プシオ メ トリック・テ ス トの結 果 をコン ピ

｀
ュ・Tタ ーで整 理■

し分析できるシステムを作成し、それがさらに汎用性を持つシス |

テムヘ と再構 成 し努力 しよ うと して い る。

購

武才から十二才ごしヽった学壼期彙子ご奪逮 :ま ,そ 縁社会生活の範機を豊
11

ハ イ ン 準 …1~一 イ 曇 争1つ た 警 塁 驚 暉 す こ 摯 饉 藤 ,て 轡 織 警 鷲 務 鋳 職 園 砲 爾

我 機 種弊 鳶lら 鑢党 (小 集 闘)母 世界 、 そ 移て 、集 爾 総世界 と等ヽった二 つ の |

的

雲界 を爾心 薄鋳 涎押 し広 げて い くことによ りその生活経験 を豊 かた獲得
‐
じ‐‐

|

て い くものと考えることができる.そ 総春でも、塔ヽ学毅二年生 ないもた年 |

議 は一穀 にギャングエイジ とぃ島 れ、灘びの中においでも徒党 を形成 し活 |

動 しよ うとす る潜在的活動力 を持 った時期で轟 り、学奮活動 の I訂 において ,‐

も増ゝ集 覇 を形成 して相 互作用 を与えなが ら社会雄思考 を深 め形成 しようと●:

す る時期である。

す なわち、低学年期 のよ うな 「親 と私 J「 先生 と私 」 「友建 と私 Jと い|:|‐

寺た'裁 轟と絶者の
°
二者関係 め世界 か ら、 「友達 と友達、そ して、私 J「 友|||

｀
還 義先生、そ れて、私 Jと いった 自己と多者関係 、特 に友逮社会へ と移行■

t始 め、 その意識下でまま親・ 兄弟 とい .っ た肉親関係への信頼 か ら友人へ|み |||||

鑑親灘係 藪重み をぉ こうこ れ始 める時期である。         .■ ‐●11

とす ると、機学年 命家族的雰涯気 を持 った世界 か ら伸聞社会 へ と移 ろ

'||≧す 4児 童達 ほ焦点 をあて、そ義学警仲間や、遊
・
が伸聞が どのよ うにして

'

二_ 幸



|‐ 1彫 錢きみていく母か、特ιこ、年長母警導鋳立場に立っもの藩ぃなぃ平藤轟
||1 社会の中で、児童が何を考え何を中心として集爾を鱗成していくぬ漁1、 そ
||― の力動作用をみることはょりよい学

‐
織集覇を,移 成す儡ための一方略を考察

|■ ‐|す る上で大きな力となるも母であると考え碁ことができる。 本研究は、・

|●  ィヽ学校二年生に焦点をあてそ総学習伸聞・遊び伸爾鋤意識態度につぃてア
■  ンケ ー ト調査 を行 な い、年 長者 働 いな い平釧鋒 社 会 織中で児 童|カミ何 を考 え ,

|■  何 を意 識 して集 団 を形 成 れて い く備 か、ィ の集 甕意 識 を搬 る ことにか らよ

|  りよ い学級 集 団 を構成 す るた め 命 一方 略 徹 j考 察 しよ 勢とす るもので あ る。

方   機2

1) 調査 簿時

2) 被 験 者

3) 調査方法

質問 に対 tノ ては 自由記述 と し、友達 と相談 じあ うことは禁 じた。

時間は 1時 隈 (45分 )と しこの時間内で答 えさ鸞 た。

一 国 目 … 瑠 種 59年 12月 10難 3校 時

二 霧 目 … 曜 驀 60年  3月 lo轟 3技 時

京 都女 子大 学 難属 rjl学 校 3年 2組 38義

■||1  4) 調査内容

問題 は以 下 に示 され る (ア )か ら (ォ )ま で ぬ 5っ の 内容 の も

とに 19個 の質 問 項 日か ら作 られて い る。

(ア ) 班 伸間 にヤついて

(イ ) 学 習仲 間 につ いて

(ウ ) 班 活動 につ いて

(二 ) 遊 ぴ伸 簡 み↓摯 lv Lで

(オ )机 の難 置 )こ っ いて

■・またも学級集圏の中において見童の意識に対してマィナスの影響を
1

1お |よ :ボ すと考えられる、例・えば、「この学級の中で、だれが一-1番 きら|

レ|ず:す かなJ「 この学級の中で1あ まり遊びたくなぃ人はだれです
/泌

、二
Iと いった質:薄 lま さけることに

・
した。   

‐

驚述 され た質 問 事項・ 選 択 事項 に■ いて lま 、必 ず 、 その説 明 を要求

=′

記述 させ るよ うに した。



難繊準

本 鑢 轟 翼嘩 しヽで 機、 (1)学 詈 堂 撥 誡参 しヽで 鶴 (懲 }醸 び機 鑓 〕こ聯 いて も

43)机 母載 畿 ほう 与ヽて 、 織 轟瑾 翻争こ準 いて 参轟薄 察 す 轟 こ とにす る。

(1)・ 撃響 賞 達 範つ いで

訂轟なたはこの組の中のだれといっしよ翼ぺ島きようがしたいですか1

をまえをかいてみましょう。Jと いつたように.一鑢疵饉機したい児童備

違雄を記述ぎせそれを整理し、一人の児童が選擁した人数社添したも録が

藝-1で ある。

図 -1か らわ か る よ うに 1回 目と 2回 目の選択 人数 尋増糠 織様 子 を警 轟

≧、男 子 は増撫 して しヽ 尋 が女子 は減少 して い る こ とがわ かる。′

表 … 1か ら難織饉 紙 した瑾 曲うこつい て 轟 る と、 1圏 簿男 子 :ま ば 亀う き が

あ りま とま りがな か準た が、女 子 は 『好 きなAJ ξ宜 達 だ か ら』 難い う撃

彙母選捜 メ多 か嘩た 。次 翼、 2饉 覇轟瑾 曲猿争 等ヽ電津 碁 ≧爵 予 奮費子 とも

うこ「友 達 だ か 轟』 れヽヽ 静瑾 羹 が多 くな って い 轟 ことがお か る。

すか(2)遊 び にっ いて ・

『あ な たは この組 の中 のだれ といっ

かぃて み ま しょ う。』 とい つた よ うに、一緒 :こ 遊 び た い児童 尋名縮 を記述 |:

させ そ繁 鍮整理 し、一 人 器見重 が選 択 した人 数 を示 した も難 が難恩 2で 轟 |

る .

甕… 2か られ かる よ 争むこ1甕 饉≧ 念鸞 鐘母選択人 数 轟罐 錢 器様 子 をみ 拳 ‐|‐

≧、発 子 は増加 して い 機が賞 子 感変化 がな い こ とがわ か る。

畿 -2か 轟モ命轟難 した瑾 策に嚇 轟電 準 為 と、 1轟 獲晃子・ 女子 とも に |

ぎおも しみ等≒か ら 1魚 命 ししヽ か 理)』 れ黎ゝ う磁 曲 翼集 中 して い るが、 2饗 |

鐵森瑾 轟滝おいて は 、男 子 キ女子 とも 温 「精 も 懇ろい か ら (た の しい か ら)|

盛 ミい う騒 轟のほ か韓「友 達 だ か ら壺 とい 難瑾 羹 を選択す る児童 が多 くな |

って い 饉 ことがわ か 巻拳

て3) 学 習 の と攀勢机 の議 置 キこつ い

本学畿では、機たな、二学難には黒犠

互ぃに向かい合珠た議で、そして,I
書をした.そ の質亀織なかでどちらC

爵

藩
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